
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

意外に乙女な女騎士が可愛い

部下に主導権を握られる女騎士が可愛い

たまにやり返してくる女騎士が可愛い

結婚をわりと意識する女騎士が可愛い

本気になりつつある女騎士が可愛い

僕にだけ優しい女騎士が可愛い

年下に未練たらたらの女騎士が可愛い

年上エリート女騎士が僕の前でだけ可愛い

エピローグ

あとがき
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「ン、ゴホンッ……！」

　城の地下にある深夜の職場。人がはけ、静かになった二人きりの部屋に、大げさな咳せき払ばらいの声が響きました。

「隊長、あの……」

「……今、何と言った？　この神聖なる騎士団の中心で、貴様は」

　目の前にいるのは、厳しい表情で僕を詰問しつつも、実は頰をほんのりと染めている妙齢の女性。

　彼女の名はカレンさん。女性ながら、僕の所属する王都近この衛え騎士団第四騎士分隊、通称『ブラックホーク』の隊長を務める御お方かたです。男社会ともいわれるこの国の騎士団の中、遜そん色しよくない剣の実力とリーダーシップを兼ね備えています。

　女性管理職の中では、最年少の二十九歳。つまりはエリートです。

　僕は、そんな彼女の下で一人前の騎士となるべく、日々鍛錬を重ねているのです。

　あ、申し遅れました。僕の名前はハルといいます。平凡な生まれと平凡な身分ながら、騎士学校を首席で卒業し、今年『ブラックホーク』に配属となった新人です。

「そう言われましても……隊長、僕、どこがまずかったでしょうか？」

「……だから、その、直前の言葉だ。ふざけた口をきいて」

「直前……？　ああっ、あそこですか！」

　そうして、僕は先ほどと同じ調子でカレンさんに迫りました。

　息を荒らげ、顔を上気させるふりをしながら。

『隊長、僕もう我慢できない……だから、お願いです。ヤらせてくださいっ！』

「ふにゃっ──！！？」

　自分から言わせたくせに、また同じように体をびくりと反応させたカレンさんは、はずみで黒いインクの入っている瓶を倒してしまいました。

　書きかけの日報用紙が、みるみるうちに真っ黒に染まっていきます。

「ああ、いけない。すぐに拭ふき取らないと──」

　と、僕が近くにあった布切れをもってカレンさんの机に近付こうとすると、それを制するように、カレンさんの腕がすっと伸びてきました。

　鍛えられていながらも、すらりと伸びた白い二の腕と肩が美しいです。

「こ、これぐらい自分でできるっ。できるから、その……お前はさっさと帰れ」

「え、でも……まだ『ヤらせて』の返事が」

「ヤッッッ……!?」

　ガタッ！　とカレンさんが勢いよく椅子から立ちあがりました。

　手には、カレンさんの相棒である大剣。僕の身長ぐらいはある剣なのですが、カレンさんはそれを片手で軽々と振り回します。

「うわっ、ちょっといきなりそれは反則じゃないですか？」

「……二度は言わんぞ」

「わ、わかりました！　わかりましたから、剣それはおさめてくださいっ」

「ふんっ……」

　土下座せんばかりの勢いで頭を下げたおかげで、剣をもとの位置に戻したカレンさんですが、顔は依然不機嫌なままでした。

「もう、せっかく僕が勇気を出してお願いしたのに……隊長、ひどいです」

「お前がそれを言うか……受け入れるわけないだろうが」

「え？　どうしてですか？　他の部下の人たちとは頻繁にヤって──ぶへっ!?」

「や、やややヤるかあっ！　お前は私をなんだと思っているっ!?」

　そこで初めて声を荒らげて、拳げん骨こつとともに僕へと抗議を浴びせたカレンさんです。

　まあ、これはさすがに攻めすぎだったと僕も思いますので、当然の報いでした。むしろ拳骨で済んでよかったです。

「いたた……もう、いきなり殴るなんて」

「殴られて当然のことをしたお前が悪い」

「え？　僕が隊長に剣の鍛錬をお願いするの、そんなにダメなことですか？」

「……え？」

　そこで、カレンさんの表情が固まりました。

「ハル……すまんが、もう一回言ってくれないか」

「はい。あの、僕はずっと『隊長と剣の鍛錬をやりたいんです』と言ってたつもりなんですが──」

　あ、もちろん（剣の鍛錬を）という文言を意図的に外してます。その理由はもちろん、
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　それまでエッチなことを想像していたであろうカレンさんの、羞しゆう恥ちに頰を染める顔を拝むことができるからです。年上で、エリートで気高くて、でも、そのせいで男性経験が皆無でかわいい反応を見せてくれるカレンさんの姿を。

　表情筋や頰の色味の変化は、実のところ微々たるもの。ですが、カレンさん鑑定士（自称）の僕にかかれば造作もないことです。

「！　あっ、もしかしてカレン隊長、『イヤらしい』ことなんて想ぞ──」

　そんなわけで、もう一声、と調子に乗った僕でしたが、直後、頰の横を一瞬の閃せん光こうが通り抜けました。

　はらり、と床に落ちる僕の数本の髪の毛。そして、頰を伝う温かい感触。

「……ハル、そこになおれ。斬るから」

「え、えへへへ……」

　まずい　どうやら　かげん　を　まちがえたようだ！

「あ、そうだ！　自宅で主人の帰りを健けな気げに待つ猫のミーちゃんに餌をあげる用事があったんだった！　では、そういうことでっ！」

「ペット禁止の独身寮に住むお前にそんなものいるかっ、待てええっ！」

　さらりと素早さ上昇の強化魔法をかけた僕は、カレンさんの追及を振り切るように脱だつ兎とのごとく逃げ出しました。こう見えて僕も優秀と言えば優秀なので、まあ、これぐらいは朝飯前です。

「ふふ……やっぱり今日もカレンさんは最高にかわいかったな」

　全速力で家路へと駆ける僕は、今日のハイライトを脳内で駆け巡らせながら、そうひとりごちました。

　さて、明日はどんな風にして、カレンさんのかわいさを堪能してやろうかしらん。
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　さて、ではなぜ新人騎士であるこの僕が、直属の上司であるカレンさんに失礼千万極まるセクハ……じゃなくて、アタックをするようになったのか。

　それは、僕が初めてブラックホークに入隊を果たしたときの場面にさかのぼります。




　　　　＊　　＊　　＊




　王宮内、謁見の間で行われた王都近衛騎士団の入団式。

　騎士学校を首席で卒業し、新人騎士代表として挨拶し、つつがなく式の進行を終えた僕は、これから自分の上司になるという女性を見た瞬間から、その視線を外すことができなくなりました。

「……小さいな」

「ハルといいます……その、失礼ですが……」

「私はカレン。お前が配属となる第四騎士分隊の隊長を務めている。言っておくが、新人だからといって特別扱いはしないからな。皆と同じように任務をこなし、皆と同じように血ち反吐へどを吐いてもらう。学生気分のままなら、今のうちに捨てておけ」

　冷たい視線で僕を一いち瞥べつした隊長は、『ついてこい』と言わんばかりに僕に背を向けて歩き出しました。

　その瞬間でした。

　後ろでまとめた長い金髪を揺らす美しい背中へと、つい反射的に、

「僕と、お付き合いしてください」

　と口走ってしまったのです。

　完全なる一ひと目め惚ぼれでした。

　もちろん、今まで出会った女の子はゼロではないですし可愛らしい子も中にはいました。

　しかし、見つめられただけでこれほどにも緊張し、心臓が熱く鼓動したのは、今までの人生で初めての経験でした。

　止める間もなく、気持ちが口からでてしまったのです。

「……おい、今、何と言った？」

　僕自身も思いもよらず口に出た言葉に、隊長が足を止めてこちらに顔を向けてきました。

　透き通るような淡い色の瞳ひとみは、身長差もあって、完全に僕を見下ろす格好となっています。

「え？　あの、僕とお付き合いをしてほしいと……もちろん個人的な」

「……お前と『誰が』個人的なお付き合いをすると？」

「だからその……僕と、隊──」

　と、答えを言い終わる前に、隊長は、無言で僕に詰め寄り、勢いよく腕を振って僕の頰を張りました。

　パン、と王宮内に響き渡る乾いた音。頰に残る痛み。

　それを自覚した瞬間、僕はすぐさま自分のやらかしたことに気づきました。

「っ……申し訳ありません！　僕、まだ初日だというのに何て失礼な──」

　初対面の、しかもこれからともに働く直属の上司である方へ男女交際を申し込むなど、僕はなんて礼を欠く行動をとってしまったのでしょう。

　そして、その行動の報いとして当然の言葉が、隊長の口から発せられます。

「断る。貴様のような失礼極まりない子供と交際だと？　笑わせるな」

「そ、そう……ですよね。申し訳ございません、隊長」

「わかったなら早くこい。今日はほどほどに、と思ったが、気が変わった。今すぐ貴様の浮ついた気分を凹へこませてやる。覚悟しておけ」

　やっぱりこうなってしまいました。衝動的な告白はあえなく玉砕し、しかもそんなメンタルでシゴかれるだなんて。
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　失敗した。嫌われてしまった。そんな後悔が頭の中をぐるぐるしていると、

　ビターンッ!!

「えっ？」

　と、そんな、誰かが思い切り躓つまずいて顔面を床にしたたかに打ったような音が城内に響き渡りました。

　芸術的なほどのうつ伏せ状態で倒れていたのは、もちろん、僕の視線の先にいた隊長。

「だ、誰だ、こんなところに罠わななんか置いてっ……！」

　そんな独り言を言いながら、顔をみるみる紅潮させて周囲をキョロキョロと見回していますが、僕の目からは、ただ何もないところで派手に躓いたようにしか見えませんでした。

「あの、大丈夫ですか……？」

「だ、大丈夫に決まっているだろう……転んだだけで怪我するほど私はヤワではないっ」

　と、言ったそばから、片方の鼻の穴から赤いものがたらりと。

「鼻血出てますけど……」

「っ……だ、大丈夫だと言ったら大丈夫だ！　適当に唾つばでもつけておけば治る！」

　そう言って、隊長はずんずんと足音を鳴らしてブラックホークの詰め所がある地下へと進んでいくのでした。

　血、止まってないようですが、大丈夫なのでしょうか。

「ちょっと変わった人……なのかな」

　人の目をひきつけてやまない容姿、仕事一筋の冷たい視線。でも、唐突に顔を出すちょっぴりドジなところ。

（もしかしたら、隊長って、実はものすごくかわいい人なんじゃ……？）

　遠くのほうで再び盛大に転んでいるカレンさんを見て、僕は、ほんの少し、これからの社会人生活に希望を見み出いだすことが出来たのでした。




　　　　＊　　＊　　＊




　ということで、その日を境にして、ちょっとずつカレンさんにアタックする僕の日常が始まったのです。

　一度振られても、僕は今もなおカレンさんに恋する純粋な少年。なので、たまに度が過ぎたこともしてしまうわけです（無駄に胸を張る）。




　さて、日は改まって、仕事場からほど近い酒場です。

　大衆酒場らしく、仕事を終えた人々が今も陽気もしくは陰いん鬱うつに語り合っています。それなりに賑にぎやか。

　で、僕はそこにいるわけなのですが、理由はもちろん、

「……ふぅっ」

　淡々とお酒を喉のどに流し込んでいるカレンさんでした。

　カレンさんは必要な時を除いて酒の席に参加することはないので、中々こうしてお目にかかることはありません。

　あ、僕は今、魔法で変装を施した上でこの場に紛れ込んでいます。ちょっと小柄な商人風のおじさん。飲み物は水です。

　変装は、盗み聞きをするのに必須なスキルの一つ。まるっと独学ですが、習得していてよかったです。

　これは決してストーカーではありません。これはそう……情報収集の一環です。カレンさんをおとすための作戦。

「ったく……明日も仕事でしょうに。こんなに飲んじゃっていいの？」

「マドレーヌ……私にだって、そういう時ぐらいあるさ」

　カレンさんの対面に座って心配する素振りを見せるのは、マドレーヌさんという女性のようです。

　仕事着らしい魔法衣ローブを見るからに、魔術師とか、研究職の方っぽいです。

　気の置けない話の仕方なので、古くからの友人というところでしょう。

「まあ、原因わかってるから、私もこうして付き合ってやってるわけだけど」

　言って、マドレーヌさんは懐から一通の手紙を取り出しました。便びん箋せんの装飾からして、何かの招待状でしょうか。

「本来なら『欠席』だよ、こんなもの。……だが、こんな仕事だ。世間体もある」

　カレンさんも同じものを持っているのか、恨めしげな視線をそれに向けていました。

　よほど憎らしいようです。

「でもカレン、まさかアンタが売れ残るとはねえ」

「何が言いたい？」

　べつにぃ、とからかうように笑って、マドレーヌさんは続けました。

「昔っから容姿だけはピカイチなのにねえ。男からも女からも憧あこがれられる学園の高たか嶺ねの花……それがまさか、二十九にもなって一切の経験がない処……」

「!?　お前、それは言うなとっ……！」

「冗談よ、冗談。私だって旦だん那なしか知らないから、偉そうなこと言えないし」

　カレンさんが剣を構えるも、マドレーヌさんは動じることなく親友をあしらっています。

　カレンさんがこうなるのはしょっちゅうなのでしょう。

「私だって……全く興味がなかったわけじゃないさ。でも、それ以上に負けん気が強い性格だった。女だからという理由で『騎士として劣っている』と男に疎んじられるのが嫌で、それで」

「いや、でもさすがに処女はヤバいでしょ処女は」

「しょっ……だから言うなってぇっ……!!」

　誰かに聞かれやしていないかと、カレンさんは忙せわしなく目配せしています。

　他の皆はさておき、僕はばっちり聞きましたし記憶しましたし忘れませんすいません。

　ただ、なんとなく予想はしていましたが。

　爆弾発言が（僕以外に）漏れていないことを確認して、カレンさんは、ふっ、と一息ついて口を開きました。

「なあマドレーヌ、なんで……他人の結婚式なんてあるんだろうな」

「雰囲気出してるけど、アンタそれ全然カッコよくないからね」

　冷めたような目つきでカレンさんにそうきっぱりと言い放ったマドレーヌさん。

　ちなみに二人が店に入ってから、もうかれこれ三、四時間は経過してます。親友とはいえ、いい加減愛想も尽きる時間帯でしょう。

「もう腹くくって一人で行けば？　心細いなら、まあ、私と旦那の近くにいてもいいし」

「ダメだ。そんなことしたら余計みじめに……マドレーヌ、お前は想像できないのか？　同期の猿どもから『ほら見て、あの人がアラサーだというのに未いまだに独身の女騎士よ』とマウンティングされる私を」

　仕事では絶対に言わない弱音を吐いて、カレンさんがテーブルに突っ伏して嘆きました。酔っているのもあるでしょうが、仕事中の凛り々りしい女騎士の面影はありません。でもかわいい。

「だから『誰か連れてこい』って言ってんじゃない。というか、アンタなら部下の一人や二人適当に理由つけて引っ張ってこれるでしょ？」

　マドレーヌさんの言う通りです。その場をしのぐだけなら、例えば僕とか僕とか僕とかを引っ張ってくれば解決です。

　選んでくれれば、僕は立派に彼氏を務め上げますし。そのまま本当にそうなっても可、いや、優です。

　しかし、マドレーヌさんからの提案に、カレンさんは口をごにょごにょとさせて、

「それは……やだ」

　と言うのでした。

「は？　なんで」

「いや、だって……」

「だから何？」

　イライラが募るマドレーヌさんに、カレンさんが体をもじもじさせて言うのですが、

「──に、そんなお願いするの、恥ずかしい……」

「は？　何、それだけ？」

　むむぅ……カレンさんがあまりにも小さな声でしゃべるものだから肝心なところが聞き取れませんでした。

　誰かの名前を言ったのは、間違いないのですが……。

「と、とにかくっ！　いくらフリとはいえ、私より軟弱なやつをパートナーとするわけにはいかないっ！　まあ、これから強くなれば、考えてやらないことも……ないけど」

「はあ～……さいですか」

　唇をちょこんととがらせて呟つぶやいたカレンさんの言葉に、マドレーヌさんは露骨に大きなため息をついて、ゆっくりと立ち上がりました。

「もういい、私帰る」

「え、そんなっ……むん！」

　呆あきれて店から出ようとするマドレーヌさんに抱き着き、必死に引き留めようとするカレンさん。

　騎士らしく力は強いので、マドレーヌさんのようなか弱い女性だと、一人で抜け出すのは難しいでしょう。

　しかし、カレンさんが、まさかそこまで他人の結婚式の出席で思い悩むなんて意外でした。人の陰口なんて、気にしない性格だと思ってたのに。

　やっぱり僕が思っていた通り、カレンさんも乙女な部分を持ち合わせていました。人前では、滅めつ多たに見せてくれませんけど。

「ええい、ウザい。離れろこの孤独死確定女っ！」

「ひどい！　それが親友にかける言葉かっ!?」

「アンタがいつまでもそんなだからでしょうが！　いい加減結婚しろっ！」

「マドレーヌまでそんなこと言って……！　お願いだ、見捨てないでくれっ」

　このやり取りは、閉店時間を迎えた酒場の店主さんがキレるまで続いたのでした。

　ちなみに僕は途中で追い出されましたが、必要な情報は得たし、カレンさんのかわいい一面も見られたので良しとしておきましょう。

　さて、次は結婚式ですか……どうやって潜入しようかな。







「……仕事行きたくない」

　とある朝の、起きてからの僕の第一声でした。

　外の天気は良好ですし、体の調子も万全です。騎士団の仕事は死ぬほど忙しいですが、僕にはカレンさん（独身彼氏ナシ）が、好きな人がいるので、問題ありません。

　むしろ、カレンさんだけが生きがい。

　ですが、本日、僕の日常にとって唯一の清涼剤であるカレンさんは、お休みをとっているのでした。

「はあ、結局潜入方法は見つからずかあ……」

　その理由はもちろん、結婚式への出席でした。あの時、マドレーヌさんが持っていた招待状の中身をちらりと見たので、間違いありません。

　一応、二人きりになった時を見計らって、カレンさんに休暇の理由をそれとなく聞いてみたのですが、

『お、お前には関係ないっ』

　と怒られてしまったのでした。

　カレンさんがいないのもそうですが、それ以上に気になっているのは『カレンさん一人なのか、それとも、もう一人いるのか』。

　話の内容から、カレンさんがマドレーヌさんに、一緒に結婚式に出てくれるパートナーについての相談をしていたのは明らかです。

　酒場での一件の後、二人の間で何があったのかは僕も知りません。なので、そこだけでもなんとか知りたいところ。

「僕も休みたいなあ……けど、『隊長が休みだから僕も！』なんて言ったら大目玉だし……」

　ですが、口ではぶつくさ言いながらも、体のほうは、鎧よろいを身に着け、剣をとり、てきぱきと出勤の準備を完了させていました。

　まだ働き始めたばかりの僕ですが、すでに立派な社会人に染まりつつあるようです。

「はあ、どっかの棚から結婚式の招待状がボタッと落ちてこないかな～……なんて」

　そんな無理なことを祈りながら部屋を出ようとすると、

「きゃんっ!?」

「ん？」

　ドアに何かがぶつかる感触と同時に、女の子の声が響きました。

　隊舎のドアは廊下が狭いくせに外側へ開く仕組みなので、ぶつかってしまったようです。

「すいません！　まさか外に人がいるとは……って、あれ？」

　詫わびるべく外に出ると、盛大に尻しり餅もちをついている女性の騎士さんが、お尻をさすりながら、僕のほうをびしぃっ、と指さしました。

「まったくもう！　次席卒業のこの私にこんな辱めを……相変わらずですわね、ハル！」

「え？　あぁ、うん。ごめん……なさい？」

　口ぶりから察するに、彼女は僕の同期、いや先輩？　騎士学校を次ぐ二位の成績で卒業した方のようです。かすかに記憶にある顔のような気もしますが、なかなか思い出せません。

　部外者立ち入り禁止の隊舎にいますから、僕と同じように騎士団に配属？　たしか名前は、えっと、名前なんだっけ……？

「マルベリですわ！　前からそうですけど、どうしていつも曖あい昧まいすぎる記憶しか持ち合わせておりませんの!?　私、結構あなたに話しかけてましたわよね!?」

「そうだったっけ？　ごめんごめん」

　僕があまりにも『この人誰だっけ？』顔をしていたので、自ら名乗ってくれました。




　ああ、言われてみれば、この子との付き合いはわりと長かったような──。




　　　　＊　　＊　　＊




「──もし！　そこのあなたっ！」

　騎士学校の入学式が終わって早々、明るい金髪をなびかせた少女が、そう言いながら教室のドアを勢いよく開けて乱入してきました。

　僕を思い切り指さしているので、誰に話しかけているのかは一目瞭りよう然ぜんでした。

「……なに？　ってか、誰？」
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「誰？　将来の首席卒業候補筆頭の私に向かってこの塩対応っ……たまたま首席で入学したからって、ちょっと調子に乗りすぎじゃありませんことっ？」

　別に調子に乗っているつもりはありません。試験も適当に受けたらそうなっただけで、こんなふうに因縁をつけられる覚えもないのですが。

　この子、面倒くさい。

「ふん、そんなお澄まし顔をしていられるのも今日までですわ。私の実力はこんなものじゃない……花を持たせてあげるのも今回限りですから、覚悟しておくことですわねっ！」

「ああはいはい。わかったから、僕もう帰っていい？」

「むきーっ！　も、もう許しませんわ！　ぜっっったい！　このマルベリがあなたをギャフンと言わせてみせますから！」




　簡単ですが、要約すると、それが最初の出会いです。

　で、そこから試験など、何か点数で競うような行事があるたび、




『入学して最初の定期試験、正々堂々と勝負ですわ！　学年首席さん！』

『こ、今度こそ私がトップを獲とりますわよ、ハル君！』

『……お、終わりよければすべてよし！　最後に勝つのはこの私ですわよ、ハル！』

『さ、さすが私が認めた永遠のライバルですわ……でも、最後くらいは私に花を持たせてくれても……』




　と、頼んでもないのに絡んできていました。

　僕は相変わらずの塩対応を貫き通したはずですが……なんで徐々に親しい感じになってるのでしょう。

　最後には完全に負けちゃってるし。




　　　　＊　　＊　　＊




　というわけで、なんとか思い出しました。彼女の名前はマルベリ。

「マルベリ、それで何の用事？　僕、これから仕事なんだけど」

　公に発表されている出勤時間まではまだ一時間以上はあるのですが、『二時間前出勤が常識』という部隊の謎常識に照らし合わせると、もう遅刻レベル。こんなところで世間話をしている暇はないのです。

「そうですの？　今日は私の部隊は休みですよ？　同じじゃありませんの？」

「そんなわけないでしょ。ブラックホークだよ？　休み？　なにそれ？」

　確かに、本日は暦上で言えば祝日。ですが、仕事自体は、日にちに関係なく湯水のように湧いてくるわけです。

　目の前で首をかしげているお嬢様は、あまり理解できていないみたいですが。

「それで、今日が休みとかいう超ホワイト部隊所属の君が、社畜の僕に何の用？　理由もなくここにいるわけでもないでしょう？」

「ええ、もちろんですわ。実は、ハルに、同期のよしみで、ちょっとしたお願いごとがあって伺ったのですが……」

　マルベリが、手にもっていたとある手紙を後ろに隠しました。ぱっと見た感じ、何かの招待状かな。あと、休みにも拘かかわらず、仕事での正装である鎧を身に着けていますし。

「──ん？」

　と、ここで何かが引っかかりました。

「あのさ、マルベリ。後ろに隠したそれって、何かの招待状？」

「え、ええ。同じ部隊の先輩の結婚式ですの。これからそこに出席する予定だったのですが……って、きゃっ!?　ど、どうなさいましたのハル？　いつの間にかすごい顔をしていらっしゃいますけれど」

　思い出しました。マルベリがひらりと見せたその招待状。

　少し前に見たので忘れるはずもありません。

　それはまさしく、カレンさんとマドレーヌさんがもっていた招待状と同一のもの。

「……詳しく話を聞かせてもらえないかな？」




　結婚式は、僕らの勤務先である城にほど近い教会で行われていました。

　すでに会場には多くの人が詰めかけてきており、老若男女、各々の正装に身を包んだ方たちの談笑があちらこちらから耳に入ってきます。

　騎士、魔術師、そのほか仕事関係の方でしょうか。

「マルベリ、一応聞くけど、君のパートナー、本当に僕でよかったの？」

「もちろんですわ」

　彼女は即答しました。

「自慢じゃありませんけど、私、学生時代はハ……成績のことばかり考えておりましたので、このようなことを頼める友人だったり繫つながりだったりは、一切の皆無でございますの！」

「本当に自慢じゃないね」

　僕でも一人二人はいるのに……まあ、学生時代は毎日毎日僕に突っかかってきてましたし、他がおろそかになったのでしょう。

　僕のせいではないですが、悪いことをしたような気はしなくもないです。

　ということで、そのお詫びといってはなんですが、彼女のお願いを聞くことにしました。

　ぼっちで行けないこともないようですが、やはりボーイフレンドの一人もいないと格好がつかないみたいです。貴族の社交界面倒くさい。カレンさんが嘆くのもわかります。

　そういうわけなので、僕も有給休暇をいただきました。急ですが、結婚式に出なければならないので仕方がありません。

「さ、ということでハル、早く私をエスコートしてくださ……って、いきなりどこに行くんですの!?　私はここですわよ!?」

「ごめん、僕は用事があるからこれで」

「えっ？　ちょっと……！」

　さて、マルなんとかさんのおかげで合法的に結婚式に潜入できました。なんだか手を差し出していたみたいですが、気にしない。

　それはさておき、目的のカレンさんを探していきましょう。

「さあて、カレンさんどこですかっと……」

　ここで、僕は『聞き耳スキル・改』を発動させました。前回よりもパワーアップした盗み聞きです。

　無数の雑音の中から特定の音だけを選び取り、どんな小さな呟きでも漏らすことなく聞き取れるようになったのです。

　なぜそんなことをするか？　それは、カレンさんの可愛さを余すことなく堪能するためです。

　しかし、結果的にそのスキルを使う必要は、今回はありませんでした。

「……もしゃ……もしゃもしゃ……」

　目立ちまくっていたからです。

　立食形式になっている会場の隅っこに陣取り、式場の中心で祝福を受けている新郎新婦を恨みがましく見ていました。

　隊長仕様の鎧よろいに、両手に持っているローストビーフの塊をもしゃもしゃと喰くらうその姿。僕から見てもちょっと異様でした。

　そんなやさぐれカレンさんもかわいいのですが、ちょっと悪目立ちしすぎているかもしれません。

　そして、ぼっちですし。

「ほら見て、あの人……」

「あ、ほんとだ。あの人って、確か女性初の騎士隊長サマだっけ？」

　カレンさんはこの界かい隈わいでは有名人のため、あんなふうに目立っているとさすがにこうなります。

　そして、その話の内容は、必ずしも好意的なものとは限りません。

　どうやらカレンさんも遅まきながらそのことに気付いたようです。

　婚期を逃した三み十そ路じ女さん──私はああはなりたくないわ──そんな嘲あざけりのようなものも拾ってしまったのか、カレンさんの口から、

（う……やはり遠巻きに私を……もう帰りたい……これなら仕事の方がマシ……）

　と、呟きが聞こえてきました。

　気にしていないよう振る舞ってはいますが、僕だけは、カレンさんの本心をしっかりと拾っていたのです。

「あっ……もう、こんなところにいましたのね。会場に入るなりレディを置いていくなんて、いくら『仮』とはいえ勘弁し……って、どうしましたの？　綺き麗れいなお顔がそれじゃ台無しですわよ」

　で、僕のほうはというとマルベリに見透かされるほどわかりやすく不機嫌だったみたいです。

　カレンさんのこととなると、どうしても人ごととは思えなくなります。

「あら？　もしかして、あそこにいらっしゃるのはカレン隊長ではありませんこと？」

「マルベリ、知っているの？」

「ええ、名前ぐらいは。でも、想像以上にお綺麗な方ですわね」

「そう思う？　奇遇だね、僕もそう思うよ」

　そうです。マルベリの言う通り、カレンさんはとても綺麗です。仕事中でも、そうでなくても。

　パートナーがいないという、ただそれだけの理由で蔑さげすまれるような人ではないのです。

「私、カレン隊長とお話ししたいですわ。ねえ、ハル、私を紹介してくれませんこと？」

「え？」

　顔を見るなり、マルベリは僕の方へウインクを返してきました。

　一人でぽつんと佇たたずむカレンさんを見て、彼女も彼女で気を遣ってくれたのでしょう。

「……わかった。それじゃあ、今から隊長に聞いてみるよ」

「ええ、頼みましたわよ」

　とん、とマルベリに背中を押されつつ、僕は急いでカレンさんのもとへと走っていきました。

「隊長～！」

「んぶっ……は、ハルっ!?」

　僕の登場に、カレンさんは予想通りのリアクションを返してくれました。食べることに集中していたところへの僕の出現で、口の中の物を噴き出してしまいます。

「ああ、隊長ってばお行儀が悪いですよ。さ、口をこちらに」

「や、やめろっ……このぐらい自分で出来るからっ……！」

　僕がハンカチで口を拭ぬぐおうとするのを嫌がるカレンさん。ですが、肉塊によって両手が塞ふさがっている状態ではなすすべもなく、結局は僕にされるがままです。かわいい。

「これでよし、と。隊長、ダメですよ？　騎士隊長ともあろう方が、結婚式でぽつんと一人、料理をむさぼり喰うなんて」

「普段はこんな悠長にメシを喰っている暇などないからな……栄養補給の一環だ。というか、ハル、お前がなぜ結婚式にいる？　仕事はどうした、仕事は？」

「出席してくれと同期の子に頼まれまして。えっと──」

　後ろから追いかけてきていたマルベリが、すかさず会話に割って入ってきました。

「お初にお目にかかります。私、王都近この衛え騎士団第一分隊所属のマルベリと申しますわ。お会いできて光栄ですわ、カレン隊長」

「第一分隊……『ホワイトクロス』か。そちらの隊長は元気か？」

「ええ、もちろん。ぜひ一度、様子を見にいらっしゃってください。歓迎いたしますわ」

　どんよりとした空気に、にわかに会話の花が咲きます。

　二人並ぶと、なんというか、華やかさがぐっと際立つ感じがします。マルベリもマルベリで、カレンさんとはまたタイプが違う華やかさがあるので、そう思わせるのかも。

　僕らが来るまでは漏れ聞こえていた陰口も、いつの間にか止んでいました。

「おや、一人寂しい親友の面倒を見てやろうと思ったけど……杞き憂ゆうだったみたいね」

　と、ここで、人混みのなかをすり抜けてマドレーヌさんがこちらへと手を振りつつ近づいてきました。

　旦だん那なさんと同伴できているようで、こちらはちゃんとしたドレスで装っています。

「人聞きの悪いことを……こちらはマルベリ。別分隊の所属だ。そしてこっちのクソ生意気な小僧が、私の部下のハル」

「初めまして、隊長の部下で、ハルといいます。以後お見知りおきを」

「あ、君が噂の……私はマドレーヌ。カレンの同期で、今は魔法関係の研究をしているわ」

　握手をすべく僕が手を差し出すと、マドレーヌさんがそっとその手を摑つかみ、懐に引き寄せてきました。

（親友のこと、よろしくね。ちょっと扱いにくいけど、根はとってもいい子だから。まあ、色々と気配りのきく君のことだから、大丈夫だろうとは思うけどね）

　多分、彼女には僕がカレンさんの周囲でこそこそしていたのはお見通しなのでしょう。

　親友のことをよろしく、ですね。それについては全く問題ありません。

　絶対に、カレンさんを悲しませるようなことはしません。むしろ幸せにしてあげたいぐらいなのですから。




　そうしてしばらく四人で歓談していると、花嫁のそばにだんだんと人だかりができ始めました。

　見てみると、どうやらブーケトスの時間のようです。

　詳しいことは知りませんが、王都で最近流行はやっている縁起担ぎらしく、花嫁が投げたブーケをもらった人が次に幸せになるとかなんとか。

　そのせいか、特にまだ未婚の女性方の目つきがぎらついている気がします。

「ほら、カレン。ぼさっとしてないで行ってきなさいよ」

「は、はぁっ!?　な、なんで私が……あんなのくだらないまじないに……」

「なにほざいてんの。このままじゃ状況なんて変わらないんだから、何でもいいから行動を起こしたほうがマシでしょう？」

「カレン隊長、せっかくですし行きませんか？　私も、実は、ちょっと興味がありますし」

「……まあ、マルベリがそう言うなら」

　マルベリのアシストにより、カレンさんが渋々といった顔で、でも瞳ひとみはきらきらと輝かせて、集団の輪の中に加わっていきました。

「はあ……まったく、世話の焼ける親友なんだから。ねえ、ハル君もそう思わない？」

「そうですね……でも、そういうところもかわいいと思うんですよ、僕は」

「……物好きだねえ」

　残った二人でそんな言葉を交わして、そして同時に風の魔法を飛ばしました。

　標的は、今しがた花嫁が投げたばかりのブーケ。

　僕とマドレーヌさんがこっそりと発生させた風に乗り、花束はどんどん集団の後ろへと流れていき。

　そして、カレンさんの両手によって受け止められたのでした。

「えっ、えっ……？」

「おめでとうございます、カレン隊長。幸運な風でしたわね！」

「う、うん……ありがとう」

　微妙な風の操作は難しかったですが、マドレーヌさんの協力もあって、即興でしたがなんとかカレンさんのもとまで運ぶことができました。

「隊長、おめでとうございます！　この勢いに乗って、幸せになって周りを見返してやりましょうね！」

「ハルか、ああ、ありが──」

　マルベリや他の出席者の方と同じく、僕もカレンさんのもとへ祝福に駆け寄ったのですが、

「は、は、はははは……」

　僕の顔を見て一瞬固まったあと、カレンさんの頰が、みるみるうちに赤くなっていくのでした。

「？　隊長？」

「お前、このおまじないのこと知って……」

「おまじない？　えっと、ブーケを受け取ったひとが次に幸せになるとかっていう……違うんですか？」

「え？　いや、それで別に間違いはないんだが……いや、じゃなくて」

　しどろもどろになったカレンさんは、耳まで真っ赤にして俯うつむいてしまいました。

　あと、何気に隣のマルベリも『信じられない』といった顔で僕を見ていました。

　僕、なにかまずいことでもしてしまったのでしょうか。

「あれ？　ハル君知らないの？　王都だけで広まっている、もう一つの意味──むぐぐっ!?」

　と、僕の後ろでやけにニヤニヤとしているマドレーヌさんの口を、カレンさんが疾風のごとき体さばきでふさぎにかかりました。

「はあ？　マドレーヌ、お前は何を言っているんだ？　『幸せになる』以外の意味なんて、あるわけないじゃないか！」

「むぅ、むぅ～！」

「マルベリも！　そうだよな？」

「ふえっ!?　そ、そうですわね。そういえばそんな気がしなくも……」

「は、はあ……」

　この後、なぜカレンさんがあそこまで慌てふためいたのかは分からずじまい。

　後日、誰に聞いても『さあ～？』ととぼけられるばかりで教えてもらえなかったですし……もう一つの意味って、結局なんだったのでしょう。







[image: 部下に主導権を握られる女騎士が可愛い]







　そんなこんなで、カレンさんとねんごろな関係になれないかとアタックを続けている僕ですが、もちろんそれだけを頑張っているわけではありません。

　ちゃんと、騎士としての仕事も新人ながらやらせていただいています。

　僕の所属する『ブラックホーク』の主な戦場は、前線がほとんどです。東奔西走、西に強力な魔獣が出ると聞けば、精鋭部隊を組んで退治に出向いてやり、また東で他国との小競り合いがあれば、余計な戦闘にならぬよう部隊全員で出向いて抑止力になる。

　便利屋のような位置づけです。とりあえず何かあったらアイツら行かせておけ、的な。

　今回は、カレンさんと二人で、領内の北に位置する農村に出向くことになりました。

　任務の内容は、近くの洞どう窟くつに突如発生し、家畜や作物などに被害を与えているという魔獣の退治です。

「これで一通り片付いた、かなっと」

　最後の魔獣を撃退し、僕はひとまずほっと一息。汗一つかかずの楽勝でした。新人教育の一環としての側面もあるため、命を危険に晒さらすことがないような配慮もされています。

　ついてきたカレンさんが、まさにそれです。

「隊長、終わりました」

「ああ」

　洞窟の入り口で控えていたカレンさんに声をかけると、頷うなずいた彼女は手元の懐中時計に目を落とし、なにやらメモをしていました。

　多分、カレンさんのさらに上に報告するための書類。

「……ふん、まあいいだろう。合格だ。新人だと、たまに止とどめを刺すのを忘れて、油断したところをやられることもあるが」

　慎重にやらせてもらったので、それはないでしょう。

　もしそんなことになって命を落としたり、落とさないまでも日常生活を送るのにも不自由になれば、こんなにも嘆かわしいことはありません。

　そうなったら、もうカレンさんのことを隣で見られなくなってしまう……なので、それだけは絶対に避けなければなりません。

　というわけで、こんなことでヘマをする僕ではないのです。絶対です。

　ですが、カレンさんのほうは、僕の仕事ぶりに納得していないようでした。

「仕事としてはいい。だが、もっとスピードを上げろ。遅すぎる。他の隊員なら、お前の半分の時間でこれをやる。私は、さらにその半分だ。できなければ、貴様はクビだ」

「！　……すいません」

　極めて冷たい口調で発された『クビ』という言葉に、僕の高揚していた気持ちは一気に現実に引き戻されます。

　ブラックホークに居られなくなる。

　そうなったら、僕は生きる糧を失います。カレンさんと仕事ができなくなったら、多分、仕事を辞めてしまうでしょう。やさぐれニートになります。

　ニートになるのはいいですが、カレンさんと会えなくなるのだけは嫌です。

「クビになるのが嫌なら、次はもっと必死にやれ。いつまでも『新人』として扱えるほど、ウチに人的余裕は全くないのだから」

　先の結婚式のようなプライベートの時と違い、仕事モードのカレンさんは本当に厳しい人です。優しい言葉は一切ありません。

　妥協なしに成果を求めて、それが常に出せなければあっさり切り捨てます。

　ブラックホークの隊員が、主に働き盛りの三十代、四十代の歴戦の騎士なのはそれが理由です。若い隊員は、ほとんどがカレンさんのお眼鏡にかなわずクビになるか、自ら辞めていきます。

　あんまり厳しいものだから、周囲からはひっそりと『鬼の騎士隊長』と呼ばれ恐れられています。

「わかりました隊長……以後、肝に銘じます」

「ああ。しかし……」

　言って、カレンさんが、僕の頭を優しくぽんと叩たたきました。

「今日は私の手助けなしでよく頑張った。それだけは褒めておいてやる」

「あ……」

　思い切り叱られて凹へこんでいるところで、ほんの少しだけのぞかせるカレンさんの優しさ。

　ふと、胸にこみあげるものがありました。

　厳しくすべきところは厳しく、良かったところはきちんと褒める。

　その使い分けが上手うまいからこそ、彼女は隊長でいられるし、部下から畏い怖ふされつつも尊敬されているのでしょう。

　僕も、その中の一人。

「本当なら今から王都に帰ってもう一仕事、というところだが今日はもう遅い。仕方ないから、今日はここで一泊する。ついてこい」

「あ、はい」

　剣を背負って歩くカレンさんを見つめながら、

「はぁ……やっぱり仕事中のできるカレンさんもいいなあ……」

　僕は、軽く恍こう惚こつに浸っていました。

「でも、さっきの飴あめはなくてもよかったかなぁ……もっと罵ののしってくれても、全然構わなかったのになぁ……えへへ」

　あ、もちろん自分が変態だというのは自覚しています。

　でも、これはカレンさん限定。普通のオッサン上司とかだったら、ちょっとばかり痛い目にあってもらいます。




　さて、仕事が終わって農村に戻ってきたわけですが、この場所、実はちょっとした観光地としても有名だったりします。

　その理由は、農村の各地から湧き出している温泉でした。

「ふわあ……生き返るなぁ……」

　宿屋の方に勧められ、僕は、屋外にある露天風呂に肩までとっぷりとつかりました。ちょっと熱めですが、気持ちいいです。

　溜たまった疲れが洗い流されていくようです。

　薄暗闇の空から白い雪がしんしんと降り積もっています。宿が小高いところにあるので、そこから見下ろす景色は幻想的です。

　現在の時間、温泉には僕一人しかいません。ちょっと悪い気もしますが、気兼ねなく堪能することにしました。

　贅ぜい沢たくかもですが、仕事で疲れた心身を元に戻すのも騎士としての仕事です。ブラックホークは基本的に毎日仕事（休みなし）なので、こういう機会を逃してはいけません。

「……とはいっても、長湯がすぎても『いつまで湯ゆ浴あみする気なんだこの怠けもの』なんて怒られるだろうし……まあ、じゅうぶん温まったしいいか」

　今度まとまった休みが取れたら（取れるとはいってない）来ようと思いつつ、温泉から出ようと立ち上がった時、

「──ん？」

「あれ？」

　もうもうと立ち込める湯煙の中から、予想外の光景が目に飛び込んできたのでした。

「隊長？」

「ん、んなっ……!?」

　そこにいたのは、雪に負けないほどの白い素肌を晒さらして僕の前に立つカレンさん。持っていた手ぬぐいと濃い湯煙で肝心なところは見えませんでしたが。ちくしょう。

「あらあら。隊長も、これから入浴ですか？」

　少し驚きましたが、しかし、動揺はしません。

　僕との鉢合わせで頰を染めているかわいいカレンさんと、それからカレンさんの美しいおカラダを拝むチャンスです。瞬まばたき一つ許されない状況なのです。

　ナイスラッキースケベ。

「そ、それは確かにそうだが……それよりも、な、なんでお前がここに……」

「え？　それは、ここの宿には温泉が一つしかないからですけど」

「そっ、そんなことは知っている！　知っているが、私が言いたいのは、そういうことじゃなくて……」

　そうです。おそらくカレンさんが聞きたいのは『なぜ女性の利用する時間帯に僕がいるのか』ということでしょう。

　まさか男性の利用時間に入ってくるなんてドジを、カレンさんが踏むはずもないですし。

　ですが、今回ばかりは僕にも言い分があります。宿のお婆さんから聞いたのは、この時間帯こそ『男性の入る時間帯』です。

　ここには温泉が一つしかなく、時間帯によって『男性だけ』『女性だけ』『混浴』という三つに分けているとのことなので、一応気を遣って、『男性』を選んだのですが。

「ということは、あの店主の婆さんか……！　くそっ、私たちのことをやたらとジロジロ見ていたと思ったら……」

　やはり犯人は店主さんでした。

　多分、お婆さんは僕に『男性』、カレンさんには『女性』と噓をついて、僕達をこの場で一緒にさせようと画策したのでしょう。

　僕とカレンさんはあくまで上司部下の関係ですが、若い男女には違いありませんから、それなりに耄もう碌ろくしていれば変に勘繰ることもあるでしょう。

　余計なお節介ですが、僕的にはまったく問題ありません。

　お婆さん、いい仕事してます。

「っ……！」

「あれ？　隊長、どこに行くんですか？」

「そんなの、ここから出るに決まってるだろう！　お……男と、ふ、ふふふ風呂に、しかも二人きりで入るなど、そ、そんな破廉恥なマネっ……！」

　任務の時とは打って変わり、明らかな動揺を見せているカレンさんが踵きびすを返して僕から逃げていきますが、

「あっ、隊長そんなに走ったら──」

「！　ひゃんっ──!?」

　足元がおろそかになったその直後、濡ぬれて滑りやすくなった石床に足をとられたカレンさんは、どしん、と盛大な音を立てて転んでしまいました。

「隊長、大丈夫ですか!?」

「ハル、ちょっ……わ、私は大丈夫だから……」

「ダメです。見せてください。怪我がないかどうかちゃんと確認しますから」

　すぐさま駆け寄り、僕はカレンさんの足首にやさしく触れました。絹のようにすべすべしていますが、今はそんな感想を抱いている暇はありません。

「捻ねん挫ざは……大丈夫。隊長、ちょっと動かしますね」

「えっ、や、その、ダメ、んっ……！」

　足首を少し強めに握った瞬間、カレンさんから少し上ずった声が。

「痛いですか？　なら、今すぐ回復魔法を……」

「いや、そうじゃない。怪我については一切問題ないんだ。ただ、その……」

　カレンさんの視線が、そのまま僕の下半身にいきました。一応、腰に布は巻いてますので、本体は隠せています。

「お互い裸なのに……こんな、恥ずかしい……」

「……」

「！　こ、こらっ、こっちをまじまじと見るなっ……！」

　カレンさんが、真っ赤な顔を両手で覆い隠しました。

　ああ、もう。どんだけ純情なんですか、この人は。

　そう思った僕ですが、そんなカレンさんがかわいくて仕方ないわけです。

　こんな姿を見られるのは、多分、騎士団中を探しても僕ぐらいでしょう。

「はい、じゃあ治療しますね。隊長、足を。ほら、引っ込めてないで、早く出してください」

「ううっ、ご、強引なヤツめっ……！」

　ということで、お風呂でのちょっとしたハプニングは、ひとまずこんな感じで終わりました。ちょっと捻ひねっただけで、痛みはあっという間に引いてくれたようです。

　怪我がないのはよかったのですが──この事件を演出した宿屋のお婆さんのお節介、果たしてこれで終わってくれるでしょうか。




　怪我の治療という名目でカレンさんの白い柔やわ肌はだをばっちりと堪能した僕は、幸せ気分で宿泊部屋へ戻りました。

　足首は大したことがなかったので『じゃあ一緒に入浴しましょう？』と提案したのですが……残念、それは断固拒否されてしまいました。

　しかし、もうすでに僕の脳内には、ばっちりとカレンさんの一糸まとわぬ姿が刻まれていました。

　もし、いきなりハンマーやらで側頭部を思い切りブッ叩かれたとしても、絶対に忘れない自信あり。

　とはいえ、今日はもうこれ以上何をする気も起きません。簡単な任務でしたが、一人ですべてをこなすのは初めてでしたので、さすがに体の方は疲弊しているようでした。

「……今日はもう寝よっと」

　部屋に入ると、お風呂に入っていた間にお婆さんがやってくれたのか、すでに寝床が作られていました。

　真っ白なシーツと、その上に敷かれたふかふかの毛布。

　この農村ではベッドより、このように床に直接敷くことが普通なんだそう。おそらくあの中に入ってしまったらあっという間に寝入ってしまうでしょう。

　ということで、何も言わずにそこへダイブしました。

　眠気はすぐに襲ってきました。

「ふにゃ……今日はなんだかいい夢見れそう……」

　暖かい感触に包まれながら、徐々に意識が薄れていきます。寝床は、とてもいい心地です。

「こんな時、隣でカレンさんが添い寝してくれたら……」

　どんなにいいだろう、と、僕は先ほどのお風呂でのことを思い出しました。

　初めて、まともに触れたカレンさんの肌。

　凄すさまじい剣技を繰り出すその体からは想像もできないほど女性的で、綺き麗れいですべすべでした。

　もっと、もっとカレンさんの近くにいたい。

　せめて夢の中だけでもいいから、もっとイチャイチャしたい。

　と、そんなことをボヤボヤと考えていると。

「ふわあ……あれ？」

　ふと、眠気で朦もう朧ろうとした僕の目の前に、カレンさんの顔が現れたのでした。

「あ、カレンさんだ。へへ、夢の中にも出てきてくれるなんて、うれしいなあ」

　眼前に差し出された白い頰を、僕はぺたぺたと触ります。普段はこんなこと絶対に許されないのですが、これは夢。僕が作り出した幻。

　であれば、触ってもなんともないはずです。そんなわけで、カレンさんの張りのある肌を、僕はこれでもかというぐらいに弄もてあそびました。

　手形をつけるように触ったり、時には、指でつんつんやってみたり。

　こんな時、カレンさんはいったい僕にどんな反応を示すでしょうか。普段なら『気安く触れるな馬鹿者！』と怒られるでしょうが、今、目の前にいるカレンさんは夢であり、僕の理想のカレンさんです。

　なので『こぉらっ☆　私はお前のお母さんやお姉さんじゃないんだぞっ、めっ！』とかいうリアクションを、たまには見せてほしいです。そういうのもすき。

「ひゃっ……!?　ハルっ、お前なにをねぼけて……！」

　ですが、夢の中のカレンさん（幻）は、僕の予想とは少し違うリアクションを返してきてくれました。焦った様子で顔を真っ赤にしているのは同じですが、とくに優しく『めっ！』してくれるわけではなく、『来るなぁっ』とばかりに突っぱねてくるのです。

「そんなぁ、カレンさんひどいです。僕はもっとカレンさんと男女として仲良くなりたいんですよぉ……？」

「だっ!?　だ、男女として、な、ななな仲良くだとおっ……!?」

「ぐえっ!?」

　一際大きな声を上げたカレンさん（夢）が僕の鳩尾みぞおちに思い切り蹴りを入れました。（夢）なのにやけに痛いことをしてくれます。

　そう思っていたのですが。

「あれ……？」

　ここで、僕は正気を取り戻しました。

　目を覚ました先にいたのは、自らの全身を防御するように毛布にくるまるカレンさんでした。

　ちょっと頰をつねります。痛い。

　ということは、目の前のカレンさんは現実のカレンさんです。

「隊長……どうして」

「どっ、どうしてお前が私の部屋にいるんだ、ハルっ！」

「えっ？」

　それはもちろん、ここが僕の部屋だからですが。

「……あ」

　と、ここで僕はあることに気付きました。

　これ、前にもありました。直前のお風呂で。

「……あ」

　カレンさんも気付いたようです。

「あのババ……店主またしてもっ！　し　ご　と　だって言ってんのに、私たちをいったいなんだと……！」

　何度も言いますが、若い男女ですから。それは、まあ。

　またしてもなんたるお節介ババア。しかし、やはり僕的にはいい仕事。

「うーん。でも、もう深夜ですし、部屋を別にするのは無理ですよ。店主さんもさすがに寝てるだろうし」

「むっ……それは、そうだが」

「そうです。なので、」

　ということで、僕は、一つしかない寝床のほうを指差し、言いました。

「隊長、一緒に寝ましょう？」

「なぁんっ!?」

　僕の一言に、カレンさんはびっくりするほど素早い動きで後方へと飛び上がりました。

「な、なななな……！」

　自らの貞操を守るようにして胸をかき抱くカレンさんは、すでにこれ以上ないというぐらい動揺し、瞳ひとみをぐるぐると回して混乱していました。かわいい。

「隊長、もしかしてダメ……ですか？」

「あ、ああああ当たり前だ馬鹿っ！　けっ、けっ、結婚前の男女が同じ部屋で一夜を過ごすだけでも問題なのに、一緒の布団で抱きしめ……なんてっ！」

　別に一緒の寝床だからって、抱きしめ合う必要はないと思うんですが。

　しかし、これ以上指摘してしまうとカレンさんが恥ずかしさで悶死してしまうかもしれないため、ひとまずその点はスルーで。

「では、二人のうちの一人はそのままそこらへんに寝転がりますか？　それなら話は別ですけど」

「そ、それは……」

　下調べ済みですが、この農村は深夜から早朝にかけて特に冷え込みます。

　そんなときに、毛布もかぶらず寝る。そうなれば、明日の体調に差し障り、結果として次の任務に支障が出てしまうかもしれません。

　なので、僕を寝床からたたき出すという考えはカレンさんにはないはず。

「良い仕事は健康な体から……隊長がいつも僕達隊員におっしゃっていることです。なのに隊長自らがそれを破るというのは、如何いかがなものでしょう？」

「うっ……」

　僕は適当に正論らしいことを言って、二人並んで寝ることを促します。やましいことは無……いや、正直に言えば半分くらいはありますが、残り半分はカレンさんの体調を慮おもんぱかってのことです。

「さ、隊長。こちらへ。風邪、引きますよ？」

「うぐぅっ……！」

　真ん中に陣取って小さく手招きする僕を、カレンさんは二度、三度とチラ見し、

「くっ……し、しょうがないな。こんな時間に苦情を言いにいくのもなんだし、今日だけはそういうことに……する」

　俯うつむき加減でそう呟つぶやいて、僕の待ち受ける寝床へいそいそと体を移動させてきました。

　口車にのって、あっという間に僕との添い寝に賛成してしまうカレンさん（二十九歳）……かわいいしちょろい。

　その後、カレンさんと仲良く肩を並べて横になった僕はぐっすりと眠りにつくことができました。もちろん腕に抱き着くことは許されませんでしたが、それでも幸せな夜を過ごせたので満足です。




　ちなみに翌朝のカレンさんは、下した瞼まぶたに墨でも塗っているかというほどのくまをつくっていました。







「ハル、準備はできたか？　そろそろ全体会議の時間だ。行くぞ」

「はい、隊長」

　とある月初めの早朝、僕は、カレンさんに連れられ、城の中にある大会議室へと足を運んでいました。

　本日は四半期に一度開かれる騎士全体の会議の日。王族をその頂点とする近この衛え騎士団のほか、各地域に散らばっているそれ以外の騎士達も含めて一堂に会する日となります。

　そのため、いつもより、城の中は多くの人々でごった返していました。

『おい、あの二人──』

『ああ、黒地に灰色の鷹たかの刺し繡しゆう──』

『アイツらがブラックホーク、戦闘狂の化け物集団か──』

　近衛騎士団の正装（といっても第四分隊はただの外がい套とうだけですが）を身に纏まとった僕らが集団の横を通り過ぎると、見知らぬ騎士達からそんな声がちらほらと聞こえてきました。

「──隊長、僕達、いつの間にやらすごい数の尾ひれをくっつけられているみたいですね」

　ブラックホーク所属の面々は凄すご腕うで揃いですが、別に自らヒャッハーしながら戦場に飛び込んでいるわけではありません。

　誰しもが日に三度くる飯の時間を何よりも大切にしていますし、いつ訪れるかわからない休日を指折り数えて心待ちにしています。

　働き方は化け物のそれかもしれませんが、僕らも一人の人間なわけで、そこらへんを勘違いしないでいただきたいところ。

「それだけ我々が国に貢献しているということだ。尾ひれについてはいくらくっつこうが困ることはないし、勝手に言わせておけ」

　その頭であるカレンさんも、そんな評価など気にする素振りも見せず、クールな顔で堂々と廊下の中央を歩いていきます。

　隊長ということで、僕ら下っ端以上に根も葉もないことを言われるカレンさんですが、それに動じることなく騎士隊長らしい威厳を振りまいています。素敵。

　さて、ほどなくして大会議室の扉を開けると、そこには多くの騎士達が詰めかけていました。

　僕らのような近衛騎士から、辺境の警備を担当する騎士や、城下町の衛兵にいたるまで。

　それぞれの地区の代表者たちが、会議の開始を待っていたのでした。

「ふう……」

　と、ここで隣のカレンさんからそんな溜ため息いきが聞こえてきました。

　見ると、他の騎士たちがめいめい談笑しているのを、うんざりした顔で眺めています。

「隊長、浮かない顔ですね」

「ん、ああ、いや……私はこういう集まりが苦手でな」

　無意識的な反応を僕に見られてしまったのが気まずかったのか、カレンさんは少しバツの悪そうな笑みをこぼし、続けます。

「なれ合いは好かん。まあ、騎士になると同期や友人と会う機会は極端に減るから、たまに話したい気持ちはわからんでもないが……」

「あの……もしかして、隊長はご友人があんまりいないとか？」

「うっ」

　やっぱり図星だったようです。

　というか、これまで僕が調査していた間、カレンさんの仕事以外の知り合いはマドレーヌさんのみの登場だったため、ものすごくわかりやすいのですが。

　しかし、学生時代『高たか嶺ねの花』だったというカレンさんが、実は結構なぼっちだったとは意外でした。

「まあ、僕も僕で苦手ですけどね。首席入学ともなると他からのやっかみも多いですから、気の許せる友達っていうのはほとんど……」

「！　なに、じゃあお前も……！」

　僕は友達が少ない、という話に、カレンさんが『同類見っけ』とばかり食いついてきました。

「ハル、実は私も同じなんだ。唯一ウマがあったのがマドレーヌぐらいで……他の奴らとまともに話したことなどほとんどなかった。ふふ……当時のクソみたいな出来事、思い出すだけでも虫むし唾ずが走る。女だと思って私の体を舐なめまわすように見てきた担任の変態教師に黒魔術ヲタクのビン底メガネ野郎、やれ『あの男と寝た』だの『あの女め狐ぎつね私のカレを寝取りやがって』だのと盛りのついた猿みたいな会話しかしなかったクソビッチ……」

　カレンさんがめっちゃ早口で暗黒の学生時代を語りだしました。

　僕としてはそこまで聞いたつもりはなかったのですが、しかし、カレンさんが、なぜ今まで独身を貫かざるを得なかったのかの片へん鱗りんは見えたような気がします。

「なあハル、お前ならこの気持ちわかるだろう？　自分の無能を棚に上げて努力せず、嫉妬するばかりの奴らを愚かだと思うことが」

「え？　ええ、まあ、そうですね──」

　カレンさんの勢いに圧倒され、ひとまず相あい槌づちぐらいはうっておこうと頷うなずいた瞬間、僕の背後がにわかに騒がしくなりました。

「あ、見つけましたわよ、ハル！」

　声の主の正体──それは、いつかの結婚式で会った以来の騎士少女でした。サイドで結った緩いカールの金髪が、ぴょこぴょこと揺れています。

　そういえば、この子、『ホワイトクロス』所属だったような。おそらく僕と同様、隊長の付き添いで来たのでしょう。えっと、名前は……。

　あ、結婚式の日に僕の部屋のドアにぶつかって尻しり餅もちをついていた子。

「……ああ、白パンツの」

「マルベリですわ！　……って、いったいどこで覚えておりますのっ!?」

　羞しゆう恥ちに顔を火照らせた少女が、スカートを両手で押さえて名乗ってくれました。

　ああ、マルベリでしたね。失礼しました。ふむ、なんでこの子の名前だけ記憶に残りにくいんでしょう。不思議。

「まったくもう。あの時以来、いつ職場へ来てくれるのかと、最高級の茶葉を用意してお待ちしておりましたのに……ねえ、カレン隊長？」

　マルベリが、カレンさんのほうへ声をかけました。

　それだと、なんだかカレンさんは行ったかのような口ぶりですが。

「なんだ？」

「カレン隊長、あの後、マルベリのところ──『ホワイトクロス』へ行ったんですか？」

「ん？　ああ、まあな」

　あっさり頷くカレンさんでした。

「時間がなかったので挨あい拶さつ程度だが……彼女も騎士として頑張っているから、そのアドバイスにな」

「え～……」

　アドバイスだなんて、僕にはしてくれないのに。たとえあっても『剣の稽けい古こ』という名目の滅多打ち折せつ檻かんなのに。なんとかベリさんだけずるい。

「隊長、マルベリにアドバイスだなんて、僕というものがありながら一体どういう了見で──」

　と、ここで再び、僕の背中に声がかかりました。今度はふわふわと柔らかい感触が一緒です。

「いよッス、ハル～！　今日も相変わらず気だるげにしてんじゃん。もっと元気出せよ。私のおっぱい好きにしていいからさ～」

「その声と感触……メイビィ、相変わらず君は元気だね」

「うん！　元気とおっぱいだけが私の取り柄みたいなものだしね！」

　ショートの赤毛と大きな胸を揺らしながら僕に飛びかかってきたのは、メイビィという少女です。マルベリ同様、騎士学校時代の同期で、卒業後は辺境の騎士団に配属されていたはず。

「んで、マルベリさんもおっす！」

「え、あ、は、ははははい、ぉッス……ですわ」

　それまで威勢のよかったはずのマルベリが、メイビィの登場で急にしぼんでいきます。彼女のフレンドリーさは、友達のいない人にとっては好き嫌いあるでしょう。

「いやね、ハルが第四分隊に行ったって聞いてから、いつ過労で鬱うつを発症するか調べてたのにさ。意外に丈夫じゃん？」

「まあね。まだしばらくは大丈夫だと思うよ？」

　少なくとも、カレンさんがいる間は、ですが。

「とにかく元気そうで何より。んじゃ、私、そろそろ行くね。あと、騎士団やめる時はいつでも言いなね。ハル一人ぐらいなら養えるから……さっ！」

「っと……もうメイビィったら」

　別れ際に僕の頰にキスをしたメイビィは、手を振って人混みのなかへと消えていきました。

　彼女にとっては単なる挨拶なので僕は慣れていますが、脇の二人はものすごく驚きよう愕がくしたのでした。

「な、なななななんですの、あの方！　カレン隊長も見ましたわよね!?」

「う、うん。見た」

「いきなり殿方に胸を押しつけたかと思えば、最後にはキ……あんな、あんなのクソビッチの化身ではありませんのっ！」

　マルベリの言葉にカレンさんも首を縦に振って同調していました。

「クソビッチて……彼女はそんなんじゃありませんよ。それは少し前までで、今は違います」

　コミュ力が彼女の長所ですが、それが原因でトラブルに発展したこともありました。

　その時、偶然彼女を助けて問題を解決したのが僕でした。トラブルはそれきり止みましたが、かわりに、僕への過剰なアプローチが始まったわけです。

　交際を申し込まれたことも何度かあり、断っていますが、なかなかあきらめてくれないのでした。

　そして、嵐はこれだけで収まりません。

「ハル様っ！」

「「なっ……！」」

　メイビィと入れ替わるようにして、僕達の前にあらわれた小柄な桃色髪の少女。

　その姿を認めた瞬間、カレンさんとマルベリがさらに啞あ然ぜんとした表情を浮かべました。

「ひっ、ひひひひ」

「姫様っ……!?」

　そうです。二人の言う通り、僕を見つけるなり尻尾しつぽを振るようにして近づいてきたのは、この国の王様の、たった一人の娘であるエルルカ様でした。

　凹凸の少ない体形に勘違いする人も多いですが、僕やマルベリと同い年で、今は騎士団全体を管理する部署にいます。

「あら、カレンもそこにいたのね。こんにちはカレン、久しぶりですね」

「は、はいっ！　姫様も、お元気そうで何よりでございます！」

　カレンさんはすぐさま直立不動となり敬礼の姿勢をとりました。指揮系統の頂点にいる方のため、緊張するのも無理はないでしょう。

（お、おいハル！　なんで姫様とそんなに親しげなんだ!?　新人のお前にそんな繫つながりがあるとは……）

（確かにそうなのですが……実はお忍びで学校に通われてたんですよ、姫様って）

　姫様は、人より病弱な体質なのと身分のことを配慮し、クラスではなく、個別で教育がなされていました。

　で、僕はその学校側からの依頼で、同年代の学友という立場からスキルや魔法などの練習に付き合っていました。
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「騎士としてハル様に会うのはこれが初めてですね。私も鎧よろいを装備していますが……なんだか着慣れなくて」

　特殊な鋼材と魔法効果、装飾が施された専用の鎧は、ドレスと言った方が近いほど華やかです。

「そんなことはないですよ。とてもお似合いですし、かわいいです」

「まあっ……！」

　僕の言葉に、姫様の顔がみるみるうちに赤くなっていきます。

「ハル様にほめられたかわいいってほめられたそれはつまりつまりかわいいってことで……」

「えっと、姫様？」

「!?　ご、ごめんなさいハル様。いきなりのことで驚いてしまいまして……あの私、これからやらなければならないことを思い出しましたので、一ひと先まず失礼しますね！」

「あっ、ちょっと待ってください」

　言って、僕はその場から足早に去ろうとする姫様を呼び止めました。

「はい、あの……どうかされましたか？」

「姫様、最近ちょっとお疲れ気味ですよね？　歩き方が、ちょっと変な気がして」

「あ、はい。肩とか腰の動きが鈍いような感じはしていましたけど──」

「やっぱり……じゃあ、ちょっと失礼しますね」

「え、あの、ハル様なにを……んゃっ」

　僕が姫様の肩や腰に手を当てた瞬間、わずかに喘あえぎました。

　予想していたとおり、かなり凝り固まってしまっていたようです。

「おいいいいっ!?　ハルお前っ、姫様になんて失礼を……」

「隊長、お静かに。今、姫様の魔力だまりをほぐしますから」

「！　魔力だまり……まさか姫様は生まれつき魔力回路が……」

「ええ。ほとんどの方は知りませんけど」

　魔力回路というのは、血管と同じく全身を駆け巡っている魔力の通り道のことを言います。この道が太いと魔法使いとしての適性があるとされているのですが、姫様は、ところどころ、その回路に極端に細いところがあるのです。

　血と同じで、管が細ければそれだけ詰まってしまい、体に変調をきたすわけです。僕がするのは、それを解消するためのちょっと特殊なマッサージでした。

　そんなわけで、早速僕は魔力を込めた手で、姫様の体をもみほぐしにかかります。

「だ、だめですハル様……その、皆みんなが見ている前で」

「ダメです。ちょっと前にしたばっかりなのに、もうこんなに硬く……せっかくですから、今、処置します」

「あっ、やっ……！」

　声を押し殺しつつも、姫様は抵抗することなく僕に体を預けてくれました。

　魔力だまりは外見ではほぼわからないので、細かい集中力が必要になってきます。

「肩、背中、脇腹、あとは股関節……」

「っ……っ……！」

　慎重に探りながら、ちょっとずつたまっているものをほぐしていきます。お付きの人もやってくれているようですが、本職ではないので仕事が甘いです。

「……はい、終わりましたよ姫様。これで体も軽くなったはずですよ」

「あ、ありがとうございます、ハル様っ……」

　姫様は依然肩で息をしていました。ただ、これはいつものことなので、しばらくすれば今まで以上に元気になることでしょう。

「はっ、はっ……強引なハル様、やっぱり素敵……」

「ん？　どうかしましたか？」

「いえなんでもっ……そ、それでは失礼いたしますね。カレンも、また次の会議で」

　僕とカレンさんに告げて、姫様は顔を上気させたままその場を後にしました。この処置の後は、すぐにどこかへ消えてしまうのが姫様の常です。

　気分がすぐれないのなら言ってくれればいいのですが、これだけは頑かたくなでした。

「ふう……ちょっと疲れましたね……こんな会議さっさと終わって仕事に……って、隊長？」

　ようやく場が落ち着いたところでカレンさんのほうを向くと、カレンさんが僕にゴミを見るような軽けい蔑べつの視線を浴びせかけているのに気づきました。

「お前それのどこがぼっちなんだよ……」ぼそり。

「え？」

「ふんっ、なんでもないっ！」

「？？」

　会議についてはつつがなく進行しましたが、カレンさんはなぜ不機嫌になったのでしょう。謎です。







「……隊長」

　任務終わりのド深夜。ほかの騎士は全員出払って、二人きり。

　僕は、カレンさんのいる隊長部屋に入りました。

　目的は、もちろんただ一つ。いつものアレをやるためです。

「なんだハル。何か用か？」

「はい、その……僕、」

　できるだけ体をもじもじとさせながら、カレンさんの顔を上目遣いで見つめます。

　少し呼吸のテンポを早くし、傍はたから見て興奮を抑えきれないように演技をするのです。

　──隊長、いえ、カレンさん！　その……僕、もう我慢できなくてっ……！

　言いながら徐々に近づいていき、そして、

　──隊長！　ボク、隊長とヤりたいんです！（剣の稽けい古こを）

　と、いつもの台詞せりふを言うつもりだったのですが。

「ハル、すまない、頼みごとならまた今度にしてくれ」

「へ？」

　カレンさんの塩対応に、僕のほうが逆に呆あつ気けにとられてしまいました。

　いつもは僕の渾こん身しんの演技にあたふたしてくれるカレンさんなのに、今日に限って冷たいです。

「どうした、そんな呆ほうけた顔して」

「あ、いえ……こんな深夜に用事だなんて、隊長にしては珍しいなと」

　職場と家の往復しかしてないカレンさんに、仕事以外の用事があることなど滅めつ多たにないはず。

　月に一度あるかないかの休日は、基本的に自宅にこもってお酒を飲むかごろ寝しかしていないのに、こんな深夜から用事とは。

　ちなみにこの情報は信頼できる筋からの提供なので、間違いありません。

「しっ、失礼な。一応、私にだって都合ぐらいはある。今日は先に帰るから、戸締まり頼んだぞ」

「はい……」

　カレンさんは僕に鍵かぎ束たばを投げ渡すと、ぱぱっと身支度を終えて、あっという間に仕事場から出て行ってしまいました。

「う～ん……こんな時間から、用事、ねぇ」

　話の内容からして、おそらく仕事関係でないのは確かです。では、それ以外で用事とは何でしょう？

　気になります。僕との甘いひと時を差し置いてまで、カレンさんは何をするつもりなのか。

「気になるけど、カレンさんにだって誰かに秘密にしておきたいことの一つや二つあるだろうし……残念だけど、今日はもう……」

　そうやって自分に言い聞かせつつも、足はしっかりと、自分の住む騎士隊舎とは逆方向のカレンさんの自宅へ、せかせか進んでいくのでした。




　カレンさんの家は、仕事場である城の側の住宅街にあります。国の偉い人や、お金持ちの人も住んでいる閑静な住宅区。

　その中にある塔のような形をした建物……この中の一室に、カレンさんはお住まいです。

「さて、と……」

　カレンさんに気付かれないよう隠おん密みつスキルで後をつけた僕は、無事、監視ポイントであるゴミ捨て場の物陰にて息を潜めました。

「う～ん……特にカレンさんへの訪問客はいない、か……」

　カレンさんの様子から男の影を一瞬想像した僕ですが、それはどうやら杞き憂ゆうのまま終わりそうです。それは一安心。

　では一体、彼女は何をそんなに慌てていたのでしょうか。

　一番の部下である僕とのスキンシップを放り出すほどの理由。

「ゥゥウゥゥウゥ……」

「クゥ～ン……」

　と、僕が思索の海に飛び込んでいる最中に、ふと、そんな二つの鳴き声が。

「？　犬……何故か尻尾が二本あるけど……」

　見ると、捨てられたゴミ袋の中に顔をまるまる突っ込んで、尻尾しつぽだけフリフリしている一匹の子犬がいました。

　しかも世にも珍しい、二尾です。初めて見たかもしれません。

　初めは野良犬かな、と思いましたが、よく見てみれば綺き麗れいな毛並みをしています。首に赤い首輪もありますし、おそらくはきちんと飼われているワンちゃんなのでしょう。

　ゴミ漁あさりをするところを見ると、しつけ自体はきちんと行き届いてはいないみたいですが。

「お～い、犬っころ」

「「！」」

　僕がそう呼びかけると、ゴミ漁りに夢中だった犬の体がこちらを向きました。

　怯おびえた表情と、こちらを威嚇するような表情。

　そんな異なる二つの顔が僕へと向いたのでした。

「え？　顔が、二つ……？」

　二尾と思われていた犬の正体は、なんと双頭でもあったのです。一つの体に、二つの頭。鳴き声も反応も異なります。

「……合成獣の一種かな？　いや、でもうちの国がこんな研究をしているなんて聞いたことない……」

「お～いケルベロス～、どこだ～？」

　予想外の生物の登場に、僕が本来の目的を忘れそうになっていると、彼らの名を呼ぶ声が聞こえてきました。おそらくは飼い主です。

　しかも、この声。

「……隊長？」

「え、ハル!?」

　そこには鎧よろいを脱いで寝間着姿となったカレンさんがいました。

　急いで部屋から飛び出してきたのか、髪はぼさぼさ状態のままです。しかもなぜか両手にビーフジャーキーを持っていますし。どこの腕白さんですか。

「ワンッ！」

「キャウッ！」

　飼い主の姿を見つけたケルベロスは、二本の尻尾を振ってカレンさんのもとに駆け寄ります。

　ほぼ３／４日ぶりの再会が、よほどうれしかったのでしょう。

「こら、くすぐったいじゃないか。大人しく待っていなさいと言ったのに抜け出して……心配したぞ」

　二つの顔からぺろぺろと頰を舐なめられ、安あん堵どとうれしさの混じった表情を浮かべるカレンさん。

　犬へ注がれる慈愛に満ちた瞳ひとみは、なんだか母性にあふれているように見えました。

「あの、隊長……ところで」

「うぐっ」

　僕が問いかけると、カレンさんが珍しく縮こまりました。

「それ、多分うちの国では研究を禁止している合成獣ですよね？　なんでそんなものを隊長が飼っているんですか？」

「うっ、そ、それはだな……実は最近、仕事で遠征したとき、偶然怪我をしているこの子を見つけて……」

「かわいそうだと思って連れてきたんですか？　皆みんなには内緒で？」

　カレンさんの任務報告書には全て目を通し、内容は一字一句違たがわず頭に入っていますが、そんな記載は僕の記憶にはありません。

　つまり、黙って連れてきたわけです。

「勝手に拾って飼ったのは悪いと思っている。思ってはいるが……かわいそうじゃないか……こんなつぶらな瞳をしているのに」

「「キュウ～ン……」」

　これ見よがしに潤んだ瞳でこちらに懇願するような視線を向けてくるカレンさんと、それからケルベロス。

　別にいじめているわけではないのに、なんだかすごい罪悪感があります。

「まあ、飼うこと自体は違法ではないですし……迷惑がなければ大丈夫だと思いますけど」

「じゃあ、この子を飼うことに異議はないんだな？」

「ええ。でも、ちゃんとマドレーヌさんには言っておいたほうがいいですね。あの人なら、色々と詳しいでしょうし」

「そ、そうだな……多分小言じゃ済まないだろうが……この子のためにも、あいつの力は必要だしな」

　合成獣は魔法的なもので構成されていることも多いので、研究職のマドレーヌさんに指示を仰いだほうがいいでしょう。

　あと、あの人には隠し事ができないような気もしますし。

「でも、まさか隊長がペットを飼い始めるなんて思いもよりませんでしたよ。用事がある、なんて言うもんだから、てっきり他の男とデートの約束でもしてるんじゃないかと」

「そんなわけあるかっ！　大体店すら全く開いていない深夜に何をデートするつもりだ！」

「言われてみれば……」

　そんなことができる人だったら、とっくの昔に結婚していますか。

　それができないから犬まで飼い始めたわけで。

「ところでハル、お前こそなぜここに？　ケルベロスのことを初めから知っていたわけでもあるまいし……」

「うぐっ」

　今度は僕が追及される番でした。そういえばこれは尾行なので、見つかったらそもそもダメなやつでした。

「いやあ、本当なんでこんなところにいるんですかね？　寮も逆方向だというのにあはははは……失礼しましたっ！」

「あ、待てっ！　もしかしなくても、私を尾行したなっ」

「「ガウ～ッ!!」」

　こうして、僕とカレンさんの夜更けはいつものように終わりを告げたのでした。

　偶然から始まった、僕とカレンさんの間の、秘密の共有。

　ちょっとずつ、カレンさんとの距離が縮まっているような気がしていました。
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　僕たちの住む王都の朝の空気は、とても冷たいです。

　もともと大陸でも北に位置している関係で夏は涼しいのですが、冬が近づくにつれ寒さは厳しさを増し、日によっては井戸水が凍りついて使えなくなることもあります。

　ということで、騎士としてこの国に仕える身としては、体調管理は必須なのですが……。

「う～……おはようございます～……」

　朝日がまだ顔を出すか出さないかの早朝。

　僕は、いつものように、城の地下にあるブラックホークの詰め所へと入りました。

　実はこの時間、深夜に任務を終え朝帰りの人と早朝からの出動に備える人とで、一番にぎわう時間だったりします。

　他では考えられませんが、日中は留守番担当以外誰もいないこともざらです。

　通り過ぎる先輩達に挨あい拶さつをしてから、僕はカレンさんのいる隊長室に入りました。

　僕の現在の仕事は事務方がメインです。出動命令の出された任務のとりまとめ、任務毎ごとに派遣する人員の選定の補佐、任務の際に必要な備品の発注業務、帳簿管理……地味にやることが多いです。

　ここに日々の鍛錬や、自身に課せられた任務が加わってきますから、必然、休む暇がなくなるわけです。つらみ。

「おはようございます、隊長」

「……」

　席に座っているカレンさんへ挨拶する僕でしたが、カレンさんはぼーっとした様子で書類に目を落としており、僕に気付く素振りがありません。

「隊長？」

「……」

「えっと、隊長？　ハルです。ただいま出勤いたしました」

「！　ん、あ、ああ。おはようハル」

「？」

　いつものカレンさんなら朝からしゃっきりとした顔で『遅いぞ愚ぐ図ずっ！』と、大変ありがたい言葉で罵ののしってくれるのですが、今日はなんだか反応が薄いです。

　書類の山に目を通していますが、それに集中しているというわけでもなく、ただぼうっとしている感じです。

「隊長、今日はなんだかお元気がないように見えますけど……大丈夫ですか？」

「ん？　ああ、心配するな。朝から少し体がだるいぐらいだから……くちゅんっ」

「あれ、風邪ですか？」

「そ、そんなわけ……ただ鼻がむずがゆいだけで……へくちっ」

　いつもの気高いカレンさんとは違って、女の子らしさ全開のくしゃみ。大変かわいいのですが、病気ということならいただけません。

「やっぱり風邪じゃないですか。今日は僕がかわりにやっておきますので、隊長は休んでください」

「何を言っている。大体、みんなが頑張っているときに私だけ休めるか。それに、慣れてきたとはいえ、まだまだ新人のお前に私の仕事ができるなんて自うぬ惚ぼれるのもいい加減にしろ」

　僕の言葉に首を振り、カレンさんは自らの愛剣をもって任務へ出発しようとしますが、

「そう、いいかげん、に……」

「っ……！」

　二、三歩ほど歩いたところで、そのまま力なくうつ伏せに倒れました。

「隊長！」

　すぐさま駆け寄った僕は、手早くカレンさんの鎧を外して、抱きかかえました。

「すごい熱……！」

　カレンさんの体温が腕に触れた瞬間、すぐさま高熱であることがわかりました。ずっと我慢していて、こじらせてしまったのかも。

　触れた感じ、体温は四十度を軽く超えているはず。この状態で普通に出勤できているのが不思議なレベルです。

　いくらカレンさんが頑丈といえど、これはいただけません。

「隊長、ちょっと失礼しますよ」

　苦しそうに呻うめくカレンさんの顔を見た瞬間、僕はカレンさんに魔法をかけました。

「！　お前、睡眠魔法……」

「無礼をお許しください。でも、こうでもしないと隊長は言うことを聞いてくれませんし」

　抵抗しようと体を捩よじるカレンさんですが、いくら隊長格といえど病人です。

　そんな状態の人が、僕の魔法に抵抗できるはずもなく。

「ハル……この、ば、か──」

　カレンさんを半強制的に眠らせた僕は、体を預けるようにして倒れたカレンさんをしっかりと受け止め、抱きかかえました。

　お姫様だっこ状態。朝の出勤ラッシュの中を出歩くのは非常に目立ちますが、場合が場合なので仕方ありません。

　カレンさんにはしばらく『新人にお姫様だっこされた騎士隊長』として辱めを受けてもらいましょう。

「さて、と……今日は忙しくなるな──」

　僕の睡眠魔法はかなり効果が強く、耐性の訓練を受けているカレンさんでさえ、自然回復までにはおそらく一日はかかります。

　カレンさんの体調を心配したとはいえ、僕の独断でそうしたので、その穴埋めはしなければなりません。

「少し大変だけど……ちょっとだけやる気を出すか」

　そう呟つぶやいて、僕はカレンさんを自宅のベッドまで急ぎ連れて行ったのでした。




　その日の夜。

　仕事を終えた僕は、朝と同じようにカレンさんの部屋にお邪魔しました。

　鍵かぎについては勝手ながら、カレンさんの荷物から拝借しています。

「「クゥ～ン……」」

　僕の姿を認めたケルベロスが、不安そうに尻尾しつぽを垂らしてこちらへと近づいてきます。

　普段は部屋の中を荒らしまわっているみたいですが、今日は大人しく待っていてくれたようです。

「よしよし。大丈夫だよ。マドレーヌさんからもらった薬も効いているみたいだし。明日になれば、また元気になるよ」

　あの後、すぐさまマドレーヌさんに事情を説明し、そのつてで医者に治療をお願いしました。

　診察の結果は風邪でしたが、下手すれば肺炎になる一歩手前の状態だったようです。

　付き添っていたマドレーヌさんも『このこじらせ女め』と呆あきれていましたが、僕としては、大事にならなかっただけよかったです。

「ふう……まずは掃除だな」

　お腹を空すかせていたケルベロスに餌をやった後、僕はカレンさんの部屋を見回しました。

　視界に広がったのは、散らかったゴミの山、山、山──。

　キッチンに放置された食器類、空の缶詰、そして酒の空き瓶。

　仕事が忙しく、ゴミ出しをする暇すらなかったのでしょう。部屋の中を、どんよりとした空気と饐すえた匂いが充満していました。

　ということで、まずはこれを何とかする作業です。こんな中では、治るものも治りませんからね。

「しっかし、本当、独身男性みたいな部屋だな……」

　ブラックホークの激務を考えると、普段の生活がなおざりになるのは仕方ありませんが、これはいくらなんでも残念過ぎます。

　そんなわけで、明らかにゴミとわかるものを先に袋に放り込んでいきます。床に無造作にばら撒まかれている書類等については、ひとまとめにしていったん机の上へ。

「えっと、これは……」

　その中で、ふと、部屋の隅っこに積まれていた数冊の本に目が留まりました。

「これは、恋愛小説？　かな」

　ジャンルは王道の恋愛もの。ぱらぱらとめくってみた感じ、一国の王子と村娘の悲恋の物語ですかね。

　内容的には、年頃の女の子が好きそうなジャンルだと思います。

　というか、よくよく見てみれば、兵法書などの仕事関係で使うような書物と紛れて、同様のものが本棚にも多くあるようです。

　あと、収納からわずかにはみ出している『とあるもの』も。

「ぬいぐるみ！　なんだ、カレンさんも意外に女の子らしい趣味があるんじゃないか」

　犬や猫などから始まり、かわいらしくデザインされたスライムなどの魔獣形のものまで。

　数多くのぬいぐるみたちが、カレンさんのクローゼットの隙間を賑にぎわしていました。

　少し縫製が甘いものもあるので、もしかしたら自作なのかも。意外な趣味ですが、全体的な部屋とのアンバランスさがすごい。

「う、ううん……」

　と、ここで、タイミングがいいのか悪いのか、カレンさんの意識が戻りました。

　お宝探しはこれからだっていうのに……まあ、それは今度の機会といたしましょう。

　多分、これからいつでもお邪魔できるようになってくれるはずですから。

「隊長、ご気分はいかがですか？」

「？　ハル……？　おまえ……いや、それよりここは」

「ここは隊長の自宅ですよ。勝手にお邪魔して申し訳ありませんが、状況が状況でしたので」

「私の……」

「「ガウッ！」」

「わっ、ちょ、ケルベロス……そんなになめてくるな、苦しいだろ……」

　主人が目を覚ました瞬間あらん限りの力で尻尾を振って飛びかかったケルベロスを、困惑しつつも受け入れるカレンさん。

　顔の血色も戻ってきていますし、どうやらもう心配ないみたいです。

「ハル、そう言えば、仕事は……？　今日の仕事はどうしたんだ？」

「ご心配なく。事情を隊の皆さんにお話しして、少しずつ分担していただきました。特に問題なく完了しましたよ」

　ウソです。カレンさんの仕事は全て僕がやりました。

　一応、マドレーヌさんにもお願いして例外的にサポートしてもらったものもありますが、それ以外は、ほぼすべて一人です。

　僕がちょっとやる気を出せばこんなもん……ではなく、正直大分きつかったですが、そこはカレンさんのためです。

「そうか、みんなが……。それに、私の部屋もすっきり片付いているし……その、お前がやってくれたのか？」

「はい。随分とため込んでいましたね。忙しくて暇がないのはわかりますけど、少しは片付けたほうがいいですよ？」

「ふん、新人のくせに一丁前に私にお説教とは生意気な……って」

　と、ここで、カレンさんの顔が何かに気付いたように真顔になりました。

「隊長？　どうしました？」

「部屋きれい……整理整せい頓とん……ということは……」

　視線を色々なところに彷徨さまよわせた後、瞳ひとみを僕のほうへ向けたカレンさんが、一言、

「ハル、その……見た、か？」

　と、頰を赤らめさせて訊きいてきたのです。

「え？」

　見たのか、というのはおそらくクローゼットの中身、つまりはファンシーなぬいぐるみのことを言っているのでしょう。

　というか、それぐらいしか目につくものはありませんでしたし。

「はい……まあ、多少ですけど」
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　僕の返答に、カレンさんは手で頰を覆い隠して足をじたばたとさせています。

　睡眠魔法から覚醒したと言っても、まだ効力自体は残っているのか、体は満足には動かせないようでした。

　部下に隠し通していた趣味を思わぬ形で知られてしまい、恥辱に身もだえるカレンさん……はい、かわいい。

「あ、でも、別に恥ずかしいことじゃ全然ないと思いますよ？　女性ですから、このぐらいのことあって当然、というかむしろ安心したというか」

「ちっ、違っ……あれは私じゃなくてアイツ……マドレーヌに『アンタも大人の女なんだから』って唆されたから持っていただけで、私は決してそんなつもりじゃ……」

「大人の女？　あのぬいぐるみって、そんなに高価なものだったんですか？　手作りかな、って思ったんですけど」

「ぬい、ぐるみ……？」

　そこで、わたわたと弁解をしていたカレンさんの動きが固まりました。

　僕の言葉に理解が追いついていないところを見ると、どうやら別の何かと勘違いしているみたいです。

「あ──」

　そこで、またしても察しのいい僕は感づいてしまいました。

　マドレーヌさんがけしかけた、大人の女、いつでもＯＫなようにクローゼットにしまっている。

　悪魔的な閃ひらめきに、僕の意地悪な部分が耳元で囁ささやきました。

　ここでとぼけたふりをするのはもったいなさすぎる、と。

「あの、隊長……僕は収納の中のぬいぐるみのことを言っているんですけど……もしかして、別のモノのこと考えていませんか？」

「ッ……!?」

　やんわりとした追及に、カレンさんはギクリ、と全身を硬直させました。

　あんまり恥ずかしかったのか、高熱があった時よりも真っ赤です。

　どうやら図星だったようです。

「ねえ、隊長？　隊長はいったい、ナニを僕に見られてしまったと思ったんですか？　よければ、隊長の口からお聞かせ願いたいなあ？」

「え、あ、いや、それは、その……」

「あ、そういえばぬいぐるみの他にあった気がするなあ。やけに派手なデザインの黒い布切──」

「うわああっ!?　い、言うな、それ以上言うなああっ!?」

　おっと、これは勘でしたが、種類も当たりでしたか。なんとまあ答え合わせのしやすい反応でしょう。

「きっ……斬るっ、今すぐお前を斬ってやるっ！　なあに、頭を真っ二つにかち割れば、いくら頭のいいお前でもっ……」

「ちょっ……それ記憶どころか命の灯ともしびまで真っ二つにされちゃいますって!?」

「問答無用おっ！」

　それまで重病人だったとは思えぬほどの身のこなしで襲ってきたカレンさんと僕の鬼ごっこは明け方まで続いたのでした。

　ちなみにカレンさんの勝負下着は黒レースの他、もう一着、純白の紐ひもパンもあるとのことです（マドレーヌさん調べ）。

　それを最初に見るのは、是非とも自分自身であってほしいと願う僕だったのでした。







「ふう……」

　週末の夜のこと、仕事を終えて隊長室に帰ってきた僕は、いつになくそわそわとしていました。

　明日は、久々の休みです。前の休みは三週間ほど前だったでしょうか……働きすぎて、記憶がもう定かではありません。

　本来であれば、即自宅に戻り、たらふくご飯を食べた後にさっさと寝床で爆睡[image: →]次の日の夕方に起きて『今日一日寝てただけやんけ！』と鬱うつになるのが社畜黄金パターン。

「……業務日報も問題なし、と」

　果たして毎日書く必要があるのかわからない日報をカレンさんにチェックしてもらってから、ようやく退社の許可を得ることができました。

　カレンさんが任務から帰ってきてからの確認となるため、やはり時間は深夜……といっても人がいることも多いので、実のところは滅めつ多たにない二人きりの相変わらずのシチュエーションなのですが、

「ご苦労だったな、ハル。その……今日はもう上がっていいぞ」

「はい隊長。お疲れさまでした」

「え？」

　今日の僕は一味違っていたのです。

「ん、あ、ああ……気を付けて帰れよ」

　鎧よろいを脱ぎ、ぺこりと頭をさげてさっさと帰り支度を始めた僕を、カレンさんが意外そうな顔で見ていました。

　というのも、もはや様式美だと言わんばかりの状況になった時、僕は必ずカレンさんにアタックを繰り返していました。

　手を替え品を替え──セクハラっぽいものから明らかにセクハラなものまで、部下に対していつも気高いカレンさんが、僕だけにふと見せるかわいい隙を拝みたくて。

　一か月の間にそうは訪れない二人きりのチャンスを、僕はあろうことかフイにしようとしているのでした。

　その理由は、この後訪れる場所ですぐにわかっていただけると思います。




「……」

　戸惑いの表情を浮かべたままのカレンさんを置いて、僕は無言のまま、早足で『とある場所』を目指していました。

　週末の深夜、明日が休みだと浮かれる仕事終わりの人々の波を避けながら、飲み屋街を煌こう々こうと照らす魔石燈の光をちょっと避けて、そのまま細い路地裏へ。

　細く入り組んだ道を漂うほのかな甘い香りを追いかけるようにして進むと、目的地が見えてきました。

「……」

　無言のまま、店の中へ。看板は出ていませんが、場所はここです。

　そこは表向きにはただの書店でした。棚には普通に学問書や魔法書、または小説などが収まっており、中には貴重なものが売られていたりもします。

　何も知らなかった学生時代は、変わった本が入荷していないか、たまに顔を出したりしていました。

　もちろん、今日の目的は別。

「……」

　適当に学問書や魔法書を手に取って首をかしげつつ、徐々に黒いカーテンで仕切られている奥の部屋へ。

　すでに店内には数人のお客さんがいましたが、大抵同じような行動をとっています。

『おや？　こんなところにも本棚がどれどれちょっと探索してみるか』風の空気を醸しだしていますが、僕も含めて全員目指すものは同じです。

　挨あい拶さつも会釈もしませんが、顔は知っています。皆みんな、常連さんです。

　カーテンをくぐると、書物の匂いよりも先に、むせかえるような汗のにおいが僕の鼻を刺激しました。

　狭い店内の、さらに奥に数人のお客（もちろん全員男）、しかも換気用の窓なんてないので、蒸し風呂まではいきませんが暑いです。

　そこまでして男たち（僕も含めた）を寄せ付けるもの。

「おお、これは……」

　表紙などなく、雑にまとめられた本に載っていたのは、数々の裸の女性が書かれている春画。

　まあ、つまりはエロ本です。性欲を処理するための手助けとなってくれるお供的存在。

　意中の人をほったらかしにして『なんだそんなことか』と思われるかもしれませんが、若者の迸ほとばしる性欲を舐なめてはいけません。

　連勤中は明日も仕事だからと我慢できていましたが、明日が休みとなると、その前提が消えるのでもう我慢できなくなってしまいます。

　ちなみに王都には娼しよう館かんもありますが、お金がかかりすぎるので×。そもそもカレンさんのカラダ以外に興味もありませんし。

　僕の場合、一度見たものは大抵きっちり覚えて忘れないので、本については、下手すれば無料で情報を仕入れることができます。まあ、一冊ぐらいはちゃんと買いますが。

　いずれにしても『なんという才能の無駄遣い』です。

　と、そんな感じで品定めを開始すると、早々にある一冊に目が留まりました。

「ふむふむ……あ、これはいつもお世話になっている人の新作……しかもこれ、」

　カレンさんになんとなく似ている、気がしました。もちろんただの偶然なのでしょうが、元々の絵柄が好みなのもあって、目が離せません。

　カレンさん（※違います）が、あんなことやこんなことに……あらやだ、なんてけしからんのかしら。

　控えめに言って神。

「もしや、これは永久保存版なのでは……」

　と他のお客さんそっちのけで血眼になって眺めていると、

「ふうん、なるほど──それがお前の趣味ということか」

「えっ？」

　そんな場違いな女性の声に振り向くと、そこには、腕を組んで仁王立ちをしているカレンさんが。

「様子がいつもと違うからとついてきてみれば……」

「あの、隊長？　えっと、その、これはですね……」

　誰が見てもまったく言い逃れできない状況に、僕は、これまでで一、二を争うほどに動揺していました。

　エッチな本を読み漁あさる、それ自体は悪ではないので開き直ってもいいのかもしれませんが、だからといってカレンさんに目撃されるのはいただけません。

　尾行はされていないと思ったのに……このハル、一生ものの不覚。

「いや、私は別に『見るな』とは言っていない。ただ、ちょっと呆あきれているだけでな」

「うっ、すいません……」

　自然と正座の体勢になって、僕はカレンさんに軽いお説教を受けていました。それを眺めている人々から『いいかも……』なんて声がちらほらあがりますが、当事者からしてみれば情けないことこの上ありません。

　なんという羞しゆう恥ちプレイ。これはまだ僕にはちょっとレベルが高すぎます。

「ハル、ちょっとこっちに来い」

「えっ、あの」

　と、急に何か思い立ったように僕の腕を摑つかんだカレンさんが、人目を避けるようにして、僕を店外の、さらに人ひと気けのない路地裏へと引っ張っていくのです。

　今からヤキ入れられてしまうのかと一瞬身構えた僕ですが、カレンさんの横顔を見ると、特に表情が修羅ってる感じはありません。

　怒られないのであれば、では、一体何をされるのでしょう。

「うん……この辺ならいいか」

　ずっと挙動不審気味にあたりを見回していたカレンさんが、ようやく立ち止まりました。

　建物と建物の隙間の、わずかな月明かりすら届かない暗がりの空間で、カレンさんが僕のほうへ向きなおりました。

「隊長、なにを……」

「おい、ハル」

　そう言って、カレンさんがずずい、と、僕の間合いへと急接近してきました。

「……私が、その……して、やろうか？」

「　　　　　」

　急にぶっこまれたカレンさんの発言に、僕の思考がフリーズしました。

　あれ？　カレンさん、今なんて言いました？

「あの、隊長……今のもう一回」

「お前はああいうのが好きなんだろう？　私……みたいな、女騎士の。だから……」

　カレンさんの視線が僕の下半身に向いた瞬間、遅ればせながらようやく理解しました。

「えっ、ええええっ──むぐっ」

「馬鹿っ、声が大きい」

　無理です。こんな状況になれば誰だって声を上げるに決まっています。

　ずっと片思いをしている女性から、いきなり『してあげる』だなんて。

「ほら、どうするんだ？　この場でするのか、しないのか」

「それはもちろん……で、でもっ、こういうのは心の準備が……」

　いつもとは一転してカレンさんに攻められ、途端に童貞っぽい行動をとる情けない僕です。って実際そうなのですが。

「煮えきらない奴だな。もういい、それなら勝手に始めさせてもらうぞ」

「ん、んんっ……」

　なんでしょう、今日はやけにカレンさんが積極的に迫ってきます。僕が職場から出るまでいつものカレンさんだったのに。

　もしかしたら、カレンさんも同じく欲求不満で我慢できず、手近でもっとも親しく（※個人の感想です）、しかもまだ若い僕を……。

「──なんてな」

「えっ……あいたっ!?」

　と、カレンさんに童貞をささげるべく乙女のように瞼まぶたを閉じていた僕の額を、痛みがはしりました。

　思わず目を開けると、僕にデコピンをくらわせ、笑いをこらえているカレンさんの姿が。

「ふふっ……ハル、お前いったい何を期待していたんだ？」

「あっ、まさか……！」

　一杯食わされた、と気づいたのはその時でした。

「『こういうのは心の準備が……』？　いつもは積極的に迫るくせして、いざそうなったらお前だって同じじゃないか」

「むぐぐぅ……」

　カレンさんにからかわれ、僕は大いに頰を膨らませました。

　大事な初めてが野外……意外といい思い出になるかも、とちょっと期待していた僕の気持ちを返してほしいです。

「だが、これで私の気持ちを理解しただろう？　これに懲りて、少しは舐めた真似を控えることを期待する。じゃあ、よい休日を」

　僕に仕返しできたことに満足したのか、それだけ言って城のほうにつながる路地を早足で去っていきました。

「悔しい……まさか、カレンさんにやり返されるなんて。でも、」

　カレンさんも、あんなふうに笑ったりするんだな。

　僕を楽しそうにからかうカレンさんの笑顔を思い浮かべて、僕はますます思いを募らせていくのでした。

　あ、でも、やられて悔しい気持ちはあるわけで、仕返しのほうはしっかりと果たしてあげようと思います。
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　そして、その機会が訪れたのは、わりとすぐのこと。

「ん……」

　自室の部屋に一つだけの窓から差し込む朝の光で、僕はゆっくりと体を起こしました。

「ふわあ～、なんだか久しぶりによく寝た気がするなぁ……いつもはもう職場だから」

　僕が起きた時間は、いつもの起床時間から二時間以上も後のこと。

　本来なら大遅刻で大目玉ですが、今日ばかりは不問とされる日です。

　実は昨日の夜、カレンさんから『明日は本当の定時に来るように』とのお達しがあったのです。なんでも、隊の全てを統括する本隊から内部監査が入るとかで、任務などの出張以外で、あまり時間外に職場にいるのはまずいとか。

　そんなわけで、こんなゆっくりとした朝を過ごすのは久しぶりなのでした。ちょっと幸せ。

「さて、と。それじゃあそろそろ朝ご飯でも食べて──」

　というところで、玄関のドアがドンドンと激しくノックされる音が部屋に響きました。

　声の主はもちろん僕の愛いとしの方。

「ハル、起きているな？　私だ」

「隊長？」

　まだ出勤まで時間がありますが、ともかくカレンさんから訪問いただいたので、急いで出迎えます。

「おはようございます。あの、出勤時間は……」

「ああ、そのことか。あの話はウソで、今日は所持品検査だ」

「え？　そんなの初耳……」

「ちょっと失礼するぞ」

　カレンさんは問答無用でするりと僕の横をすり抜けていきました。

　手に持っている麻袋の中はすでにいっぱい。もうかなり没収をしてきたのでしょう。

　基本、隊舎には生活必需品以外の持ち込みは禁じられています。煙草、お酒、あとは、男性なら誰もが持っているだろうエッチな書物などなど。

　一応は毎回、隊舎の出入り口で荷物チェックはするのです。ですが、皆さん、あの手この手を駆使して、結局は嗜し好こう品ひん類を持ち込んでしまうのです。

　中にはチェック担当の人の弱みを握ったりして好き放題やっている人なんかも。

　多分、そういうこともあって、隊長直々に調査する、なんてことになったのでしょう。

「ふ～ん、意外に片付いているじゃないか。見た感じ、本棚も魔法書とか、語学辞典とか……」

　内心ひやひやの僕を尻しり目めに、カレンさんはまるでガサ入れするかのごとく、部屋の隅々まで入念にチェックしていました。

『二重底なし……』だの『屋根裏、異常なし』だのの呟きを聞くに、ほかの皆みんなとかなりの激闘を繰り広げたみたいです。

「……う～ん、特にめぼしいモノはない、かな」

　一通り調べ終えたカレンさんが、苦い顔をしつつ名簿にある僕の名前の欄に〇を書きこみます。

　どうやら検査を無事切り抜けることが出来たようです。

　僕は酒も煙草もやりませんし、エッチな書物の持ち込み『は』していないので、当然の結果なんですが。

「当たり前ですよ。隊長の教えを忠実に守る僕が、そんな違反をするなんてあるわけないじゃないですか」

「……ほう？」

　言って、カレンさんの瞳ひとみが細められました。

「だが、そう見えるよう魔法で偽装しているのなら、話は別だが」

「げっ……その手鏡はまさか……！」

　カレンさんの手にあった小さな手鏡。それは、破魔の術式が施されている魔道具でした。

　睡眠や毒、身体能力の弱化などの魔法術式を打ち消すために作られていて、魔法師や癒術師などの魔法職がほぼいないブラックホークでは必須です。

　これは簡易式のもので、使用は一回きり。強力なものには対応できませんが、僕が本棚にあらかじめかけている偽装魔法を解くぐらいなら問題ありません。

「さて、ということでもう一度本棚を調べさせてもらうか。ほら、早くそこをどけ。それとも、洗いざらい白状して、私に没収させる決心でもついたか？」

「ぐぬ……」

　すでにカレンさんは、僕の背後に没収対象が隠匿されていることを確信しています。言い逃れはできません。

「……わかりました、観念いたします。どうぞ、心ゆくまでお調べになってください」

「ふむ、往生際の悪い奴に較べれば殊勝な心掛けだ。違反してなければもっと良かったのだがな」

　呆あきれて溜ため息いきをついたカレンさんが、偽装魔法の解かれた本来の書物の内容について検あらため始めました。

「うう、恥ずかしい……僕の秘密の書物をよりによって隊長に見られるなんて」

　実は僕の部屋には、辞典や魔法書といった類たぐいのものは一切存在していません。内容はすべて完かん璧ぺきに頭に入っているので読んだ側から処分しているのです。

　わざわざ偽装してまで置いていた書物の数々。

　その正体は、カレンさんがこの後教えてくれるはずです。

　初めて卑ひ猥わいな書物を見つけた時の慌てふためく純情な少女のように、真っ赤な顔をして震えながら、ですけどね。

「は、ハル、おおお前、これは……」

「？　どうかしましたか隊長？　手が震えていますけど」

　カレンさんが手に持っているのは、辞書並みに分厚い一冊の小説でした。

　内容を白状しますと、大人向けの小説、官能小説ですね。

　僕はエッチな書物を持ち込んでいませんが（先日の神作は結局買えませんでした）、自分で書いてないとは言っていません。

「そ、それにお前……この話、全部、その……登場人物が」

「え？　お話は全部フィクションのつもりですけど……ヘンな部分なんてありましたっけ？」

　さあ、予想通りカレンさんが僕の罠わなにかかったところで、以下、その反応をお楽しみください。




　　　　★




『あっ、やあ……』

　夜の帳とばりが降りた王宮内を、艶あでやかな女の喘あえぎ声が響き渡る。

　女の白い雪肌は、すでに湯気が上がるほど桃色に上気し、背中に覆いかぶさっている少年が女の秘所を責め立てるたび、その細腰をくねらせていた。

『ふふ、すごいですね隊長。ちょっと指を入れただけなのに、もうこんなに濡ぬれて……』

『い、言うなバカぁッ……』

『あれ？　いつもの威勢はどうしたんですか？　女性ながら百人を超える騎士団を束ねる隊長様が』







「ほ、ほらぁっ！　これどう考えても私じゃないかっ!?　女性ながら、とか騎士隊長、とか」

「違いますよ。これはオマージュというかリスペクトというかしてるだけで、実際の団体とは一切関係ありませんよ。さ、早く続きを読んでください」

　なぜこんな朗読をしているかというと、個人の財産を没収する際は『どういった理由で処分したか』を隊員に口頭で説明し、報告書に明記しなければいけません。

　こういった小説なら『●●頁の〇行目【◇△】という記述が性的行為を想起させて云うん々ぬん～』という感じですね。

　ということで、今、カレンさんにそれを説明してもらっているわけです。

　決して官能小説を読ませてその反応を楽しんでいる、なんてことはありませんのであしからず。えへ。

「う、うぅぅ……」

　反論できなくなったカレンさんは、涙目になりつつも僕の自作小説に目を落とし、ぼそぼそと朗読を再開していきました。




　　　　★




『ひゃうんッ！！？』

　少年の人差し指と中指が、桃色をした湿潤内部に滑り込むと、騎士の女が一際大きな声を上げて体を硬直させた。

　普段の、人を蔑さげすむような低い声とは打って変わった反応。

　断続的に押し寄せる快感の波に屈して全身を小刻みに痙けい攣れんさせる姿に、少年は、意地の悪い笑みを浮かべた。

『ダメじゃないですか隊長、そんな声を上げたら城の皆さんにばれてしまいますよ？　威厳があり皆から尊敬される存在のあなたが、まだ隊に入ったばかりの新人騎士の僕に』

『あっ、やあっ……！』







「で、相手の少年はどう考えてもお前だ！　何を考えて生活しているんだこの変態ッ!?」

「だから、その少年も非実在ですって。僕も小説を書くのはあくまで素人なんですから、どうしても舞台が似通ってしまうんですよ。ほら、あんまり頻繁に読みを中断してると日が暮れちゃいますよ？」

「むぐっ……お前楽しんでいるな……絶対そうだろうっ……！」

　はい。もちろん楽しんでいますが、何か？




　　　　★




　少年の呼吸が激しくなるにつれ、女騎士の尻に向けられる腰の打ち付けも、段々と激しさが増していく。

　普段は穏やかな顔で大人しいはずの新人騎士の瞳の奥に、獣のごとき荒々しい光が湛たたえられていた。

『はぁ、はぁ……どうですか僕のコレ……少なくとも、隊長が夜にこっそり入れている剣の柄つかよりずっといいでしょう？』

『なっ……!?　お前、どうしてそれを……！』

『ふふ、隊長のことはなんでも知っていますよ、なあんでもね。はは、隊長のそんな顔見たら、僕、すごく興奮してきちゃいました』

『あっ、また中で大きくっ……?!　だ、ダメだ。今日はっ……！』

　力なく女が抵抗を見せるが、すでに腰と腰が密着する状況ではどうすることもできず。

『いきますよ、カレンさん。僕の思い、しっかりと隊長のナカで受け取ってくださいね？』

『あ、やめっ……やめてくれハルウウウウッ!?』







「カレンって私の名前出ちゃってるよっ！　相手もやっぱりお前だし！　あと、言っておくが私は剣を使ってオナ……とか、そんな破廉恥なことは断じてやってないっ！」

　あ、いけない。つい筆がのっていきなり登場人物の名前を出したの忘れてました。

　あくまで自分が楽しむ用の自作の小説ですから、ありがちな失敗ですよね。

「ああもうっ！　もういい！　没収だ！　全部没収ッ！」

「え、そんな。それなら、他の自作小説についても、どこのどの部分がダメなのか読み上げてくれないと──ぶげっ!?」

　と、ここでカレンさんからのありがたい拳こぶしが、僕の鳩尾みぞおちを綺き麗れいに捉とらえました。

「うるさいっ！　全部、全部ダメッ！　卑猥すぎるから焼却処分っ！　以上ッ！」

「え、あの隊長待って……」

「待たないバカっ！　このエロガキっ！」

　叫ぶように言って、恥辱と怒りが同居したような表情のカレンさんが僕の本を片っ端から袋に詰め込んで、部屋から一目散に去っていきました。

「……行っちゃった。でも、まあいいか。これはこれで楽しめたし」

　今までの休日のほぼすべてをつぎ込んだ努力の結晶が煤すすとなるのは寂しいですが、しかし、カレンさんのあれだけ慌てふためく姿を見られたのですから、その対価としては十分すぎるでしょう。

　腰もちょっと引けてましたし。

　今度は堂々とカレンさんと僕を主人公にした物語を書こうと、そんな決意を新たにした僕だったのでした。
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「う～ん……」

　一仕事を終えた僕が隊長室に入ると、カレンさんは、苦い顔で手に持った何枚かの資料とにらめっこしていました。

　職場の内部資料ではなく、どこかから送られてきた書類のようです。仕事関係でこのような顔はしないカレンさんですから、珍しい光景です。

「隊長、どうなさったんですか？」

「……」

　また無視するカレンさん。多分それぐらい思い悩んでいるということなんでしょう。

　しかし、これだけ気が付かないとなると、ちょっと意地悪したい気持ちがむくむくと湧き上がってきちゃいます。

　ということで、僕はカレンさんの耳元まで近づきました。

「ふぅっ……」

「うぃぃっ……!?」

　かすかな吐息をカレンさんの耳たぶへ吹きかけると、カレンさんは今までに聞いたことのないような悲鳴を上げて飛び上がりました。

　思い付きの行動でしたが、カレンさん、どうやら耳が感じやすいみたいです。これはいい情報をゲット。

「えへへ。隊長、隙だらけですよ？　ここが戦場なら、今の一瞬で首丸ごと持っていかれてますね？」

「その前にお前を瞬殺してやろうか、この変態っ!?」

　傍に置いていた大剣を手に取って僕に襲い掛かろうと席を立ったカレンさんでしたが、

「ん？」

「あっ……！」

　その拍子に、それまで手に持っていた書類を取り落としてしまいました。

「？　この資料なんだか、いい格好した男性の写真ばかり載ってますね」

「こら、見るな！　それをこっちに寄よ越こせ！」

「え～」

　寄越せといわれて寄越すバカがどこにいましょうか。それは、内容を把握させていただいてからです。

「うん？　年齢と、家族構成？　後は現在の職場、役職……まるでお見合いみたいですね」

「うぐっ……!!」

　あら、図星。わかりやすかったですけど。

「あの」

「教えないぞ」

「まだ何も言っていないじゃありませんか」

「教えてほしそうな顔をしている」

　当たり前です。お見合いということは、つまり僕のカレンさん（※個人の～）が他の男と会うわけです。

　詳しく知りたいに決まっているではないですか。

「なんで教えていただけないんですか？　僕だって、気になります」

「だってお前は……その、ただの部下だし」

　またカレンさんはそんなことを言う。

　カレンさんこそ、本当は聞いてほしそうな顔してこちらを見ているくせに。

「そんな膨れっ面をしても駄目なものは駄目だ」

「隊長のいじわる」

「意地悪じゃない。とにかくお前はさっさと仕事に行け！」

「ぐえっ!?」

　カレンさんに背中を思い切り蹴とばされた僕は、そのままごろごろと転がりながら隊長室から厄介払いされてしまいました。

「痛ったいなも～……隊長ってば、本当に乱暴なんだから」

　蹴られて痛む背中をさすりながらも、僕の頭の中はお見合いのことだけでした。

　仕事？　え、なんすかソレ。

「仕方ない……カレンさんから聞けないのなら、別の人にお願いするしかないか」

　あの反応から見て、おそらく初めてのお見合いでしょう。

　誰にも相談せず一人で思い悩むことは考えられません。

　すぐさま僕の足は、その方が勤めている職場へと向かっていったのでした。







　世間一般における休日の昼間となると、ここ王都もかなりの観光客や商人たちで、活気に満ち溢あふれています。

　そんな場所の中心部にあるホテル、その中の様子がよく見渡せる建物の屋上で、僕は息を押し殺してじっとしていました。

　隠おん密みつ、盗み聞き、その他のスキルは総動員中です。

「遅くなってゴメンね。ちょっと急な仕事が入っちゃって……それで、対象の様子はどう？」

「ド緊張状態のままですよ、マドレーヌさん。このままなら、大方の予想通り残念なことになってしまうのは確定ですね」

　一仕事を終えたマドレーヌさんが、僕の横に腰を下ろしました。

　彼女こそ、今回の情報提供者であり、そして、カレンさん初お見合い観察作戦のパートナーです。

「でも、よかったんですか？　お仕事抜け出してきちゃって」

「ふふふ……カレンのお見合いなんて大ウケ確実の催しをほっぽり出すなんて出来るわけないって」

　くつくつと笑い声を漏らしながら、マドレーヌさんは作業着のポケットから魔道具を取り出しました。

　聞こえてくるざわざわとした音声は、僕らの視線の先にあるホテル内部のもの。

　盗み聞きスキルを参考にし作成したという魔道具でした。名前は『盗聴七号』。

　これで、初お見合いのカレンさんの様子を余すところなく堪能できるでしょう。さすがはカレンさんの親友、そのマッドな才能は称賛に値します。

「……でも、どうしてマドレーヌさんがこそこそするんです？　今回のカレンさんのお見合い相手を斡あつ旋せんした張本人なのに」

　そうです。あの時カレンさんが見ていた書類を送りつけたのは、実は、横で意地の悪い笑みを浮かべているマドレーヌさんでした。

　今回のお見合いの関係者、というか中心人物といっても過言ではありません。

　にも拘かかわらず、なぜ招かれざる客である僕に協力してくれるのでしょう。

「勘違いしないでね。確かにカレンのお見合い相手を見繕ったのは私だけど、それはお願いされたからやっただけよ。私は首謀者じゃないの」

　ということは、今回のお見合い、別の人物が計画したということになります。

「あ、正体を聞きたいって顔してるね？　でも、ダメ。それについては守秘義務あるからね」

「そんなぁ、お願いですから教えてくださいよ！　ねっ、マドレーヌさん？」

「はは、ダメダメ」

　僕が可能な限りの可愛さで甘えるものの、あっさりとあしらわれました。

　カレンさんならすぐにたじろぐのですが……やはりカレンさんとは経験が違います。

「……まあでも、君がこのままいくってのなら必ずぶち当たる相手だよ。とりあえず私から言えることはここまで。ま、今はわが親友の生き様を見届けようじゃない」

　とっさに身を乗り出して見ると、すでにカレンさんと向かいあう形で一人の男が席に腰かけていました。

　身なりから、相当いいとこのボンボンといったところです。

『初めまして、カレンさん。お会いできてとてもうれしいです』

『は、はいっ。ど、ど、ど、どぅも……こちら、こそ』

「アハハッ、最初っから飛ばしまくってるね～、我が親友は。のっけからこれじゃ、この後どんな面白……いや、悲惨なことになるのかわからないわねえ」

　あんまり派手に騒ぐとこの位置からでもカレンさんにバレる可能性があるため、マドレーヌさんは思い切り噴き出すのをこらえています。

　そして、実は僕もマドレーヌさんに近い状態です。

　まず服装。お見合いということで、カレンさんはかなりめかしこんでいました。髪形もどこかの店でセットしてもらったのか、普段の仕事ではただ後ろにまとめているだけの長髪をアップにしただけでなく、きれいな髪飾りやアクセサリーを装着していました。

　それに対して僕の率直な感想としては『やりすぎ』でした。

　誰があんなふうにしたのでしょう。細く引き締まりながらも、鍛え上げられた肉体をもつカレンさんにはあまりふさわしい格好とは言えません。

　宝石も、露出の高いドレスもいらないです。化粧ももっと薄くていい。

　よりシンプルなほうが、カレンさんは輝くのです。

「……面白くなさそうだね？」

「当たり前ですよ」

　意地悪そうな笑みを浮かべて問いかけてきたマドレーヌさんに、僕は不満を隠さず言いました。

　カレンさん検定１級（自称）保持者としては、今から会場に殴りこんで一言物申してやりたい気分です。

「まあ、そう言ってやらないでよハル君。親心ってやつも、理解してあげなきゃね」

「親心、ですか？」

「ほら、会話に集中して。この『盗聴七号』も万能じゃないから、肝心な情報を聞き漏らすかもしれないよ？」

　親心の意味を聞きたかった僕でしたが、マドレーヌさんは、そのことを説明する気はないようです。

　本当になかなか食えないお人です。今回は協力してもらっているので文句は言えませんが。

『プロフィール読ませていただきましたけど、カレンさんはすごいんですね。女性なのに、近この衛え騎士団に所属しているだなんて。私なんか、騎士学校の試験にすらパスしませんでしたから』

『え……いや、そんな大したことは』

『大したことですよ。僕なんてただのしがない商会の、あくまで小間使いみたいな立場ですからね』

「何を謙けん遜そんしてんだクソが……」

「ハル君、意外に口悪いね～」

　事前情報によると、この男性、マドレーヌさんの旦だん那なさんが代表を務めている商会のナンバー２とのこと。

　どこが小間使い。

　金もあり、そして地位もある男の謙遜程嫌いやみなものはありません。ああむかつくっ。

　そんなわけで、激務薄給新人騎士の僕の血管は、千切れんばかりに暴れまわっていました。

『ところで、カレンさんは中でどんな仕事をされているんですか？　見たところ、結構鍛えていらっしゃるみたいですけど』

『え？　え、え～っと、それはその……』

　カレンさんは遠目で監視していてもわかるほどに、わかりやすくもじもじし、

『こ、後方支援でぇす……みたいな』

「ぶふぉぁッ!?」

　カレンさんの言葉に、マドレーヌさんがいよいよ耐え切れずに噴き出してしまいました。はい、もちろん僕もやらかしてしまいましたよ。だって、あまりにも似合わなすぎる答えですから。

「ひひひっ……そんな鍛えられた上腕もった後方支援がどこにいるのよ。支援職についたところで、結局前線でモーニングスターを振り回してるって」

「もう、カレンさんったら……」

　失礼ながら、僕もそう思います。というか、そのイメージしか浮かびません。

　ちなみに、近衛騎士団については、すべての隊員含めて、詳しい情報は一般に公表されていません。

　誰もが恐れるブラックホークの女騎士隊長として有名なのは、あくまで内部での話。

『へ、へえ……そうなんですね』

　相手も、絶対違うだろ、って思ってますよ。

　正直に言っても、いいと思うんですけどねえ。




　その後も、カレンさんは散々のやらかしを見せ、そして聞かせてくれました。

　マナーまでは予習しておく暇がなかったのか、かっちこちに固まって食事どころではなかったですし、肝心の会話も、度々口ごもって中々成立せず。

　カレンさんも、体ではそれを理解しているのか、どんどん意気消沈しながら、その後をやり過ごしていました。

『えっと……今日はこういう機会を設けていただいてありがとうございました。近衛騎士団のお話なんて、あまり聞けませんから』

『い、いえ……こっ、こちらこそ』

　今回のお見合いは、当人どうしの顔合わせのようなものだったらしく、約一時間ほどの食事と会話でお開きとなりました。

　カレンさん（二十九歳・独身）にとっては初めてのお見合いでしたが、その結果はほろ苦いものに終わってしまいました。

　隣のマドレーヌさんも最初のうちは大いに楽しんでいましたが、あまりのひどさに、今はもう同情しているようでした。

「さて、そろそろ行きつけの店の予約でもしておくかな。どうせこの後カレンが泣きついてくるだろうし。それじゃハル君、後のことよろしく」

　満足した様子で体をひと伸びさせたマドレーヌさんは、僕に後のことを任せて職場へと戻っていきました。

「……僕も帰ろうかな。まだ午後の仕事溜たまったままだし……」

　マドレーヌさんからもらった魔道具を懐にしのばせた後、僕もひそかにその場を離脱しようとしたとき、

『……それで、カレンさん。次はいつ会えますか？』

　という男の声が僕の耳に滑り込んできたのでした。

『えっ？　あ、あの……今なんと』

　それまで一切脈のないように見えた男の申し出に、カレンさん自身も大変驚いている様子でした。

「そんな……マジかよ」

　僕の胸も、その言葉で一気にざわめき始めます。

『今日はもともと顔合わせ程度という話でしたし……それに、カレンさんも大分緊張しているように見えましたから……どうでしょう、改めてもう一度』

　僕はすぐさま魔道具を耳に押し当て、カレンさんがどのように答えるのか、祈るように待ちます。

　断れ、断れ、断れっ。

『え、えええええっと……』

　カレンさんの動揺が魔道具越しに伝わってきます。まさかの二度目の申し出。予想外のアプローチ。

『その、私は……や──』




『──泥棒！　捕まえてぇ～！』




　と、カレンさんが答えを言う前に、年配の女性の悲鳴がホテル内に響きました。

　状況を確認すると、上流階級風の格好に扮ふんしていた男が、女性に対し窃盗をはたらいたようです。多分、盗賊の類たぐい。

　空いているほうの手には、鋭利なナイフが握られていました。

　犯行の大胆さから見るにかなり手て馴なれているようです。

　しかし、今回ばかりは運が悪かったとしか言いようがありませんでした。

『待て、そこの男』

　逃げようとする男の前に立ちはだかったのは、もちろんカレンさんでした。

　鎧よろいを着ていないので、はた目からはなんと無む茶ちやなことをする女性に見えることでしょう。

　事実、お見合い相手の男も制止しようとしていますし。

『心配は無用です。このぐらい、おもちゃ一本でも十分ですから』

　言って、カレンさんは卓にあったテーブルナイフを握りました。

『なにィ……!?』

　仕事モードのカレンさんに、盗賊の男は明らかな不快感を示します。

　鍛えられているとはいっても、女性は女性。なので、逆上しても不思議ではありません。

『ふざけんじゃねえぞ、女！　そんなモンでこの俺と渡り合おうってか？　返り討ちにして、その高そうな服を斬り裂いてひん剝むいてやろうかぁっ!?』

『ふん、よく吠ほえる男だ。いいから来い。格の違いというものを教えてやる』

『このクソアマッ……ならお望み通りぶち殺してや──』

　男が、その言葉を言い終わることはありませんでした。

　直後、稲妻のように疾駆したカレンさんが、ナイフの柄で、盗賊の男の額をしたたかに打ち抜いたからです。

『すまんが、今日の私は機嫌が悪い』

　一瞬で昏こん倒とうさせ盗賊の男を無力化した瞬間、周囲から歓声が沸きおこりました。

『すごいな、お嬢さん！』

『本当！　まるで本物の騎士さんみたい！』

　聞こえてくるのは、そんな称賛の言葉ばかりです。あまりこうして語る機会がありませんが、カレンさんは凄すごい騎士なのです。

　盗賊ごときに後れをとることなど、万に一つだってありません。

『カレンさん……』

『さっきの申し出ですが、辞退させてください。誘ってくださって大変うれしいのですが、私は前線を任されるれっきとした騎士です。やはり、このようなこと、私には合わないようですので』

　二度目のデートの約束を断ったカレンさんは、盗賊を小脇に軽々抱えてホテルを出ていきました。

　相手の男も、追いかけることはせずその場に立ちつくしています。

「……今度こそ終わりかな。あの不運な盗賊を衛兵に引き渡す準備もしなきゃだし」

　カレンさんが断ってくれたことに胸を撫なでおろした僕は、早足で、その場から立ち去ったのでした。

　ただ、少しだけ心残りだったことがあるとすれば。

　もし邪魔が入らなかった場合、カレンさんはどういう答えを出すつもりだったのでしょうか。




　時は変わって、一日が終わりを迎えようというところ。

　場所は、この時間でも開いている騎士たち御ご用よう達たしの酒場でした。

　何度もいいますが、深夜です。普通なら、夕方からの客がいなくなり、さてそろそろ店じまい、となるのですが。

　隊における酒の席は、いつも、その深夜に幕が開くのです。

「えー、仕事の都合で少々開催が遅くなってしまい今更感が強いが、今からハルの歓迎会を行う」

　麦酒がなみなみと注がれた大ジョッキを片手にもったカレンさんが、貸し切りとなった酒場全体を見渡しました。

「みんな、今日の飲み代はすべて近この衛え騎士団持ち……この言葉が意味していることはわかるな？」

　先輩方は頷うなずきます。

　今日は財布の中身を気にせず、思う存分やることができる、と。

「よし。みんな、今日は死ぬほど飲め……乾杯！」

　カレンさんがジョッキを天高く掲げるのを合図に、歴戦の男たちの地鳴りのような歓声が轟とどろきました。

　次の瞬間には、すでに男たちのもつジョッキの中身は空になっていて、そこかしこから『もう一杯！』『いや、もう十杯!!』の声が上がっていました。

　こんな状況なら、僕も勢いにまかせて『じゃんじゃん持ってこぉ～い！』だなんて言ってしまいそうですが、まだ酒を飲める年齢に達していないため、僕は葡ぶ萄どうジュースをぐい、とあおりました。

「ハル、すまないな。歓迎するべきはずの人間達が、主役を差し置いて早速暴れまわってしまって」

　役目を終えたカレンさんが、僕の隣に腰を下ろしました。こちらの席に戻ってくる間に先輩方と早飲み対決を数回していましたが、やはり酒の強さも一級品でした。

「大丈夫ですよ。僕、こうして皆さんが楽しそうに騒いでいるのを見てる方が好きなので」

「ん、そうか。なら、お前は飲めない分、たくさん食べてくれ。お前はいかんせん体が細いからな」

　言って、カレンさんは、肉が山のように積まれた皿をじゃんじゃん僕の目の前に持ってきてくれます。

　気を遣ってくれるのは嬉うれしいのですが、さすがに自分の体重以上の肉を胃袋に収めるのは無理です。

「あの、ところで隊長？」

「ん？　どうしたハル？」

「なんで僕の告白を断ったんですか？」

「ブウウウッ!?」

　なんの脈絡もなく放たれたキラーパスに、カレンさんは口に含んでいたものを天井へ向けて盛大に放出しました。

　綺き麗れいな放物線を描くそこには、まるで大道芸かと見まごうほどの、それはそれは素晴らしい七色の虹にじが。

「そんなに驚かなくても……」

「バッ、バカっ！　こんな和やかな空気の時に言われたら誰だって……皆みんなも見てるし」

　確かにこんな大勢いる前で聞くのもどうかな、と思いましたが、おいしそうに酒をあおるカレンさんの素敵な横顔を見ていたら、つい口に出てしまったのです。

　理由は多分、先日のお見合いでのこと。

「だって……隊長、この前お見合いしたじゃないですか？　僕に何も言わず」

「え？　そうだが……ってなんでそのことをっ」

「隊長のことなら、僕はなんでも知ってます。で、なんでですか？　覚えてるでしょう、あの時のこと」

「そ、そんなこともあった……かな。ま、まあお前にとっては忘れられない一日でも、私にとってはただの日常に過ぎないから、覚えてるようなそうでないような……」

　絶対に覚えているな、と僕は確信しました。

　今のカレンさんを見ているので言えることですが、カレンさんは、あの時、僕に告白されて何もないところでスッ転ぶほどに、内心は動揺していたのだと思います。

　そういった始まりや、その他の数々の出来事があったからこそ、僕はカレンさんの右腕（自称）として、日々、仕事とカレンさんいじりに励んでいるわけなのです。

　でも、やっぱり今の状態よりも、もっと、『男女』として仲良くしたいと、欲が出るわけで。

「隊長ぉ……いまのぼくでも、たいちょうの隣はふさわしくないんれすかぁ？　僕がちっちゃいからですか？　たいちょうより弱いからですかぁ？」

　これまでは二人きりの時にしかこんなことはしなかったのに、今日はやけに体が熱く、我慢が出来ませんでした。

　もっとカレンさんにくっ付いていたい。

　僕だけを見てほしい。

　僕以外の人に、隙を見せてほしくない。

　いつもは抑えていられるのに、今日はどうして。

「いや、いきなりそんなこと言われても……というか、ハル、お前ちょっと様子がおかしくないか？　呂ろ律れつが微妙に回ってないような……」

「えぇ～？　そんなことないれすよぅ、お酒だって、べつに飲んでるわけじゃあるめぇしぃ……」

　そうです。僕が飲んでいるのは葡萄ジュースのはずです。甘くなく辛口で、ちょっと渋みも含んだ、大人な味わいの……。

「……ハル、ちょっとそれ貸してみろ。って、おい店主、これもしかしなくてもジュースじゃなくて葡萄酒──」

「ふにゃぁ……？」

　ジュースを口に含んだカレンさんが慌てた様子で何か言っているようでしたが、くらくらと歪ゆがむ視界と思考の波に晒さらされた僕は、そのままゆっくりと意識を薄れさせていったのでした。




「んぅ……？」

　ほのかな光に反応して目を覚ますと、僕は、ベッドの上に寝かされていました。

　かけられた毛布からほのかに香る甘い匂いと、そこにわずかに混じる獣の臭い。

「「ガウッ」」

　僕に真っ先に駆け寄ってきたのは、ケルベロスと名付けられた双頭の犬でした。

　こうして会うのは久しぶりですが、ものすごい勢いで顔を舐なめてくれるということは、どうやら僕のことを覚えてくれていたみたいです。

　カレンさんの家でペットとして飼われている子が、この場にいるということは。

「気が付いたか、ハル」

「……隊長」

　声のしたほうに顔を動かすと、椅子に座って温かい飲み物をすするカレンさんがいました。

　仕事着である鎧とは違い、なんと部屋着。普段は後ろで結っている髪も、今はまっすぐに下ろしていました。綺麗です。

「酔っぱらったお前を介抱してここまで運ぶのに随分と苦労したよ。鎧を着ていたから相当重かったしな」

　カレンさんの話しぶりからすると、どうやら僕は手違いでお酒を飲んでダウンしてしまったみたいです。

　遅れてやってきたズキリとした頭の痛みがその証拠といったところでしょうか。

「あれ？　そういえば鎧は……」

　見ると、僕の鎧はベッド脇に寄せられて丁寧に置かれていました。心なしか、いつもよりつやがかかっているように見えます。

「あの、もしかしてこれ、隊長が？」

「ん、まあな。覚えていないかもしれないが、見境なしに吐いて全部汚していたからな。綺麗にしておいた」

「すいません、僕ったらとんでもない粗相を……いつつ」

「ほら、無理するな。落ち着くまで寝てていいから、早くベッドに横になれ」

　頭に鈍痛が走って顔をしかめた僕を、カレンさんが優しく寝かせてくれました。

「苦しくないか？　ほら、水を飲め。気分が楽になる」

「あ、はい」

　なんだろう。カレンさんが、ものすごく優しいです。

　酔いつぶれた部下を介抱し自分のベッドに寝かせ、道具の手入れまで代わりにやってくれた上に、看病までしてくれるなんて。

「隊長、その、優しい……ですね」

「は？　私はいつだってお前には優しいだろう？　ちゃんと仕事ができているかどうか逐一チェックして、ダメなところがあったら、それができるまで教育もしてるし」

「その教育の内容が問題だと思いませんかね」

　自分の身長よりもでかい剣持たせて毎回素振り千回ですよ。愛の鞭むちでももうちょっとやんわり叩たたいてほしいです。

「じゃあ『優しく』されないよう、もっと頑張るしかないな？」

「むう……」

　いつぞやのように、またカレンさんに主導権を握られつつあります。

　最近、カレンさんのくせに生意気です。これは反撃しなければ……そんな思いがふつふつと起こりました。

（あれ？　そういえば……）

　と、ここで自分の今の格好に気づきました。

　下半身を残して、上半身裸です。多分、吐いたときに全部汚れたのでしょうが……。

「あの……僕をこの格好にしてベッドに寝かせたのは、隊長ですよね？」

「？　そうに決まっているだろう。酔いつぶれたお前の世話をしたのは私で、ここは私の部屋だ。他に誰がいるっていうんだ」

　ですよね。

　それを聞いたところで、僕は掛けられていた毛布を抱き寄せ、

「たっ、隊長のケダモノっ……！」

「ブウゥゥゥゥッっ……!?」

　と言ってあげた瞬間、カレンさんは口に含んでいたものを盛大に放出しました。本日二度目の綺麗な放物線です。

「ゲホッ……お、お前はいったい何を言い出すんだぁッ！？？　お前の服を脱がせたのは私だが、断じてそんなことっ……！」

「絶対に噓だっ。酔いつぶれて無抵抗なのをいいことに部屋に連れ込んで、僕の体を欲望のままに弄もてあそんだんでしょうっ？　いつもより優しいのは、一発やり終えて賢者モードになったからでしょう？」

「あ、そうそう、優しくすることでハルを欲望のはけ口にした罪悪感を紛らわせ──って、このくだり何回やらせるつもりだっ！　やっとらんわっ！」
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　知ってます。

　酒の勢いを借りても、なお一歩踏み出せないシャイな女騎士。

　それが、僕の知っているカレンさんなのですから。

「冗談ですよ、冗談。隊長がそんなことできない人だっていうのは、僕が一番わかっていますから。というか、そんなことができていたら、ここまで独身をこじらせていませんものね？」

「むっ……」

　僕が少しだけ挑発すると、カレンさんが不服だとばかりに頰を膨らませました。

「そ、そんなことはないぞ。私だって、ちゃんと心の準備とか、状況が嚙かみあえばやれないことも……」

「それなら、今、僕とキスできますか？」

「ちっ────!?」

　軽く唇を突き出した僕に、カレンさんは飲み物の入っているカップを思わずテーブルから落とすほどに動揺の色を浮かべています。

「ち、ちちっ、チッス!?　口づけ?!　お前とっ!?」

「はい。できませんか？」

「でっ、できるわけないだろうがこの馬鹿っ！　まだ正式に付き合ってもいない男女同士でっ、そ、そんな破廉恥なっ──」

「正式に付き合っていなくても、キスぐらいなんてことないですよ。他国では挨あい拶さつがわりにやったりするところもあるみたいですし」

「そ、そうは言うが、いきなりそんなこと言われても……」

「隊長、さっき『心の準備とか状況が嚙みあえば』って言いましたよね？　一つ聞きますけど、今のこの状況、まさにおあつらえ向きだとは思いませんか？」

　若い男と女。酒の席で酔いつぶれて、自分の家へとお持ち帰り。深夜。二人きり。

　お邪魔虫は居らず、いるとしてもペット一匹のみ。

　既成事実を作るとしたらここしかない、というぐらいのまたとないチャンスです。

「相手が一度振った人間であるというのは大変申し訳ないところですけど、気心のしれた男のほうが経験するにはうってつけではないですか？」

「う……うう……しかし、しかしだな」

「大丈夫です、隊長。今日の夜のことは誰にも言いふらすことはしません。先輩方にも『何もなかった』と言っておきます。だから、ほら、してみましょう？　隊長のために」

「ハル、それ実はお前がやりたいからそんな風に言ってるだけだろうっ……」

　それもあります。だって、僕は今でもカレンさんのことが大好きなのですから。

「それとも……隊長は僕のこと、やっぱりお嫌いですか？　お見合いを受けようと思ったのも、そうすれば僕があきらめると思って」

「そ、そんなことっ……ただそのっ、こういうのはもうちょっとちゃんと──あと、お見合いは私の意志ってわけじゃ」

　と、いつまでも煮え切らない態度をカレンさんがとっていると。

「「ガウッ!!」」

　カレンさんの傍で大人しくしていたケルベロスが、突如として飼い主のお尻しりに向かって体当たりをしてきました。

「っと……！」

　必然的にバランスを崩したのと、床が噴き出した飲み物で濡ぬれていたのもあり、カレンさんは勢いよく僕のほうへと倒れ込んできました。

「あ、隊長危な──」

　カレンさんの体を支えようと、僕は、とっさに彼女の方へ手を伸ばしたのですが、その拍子に、ちょっとした事故が起こってしまいました。

「ん……！」

「んむぅっ!?」

　顔を最接近させ、お互いに瞬まばたきをし合う僕とカレンさん。

　そのお互いの唇が、まさに今、触れ合っていたのです。

　口の中に滑り込んでくる互いの唾だ液えきと、湿った舌先。

「「っ……！」」

　ぴちゃ、というわずかな水音を合図に、僕とカレンさんは、弾けるようにして体を離しました。

「あっ……す、すいません隊長。ま、まさか僕もこんなことになるなんて思わなくて」

「い、いやいやいやこちらこそ……ケルベロスが余計なことをしたせいで、こんなこと……」

　ふと交差した視線に気づいた僕とカレンさんは、気まずさから即座に瞳ひとみを逸そらし、俯うつむきました。

　どうしよう。

　キスしよう、だなんて言い出したのは僕なのに、その僕がこんなにも心臓をドキドキとさせているなんて。

　いつものようにどさくさに紛れて終わりにするつもりだったのに、事故とはいえ、本当にキスしてしまうだなんて。

「あの、ハル。えと、その……あっ、私、剣の稽けい古こ……朝の鍛錬をしてくるから……」

　時間はまだ明け方にすらなっていません。普段でも、稽古の時間はもう少し後です。

　ですが、そのことを指摘する心の余裕は、今の僕にはありませんでした。

「その……部屋の鍵かぎは開けてていいぞ。気分が良くなったら、その、勝手に帰ってくれて構わないから……」

「は、はい。あ、ありがとうございます……」

　一度も目を合わせることなく会話を終えたカレンさんは、大剣を抱え、逃げるように外へと出て行ってしまいました。

「「ガウッ」」

　一仕事終えたふうに満足げに尻尾しつぽを振っているケルベロスでしたが、今回ばかりは余計なお節介だったかもしれません。

　初めて感じたカレンさんとのキス。

　それは、僕の口元に、ほんのりとした苦みを残していったのでした。
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　カレンさんとのキス事件の熱気冷めやらぬ中、城の一階にある騎士団の掲示板に張り出されたお知らせ。

　そこに書かれていた内容を見て、僕は、

「やだなあ……これ」

　と、一人呟つぶやいていました。




【新規入隊騎士　他部隊研修　派遣・受け入れ先について】




　他部隊研修。

　新人たちを対象に、約一か月ほど他部隊の任務内容の経験のため、一時的に配属先を変更するという研修制度です。

　僕達騎士も、ほかの会社組織と同様、人事異動によって地方へ行ったり違う部隊へ移ることがありますから、まあ、多少なりとも経験させてなれさせるのが目的です。

「……ただいま戻りました」

　掲示の内容を確認した僕は、すぐにカレンさんの待つブラックホークの隊長室へと戻りました。僕の派遣先と、そして僕の代わりに派遣元からくる隊員の連絡のためです。

「戻ったか……で、派遣先は？」

「第一分隊でした。マルベリと入れ替わりです」

「そうか、あの子が……ならあまり無理はさせられないか」

　まったく知らない隊員が来ることもある他部隊研修において、細々とでも親交のある隊員が来てくれればカレンさんも予定を組みやすいでしょう。しかも同じ女性なので、変に気を遣わずに済むかもしれません。

「ハル……その、お前も頑張れよ。お前があっちでやらかしたら、こっちの評判まで下がってしまう……からな」

「はい……それは、あの、もちろん」

　とても気まずい雰囲気の中言葉を交わす僕と、そしてカレンさん。

　あの事件からしばらく経っていますが、未いまだにこの状況。もっといつものようにカレンさんと話して、冗談の一つでも飛ばしたいのですが、その度に、カレンさんの唇の感触を思い出してしまうのです。

　多分、それはカレンさんも同様で。

　ということで、ちょっとカレンさんとの距離を空けておきたいと感じ始めていた僕にとって、この一か月が良い薬になってくれるのでは、とも思うわけです。

「ハル、くれぐれも総隊長に失礼のないように。あと、これをお土産に渡してくれ」

「わかりました。でも、隊長がここまで気を遣うなんて……その、ホワイトクロスの総隊長ってどんな方なんですか？」

　高級そうな箱に詰められた茶菓子の入った袋を受け取りつつ聞くと、カレンさんは、気まずそうな顔でこちらを見、

「ああ、えっと、その人実は……」




　ホワイトクロスの騎士詰め所は、城内の謁見の間、その隣に配置されています。

　王都近この衛え騎士団第一騎士分隊。騎士団内でも最大の所属人数を誇る主力部隊で、その人員の能力も他とは一線を画しています。いわゆるエリート集団というやつですね。

「失礼します。他部隊研修により、第四騎士分隊から派遣されてきましたハルと申します。本日よりよろしくお願いします」

「ご丁寧にどうも。私は副隊長のサクミカです。短い間ですけど、どうぞよろしくお願いしますね？　わからないことはなんでも聞いてください」

　柔らかな口調でそう返してくれた黒髪黒こく瞳どうの女性の名はサクミカさん。

　ほぼ前衛職の騎士のみで構成されたブラックホークとは違い、ホワイトクロスには、癒術師、魔術師、魔法剣士など、様々な役職の隊員達が所属しています。

　ホワイトクロスの副隊長は、そういった役職のリーダーみたいなもので、その上に隊長が二人、そして一番上に総隊長一人というピラミッド形の組織構成をとっています。その上に姫様。

　ちなみに第四分隊は、『カレンさん隊長！　その他ヒラ！』。はい、適当です。

　サクミカさんは、隊の癒術師たちを束ねる役の副隊長でした。

　高圧的な人だったらどうしようか、と不安にも思っていたので、優しそうな方で大変助かります。

「ところでハル君、おねえさ──じゃなかった、カレン隊長はお変わりないですか？」

「？　ええ、もちろん……」

　ちょっと私生活のほうで色々あって、最近は溜ため息いきをついていることも多いですが。仕事に関してはいつも通り。

「そう、ならよかったです。ああ……カレン様、私の憧あこがれの『王子様』……ぐふふふ」

「え？　王子様？」

「あ、あらやだごめんなさい。取り乱してしまいました。学生時代のカレン隊長は全女子生徒憧れの的でしたから、当時のお姿を思い出すとつい……股またのほうが」

　騎士学校時代のカレンさん。今の実力を考えると、学生時代からめちゃくちゃ強かったのでしょうから、多感な時期の少女たちが憧しよう憬けいを抱くのも無理はないかも。

　この方のそれは、ちょっとアブない感じですけど。

　この人とカレンさんを近づかせてはならない。

「こほん、立ち話はこの辺にしておいて、今から隊長室のほうへ案内いたしますね。総隊長もそこに」

　サクミカさんに連れられ、僕は、総隊長がいるという部屋の前に立ちました。

　エリート部隊の隊長室。扉一つとっても豪ごう奢しやなつくりとなっています。さすが第一分隊。

　つねにスズメの涙でやりくりしているウチとは大違いです。格差反対なんだよ？

「失礼します、総隊長。ハル君を連れて参りました」

「ご苦労。二人で話をするから、お前は席を外してくれ」

　総隊長の命令に何も言わず深々と一礼した後、サクミカさんは僕を残して部屋から出ていきました。

　大きな部屋に残されたのは、僕と、そしてこちらへ背中を向けたままのホワイトクロスの頂点である総隊長様です。

「総隊長、これ、つまらないものですが……カレン隊長からです。それと言こと伝づても預かっています」

　総隊長への手土産を作業机の上に置いた後、カレンさんからのメッセージを伝えました。

「『私はまだ結婚はしませんよ、お父さん』と」

「ふむ、私としてはそろそろ落ち着いてほしいと思っているのだが……強情な娘だ、まったく」

　口元に苦笑を浮かべてようやくこちらへ顔を向けた総隊長と僕の視線がぶつかり合いました。

　ホワイトクロス総隊長、ガーレスさん。

　カレンさんの剣の師匠であり、そして、父親でもあるお方の名前でした。




　他部隊研修が始まってから、およそ一週間ほど。

　ホワイトクロス配属となった僕は、現在、総隊長の指揮する隊にて任務遂行の最中です。

　ホワイトクロスの担当する任務は、基本的には、十数人からなる隊を形成し、一個人では対応しきれない巨大な魔獣や、新たに発見される未開の天然迷宮ダンジョンなどの調査をすることが主となっています。

　騎士としても花形の仕事で、辺へん鄙ぴな地域に単独で行かされるブラックホークの任務内容とは大違いです。

　で、今回僕が編制されている部隊は、王都領の宝石鉱山に住み着いたドラゴンの撃退を完了させたところでした。

「ご苦労だったな、ハル。今回の任務、ちょっと我々だけでは荷が重かったが、君のおかげで苦も無く完遂できた」

　王宮への帰路につく道すがら、同乗した馬車で、僕の隣に座る総隊長が声をかけてきました。

　龍りゆうのブレスが飛び交う激しい戦闘だったはずですが、その鎧よろいには傷一つついていません。

　サポートはあったにしろ、無傷でドラゴンに止とどめを刺す人間。この方こそ化け物なのでは。

「君の仕事ぶりについてはカレンから聞かされていたよ。久し振りに優秀な部下が入ってきてくれた、とね。珍しく嬉しそうに、饒じよう舌ぜつに語っていたな」

「そう、なんですね」

　カレンさんは僕のことをあまり褒めてくれないので、こういった形で評価を聞くことができるのはうれしいです。

「そんな──僕なんて、小柄でちょっと頭がいいだけの男でしかありませんよ。毎日ブラックホークの皆さんの仕事についていくのが精いっぱいで」

「謙けん遜そんする必要はないぞ、ハル。私は、君がただ、騎士学校をトップで卒業しただけでない、とてつもなく優秀な男であることを知っている数少ないうちの一人だからな」

「うっ」

　なるべくのらりくらりやっていたつもりですが、総隊長は僕の実力について隅くまなく把握しているようでした。

「やっぱり、知っていらっしゃるんですね」

「当たり前だ。魔術、癒術、体術、剣術、その他諸もろ々もろ。適性試験すべて満点。専門職の技能は全習得の【学校創設以来の化け物】。それがハル、君の正体だからな。でなければ主力部隊にいきなり配属させたりはしない」

　これは騎士学校の保有する記録でも機密情報に入るらしいですが、僕は、総隊長が言った通り、この国始まって以来初の、全ての技能を扱える【全適性】の特殊体質とのこと。

　基本、人はどれか一つの才能しか持ち合わせていません。

　癒術が使えるなら他はからっきしですし、騎士適性がある人間がいくら魔術に励んだとしても小さな火の玉一つ起こせません。

　そんな中、回復魔法を使ったり、魔術師の頭数が足りないときは後衛に参加したり。

　もちろん、普通に騎士として前衛で戦ったりもします。

　元所属では当然のようにやらされていることなのですが……他の隊から見ると、本当にありえないことなんだそうです。

「でも総隊長……『ちゃんとした実力を見せるまでは絶対に帰さない』っていうのは反則です」

　自分の中ではカレンさんに危機が迫った時ぐらいにしかそうするつもりはなかったのですが……こうなった以上は、やるしかありません。

「力を出さざるを得ない状況を作らせてもらった。申し訳ないがね」

　そんなわけで、確信犯だったようです。

　カレンさんのお父さん、ということで、今後のことを考えて不平を言うつもりなどはありませんでしたが、こうして一緒に仕事をした感じでは、正直苦手かも。

　その後は大した会話もなく、ゆっくりと馬車に揺られながら王宮へと帰還した僕だったのですが。

「あ、やっと帰ってきましたわ……ハル！　ハル！　ちょっとよろしくて？」

　と、門をくぐるなり、見覚えのあるようなないような金髪の少女騎士がこちらに駆け寄ってきました。

　名前……あ、そうそうマルベリです。研修では、僕と交換する形でブラックホークに配属となっているので、そこはきちんと記憶していました。

　多分、そうじゃなかったらまた忘れてましたけど。

「……と、そんなことよりどうしたの？　そんな慌ててさ」

「いえ、実は、その、カレン隊長のことなんですけれど。怪我とか病気とかではないのですが」

「隊長の？」

　マルベリが王宮に帰還する僕を待つほどのことですから何かあったのかと思いきや、それは違うよう。

　では、一体何が？

　申し訳なさそうに俯うつむきながら、マルベリが僕へ向けて呟つぶやきました。

「隊長が……カレン隊長がポンコツになってしまって……」

「は？」




　総隊長に許可をもらって、マルベリと二人でいつもの場所に戻ると、そこには変わり果てた姿のエリート女騎士さんが。

「ぼへぇ～……」

「あの～すいません……この方、どなた？」

「カレン隊長……だと思いますけど」

　いつものカレンさんと較べると見る影もありませんが、どうやらご本人で間違いないようです。

「で、原因は？」

「それが私にも何がなんだか……数日でこんな感じになって、仕事もほとんど手につかない状態なのですわ」

　僕らがこうしてしゃべっている間も、頰ほお杖づえをついたカレンさんは、『あ、ちょうちょ』と言いつつ、ランプの灯にたかっている蛾を目で追いかけていました。

　目の前に愛いとしの僕（自称）がいるというのに、焦点があっていません。

「とにかく、まずは隊長を元に戻さないと」

　原因はともかく、ひとまずはこの人を元に戻すしかありません。

「マルベリ、記憶に残っている分で構わないんだけど、隊長の様子を教えてくれる？」

「？　ええ、最初からでよければ」




　〇　一日目




「おはようございます、カレン隊長！　他部隊研修により、ホワイトクロスから参りましたマルベリです。一か月間という短い期間ですが、どうかよろしくお願いいたしますわ」

「ああ、歓迎するよマルベリ。ブラックホークには、私以外に女の隊員は皆無だからな。とても嬉うれしいよ。ここの男どもに負けないよう、二人で頑張っていこうじゃないか」




　〇　二日目




「──あっ！　隊長大丈夫でございますか？　火傷やけどは？」

「すまないマルベリ。ちょっとボーッとしていたようだ。ああ、せっかく作った資料が台無しだ……これは作り直さないと」

「お茶をこぼすだなんて、隊長にも、こんなふうにおっちょこちょいな一面があるのですね。普段、ハルと一緒に居る時はきっちりしておられましたので、意外でした」

「私だって、たまには失敗するときもあるよ。マルベリといると、女同士だからとついつい緊張が緩みがちになってしまうな」




　〇　三日目




「……はあ」

「？　あの、どうかされましたか？　ご気分でもすぐれないとか？」

「ん？　ああ、大丈夫だ、ハル」

「あの、ハルは今ここにはいませんけど……」

「…………」




「──で、今に至ると」

「なるほど、わかった。わからないけどわかった」

　三日足らずでマルベリと僕を空目していますので、主な原因は僕ということになります。

　最近は特にカレンさんと一緒にいることが多かったので、『仕事で格好悪いところは見せられない』と、緊張感を常に保ちながら仕事をしていたのでしょう。

　しかし、同性かつ顔見知りであったマルベリと置き換わったことで、その糸が切れてしまった、と。

「私のほうでも色々試してみたのですが……効果はいま一つで」

「試してみたって、どんなことを？」

「肩を叩たたいて呼び掛けたり、あとは、その、失礼を承知で頰を軽く『ぺしぺし』と」

　そこは強くビンタしてくれて構わないですが、僕以外には礼儀正しいマルベリにそこまではさせられません。

　僕のほうでなんとかしなくては。

「わかった。じゃあ、僕のほうでなんとかしてみる。マルベリはこれから外でしょ？　ここは任せてくれていいから」

「……では、お願いいたしますわ」

　カレンさんのことを僕に任せて、マルベリは足早に部屋から出ていきました。

　これでまた二人きり……ですが、僕もさほどのんびりはしていられないので、手早く済まさなければいけません。

「さて、どうしようかな」

　ぼーっとしているカレンさんの顔をじっくりと観察してみます。相変わらずの美人さんで、年齢を感じさせないほどに若々しい容姿をしています。

　改めて、どうしてこんな人が独身だったのだろうと、不思議なぐらいです。

「……大好きです、カレンさん。もしよければ僕と結婚してください」

　そう言って、ふと僕は無抵抗のカレンさんの頰に口づけをしました。

　お見合いなんてしなくても、すぐ近くに僕がいるじゃないですか、と言いたくて。

「っと、いけない。こんな王子様みたいなことしてないで、さっさとマジビンタなりケツ叩くなりして起こして……」

　と、気を取りなおし、僕が近くにあった訓練用の木剣を取りに行こうとしたそのとき、

「あ、あの、ハル……その、今、の、その……」

「え？」

　消え入りそうな声に振り向くと、そこには、僕が口づけをしたほうの頰を両手で押さえて、後ろの壁まで後ずさっているカレンさんがいました。

　おっと、どうやら今のでばっちりお目覚めになってしまったようです。

「隊長……その、おはようございます？」

「ハル、お前っ、その……今の、じゃなくてっ、けっこ……ってそうじゃないっ！」

　しかも、さっきかけた言葉も完全に記憶に刻まれたようです。個人的には冗談半分本気半分で言ったつもりでしたが、思いのほか効いたみたいです。

　ついこないだまでは、あっさりと断られていたのに。

「あの、さっきマルベリから頼まれて……隊長が呆ほうけちゃってるから助けてほしい、って」

「そ、そうだったのか。確かに最近、柄にもなく弛たるんでた気がする……すまなかった」

「いえ、僕こそ、失礼なことしちゃって……」

　急に気まずい雰囲気になり、お互いに頭をぺこぺこと下げあう僕とカレンさん。

「っと……とにかく先にマルベリのところに行きましょう。隊長のこと、心配して待ってくれてますから」

「あっ、ちょっと……」

「はい？　どうかしましたか？」

「えっ？　あ、いや、なんでもっ……ほら、いいから行くぞ！」

　恥ずかしさを隠すためか、そう言って、カレンさんはさっさと階段を上っていってしまいました。

「ん～……」

　なんでしょう、このもやもやした感じ。恥ずかしいような、むずがゆいような。

　今までに感じたことのない初めての感覚。

「あ──カレン隊長、大丈夫でございますか？　体調に、何かお変わりは？」

　戻ってきた僕たちの姿を見るなりすぐさま僕らのもとに駆け寄ってきた彼女に、心配させる原因を作った張本人さんは、申し訳なさそうに頭を下げました。

「……すまんマルベリ。私のせいで色々と迷惑をかけた」

「いえ、カレン隊長に何もなかったのなら、私はそれで構いませんわ」

　迷惑を被っていた張本人にも拘かかわらず、安あん堵どしたような微笑みを浮かべて全てを水に流してくれたマルベリ。

　いつぞやの結婚式の時から思っていたのですが、彼女、とても人間がよくできています。

　これからはちゃんと顔と名前を記憶しておかなければ。

「ところでカレン隊長、その……ハルには何もされませんでしたか？」

「っ……!?」

　マルベリが気まずそうに訊きいた瞬間、先ほど僕がいったことを思い出したのか、カレンさんの様子がまたおかしくなりました。

「んんっ、んんんっ！　べ、別に何も……んんっ、なかったが？」

　取り乱していることを気取られないよう激しく咳せき払ばらいをしていますが、逆に不自然です。

「ハル、本当のことをおっしゃいなさい。私が何をやっても石像みたいになんの反応も示さなかった隊長を、どうやって元に戻したんですの？　その、もしかして、あの、」

「え？　エッチなことは何もしてないよ。本当は、ちょっとだけやろっかなって考えてたんだけど」

「「えッ……!?」」

　手の指をちょっとだけいやらしく動かして僕が言うと、二人とも同じように恥ずかしがって俯いてしまいました。

　そんな風になるなら聞かなければいいのに。揃いも揃って初心うぶな二人です。

「まあ、結局その前に気がつかれちゃったけどね。えっと、なんて言ったかなあ……たしか、『カレンさんだい──むぎゅっ」

　マルベリに懇切丁寧に説明してあげようとしていたところ、達人もかくやという身のこなしで僕の喉のどをきゅっ、と締め上げてきました。

　カレンさん、それはダメです。喉をきゅっとするのだけは。

「な、なにもなかったよな、ハル？　ちょっと数日ほど呆けていただけで、自然と私は目を覚ましたよな？」

「あの、隊長、ぐ、ぐるじい……」

「さ、さんだい？　ハル、今後のために聞かせてください。隊長をいったいどのような言葉で」

「マルベリも、これ以上乗っかってくるなっ。餌を与えたらこのバカが喜ぶだろうっ」

「あ、あのねマルベリ。今度隊長が似たような症状になったら、僕の声色を真似しつつ頰にき──」




　そこで、僕の記憶は途切れていました。

　後で聞くと、そのままカレンさんに鮮やかに首を極きめられて気絶したそうです。

　あんなに狼狽うろたえているカレン隊長を見るのは初めてだった、とマルベリは語っていました。







　さて、ポンコツ状態だったカレンさんは割と元通りになったわけですが、研修の日程はまだ半ばというところ。

　研修は一か月という決まりなので、あと半月ほどは派遣先でお世話にならなければなりません。

　その後カレンさんとは会えずじまいだったので経過が心配でしたが、マルベリの話によればいつも以上に仕事に精を出しているとのこと。ということでこの前みたいなことは起こりえないでしょう。

「よし、僕もカレンさんに負けないよう頑張らないと」

　ふん、と一息いれて元気を出してからホワイトクロスの詰め所へと向かった僕でしたが、部屋に入った途端、そこには、いつもとは違う張りつめた空気が漂っていました。

「サクミカさん、おはようございます」

「おはようございます、ハル君。昨日はよく眠れましたか？」

　温和な表情を浮かべるサクミカさんの様子はいつも通り。ですが、他の方たちはそうでもありませんでした。

「おかげさまで。それより……今日はなんだかピリピリしていますね」

「ええ。実はこれから、廃はい墟きよとなった砦とりでをアジトとしている盗賊団の掃討作戦を予定しているんですよ」

「盗賊……？」

　彼女の話に、僕はよりいっそう首をかしげたくなりました。

　盗賊団の掃討ということで、おそらく戦闘は避けられないとは思いますが、所しよ詮せんはゴロツキども。

　普段より鍛えている騎士の僕達とは、力の差は歴然です。一挙にかかればおそらくものの数十分で制圧が完了するでしょう。

　それは全員の共通認識のはずなのに、なぜこれほどまでに難しい顔をしているのでしょうか。

「それについては私から詳しく説明をするとしようか、ハル」

「！　総隊長。それから……」

　背後から声をかけられ振り向くと、そこには総隊長と、

「姫様？」

「ごきげんよう、ハル様。お会いできてとっても嬉うれしいですわ」

　この国の姫であるエルルカ様がいました。会議の時に装着していたものと同様の鎧よろいに、今は総指揮官であることを示す外がい套とうを羽織っていました。

　こちらも鎧同様、物理・魔法両方にガチガチの耐性を誇る術式が重ねられています。

「どうして姫様まで……王族の方が出張ってくるだなんて」

「……理由は、【ツッツキ】だ」

　その疑問に答えたのは、総隊長でした。

　ツッツキというのは、僕達騎士の間でのみ伝わる隠語みたいなもので、何らかの理由で騎士団をクビになり、その力を使って犯罪行為に手を染める人間のことを指します。

　追放者の頭文字『つ』をとって、『つ』つき。

「偵察役からの情報でな。今回標的となった盗賊団には、その者達がかなりの数いるらしい」

　ただの盗賊ならまだしも、元騎士、それも一人や二人ではなく、数人以上で構成された組織。

　であれば、場慣れしている奴らもかなりの数占めているはずです。

「元騎士団とはいえ、今はただのゴロツキでしかない者どもに現役の騎士団が負ける。騎士団以前に、国にとって大きな屈辱──」

「──と、そんなわけで私を含めた近この衛え騎士団本隊も参加することとなったのです。お父様は『あぴーる』だなんだと言っていましたけど……」

　姫様の父、つまりはこの国の王様ですが、おそらく今回の戦闘で、騎士団のトップに座る姫様率いる僕達騎士団の力を他国に誇示するつもりなのでしょう。

　騎士団の力が政治に使われるというのは、よくあることです。

「あの……ハル様ももちろん参加していただけますよね？　私も、このような大規模な作戦の指揮を執るのは初めてですので……できればハル様に隣にいてもらって、私のお手伝いをしてほしいのです」

「もちろんですよ、姫様。僕でよければ、なんでも言ってください」

「まあっ……！」

　姫様の頰が、桃色に染まりました。

「そんなハル様『なんでも』だなんて……！　いけませんわ、いきなりおっしゃいましても心と式の準備が……」

　僕の快い返答に、姫様は何か盛大に勘違いをされているようです。というか、いったい何の式でしょう。突っ込みませんけど。

「……姫様、そろそろ出撃のお時間です。お気持ちはわかりますが、お戯れはほどほどにしておいた方がよろしいかと」

「っ……と、そうですわね。ごめんなさい、ガーレス」

　こほん、と咳払いし、元のお姿にもどる姫様。

「出撃の合図を、姫様」

「ええ」

　頷うなずいた姫様は、すぐさま隊員達のほうへと向きなおり、腰にさげていた専用の細剣を天高く掲げました。

「それでは参りましょう皆さん……国のため、民のため、そして我らの誇りのために。……勝利を！」

「「「勝利を！」」」

　こうして、ホワイトクロスに所属してからは初の対人戦闘の幕が切って落とされることとなりました。

　普通に考えれば楽勝な戦い……何事もなければいいのですが。




　ツッツキの騎士たちが中心となった盗賊団の根城は、王国の南、他国との国境の砦にありました。

　聞くところによると、以前、まだ他国との同盟関係がなかったころに建てられた砦で、すでに打ち捨てられ管理が行き届かなくなって数十年経っているとのこと。

　ただ、つくりはかなりしっかりしているようで、多少外壁の風化はありつつもまだ使える状態を残していました。

「静かだな……誰もいないし。本当にこの中にいるのかな……？」

　こういう場合、大抵は見張り役が二、三はいるはずですが、現在は、門の前にも、見張り台にも、それらしい影は一つとしてありません。

　そのことを偵察役の少女に言うと、その彼女は、不服だと言わんばかりに頰を膨らませました。

「むぅ、ハルってば私の言う事を信じてくれないの？　昔はあんなに熱いモノを捧ささげ合った仲だったのに」

「友情は誓いあった気がしなくもないけど、メイビィ」

　その少女は、僕の同期であるメイビィでした。彼女の本来の所属はここではないのですが、人手の関係で、今回の作戦のみ偵察部隊として動いてくれていたのです。

「まあ、冗談はさておき……もう一度言うけど、あの中にかなりの盗賊たちが潜んでいるはずだよ。数はざっと数十。今は静かだけど、近くを通った行商人の積み荷を略奪したり、通行人の女性を誘拐したりで、かなり好き勝手やってるみたい」

「その中にツッツキもいると」

　僕の言葉にメイビィが大きく頷きました。

「う～ん、そうなるとちょっと厄介かもしれないな……」

　見張りもなしにタイミングよく近くを通行した人々を襲うということは、おそらく、砦の一定範囲内に入ると、侵入者を感知する結界が張られている可能性が高いです。

　結界魔法というのは、本来、数人の魔術師達が共同で展開するほどの魔術で、大きな戦闘でない限りは使われることは少ない。

「ハル様……ということは、今回の敵の中に、相当手て練だれの方がいるということですね？」

「その通りです、姫様。ということで、ここから迂う闊かつに動くのはあまりいいご判断とは言えないですね」

　推察の域を出ませんが、この結界に関しては、少人数もしくはたった一人で張っている可能性が高いです。

　それだけの実力をもった魔術師の方なので、もしかしたら、結界の他に、何か危険な罠わなを仕掛けているかも。

　迂闊に近寄るのは、当然いい作戦ではありません。

「では、これからどうするつもりだ？　まさかこのまま指をくわえて見ているという訳にも行くまい」

「そうですね。ですから、僕に考えがあります」

　言って、僕は、今回姫様の計らいで準備された僕の『専用装備』を強く握りしめたのでした。

「ちょっと今から、一人で盗賊たちとドンパチやり合ってきますけど、いいでしょうか？」

「「「……は？」」」




　姫や総隊長、そしてメイビィら仲間達の反対を押し切り、単身砦に乗り込んだ結果。

　僕は今、砦内部の地下深くにある牢ろう屋やに、一人閉じ込められていました。

「バカな奴だ。功を焦って、無謀にも一人で突っ込んでくるとは」

　ブラックホーク入隊時より使い込まれた鎧や、せっかく姫様から特別に贈られた専用装備を取り上げられて丸腰となった僕を、見張り役の下っ端が馬鹿にしたような目で見降ろしてきました。

　まあ、我ながら今回かなりの無む茶ちやをしたので、別に屈辱とかはないのですが。

「僕をどうするつもりだ、このクズどもめ」

「生意気な口をきくガキが。すぐにバラして目でも心臓でも、使えるモン丸ごと全部売り飛ばすぞ！」

　できるものならやってみろ、と言ってやってもいいですが、ここは我慢。

「……ねえ、ちょっといいかしら？」

　と、ここで、もう一人の声が地下室内部にこだましました。意外にも透き通った、女性の声です。

「姉御、どうしたんですかい？　こいつへの尋問の準備はまだ済んでいないはずでしょう？」

「…………」

　下っ端からの質問に、その女魔術師は口を開きませんでした。視線を僕の方に向けたまま、こちらにゆっくりと近づいてきます。

「えっと……姉御？　他の騎士たちは何と言って……ぐえっ!?」

「用があるのは、お前じゃない」

　女の瞳ひとみが妖あやしい光を放った瞬間、急に下っ端が喉のど元もとを押さえて苦しみ始めました。

　魔法か、それともこの人が持つ固有のスキルか。とにかく危険な人であることには変わりありません。

「ふふ、ようやく二人きりになれたわね、騎士の少年。私はアンリ、よろしくね？」

　白目をむき、泡を吹いて倒れた下っ端を踏み越えて、自らをアンリと名乗った女が、僕のいる牢の中に入ってきました。

　下っ端をやった時と同じように、妖しげな視線をこちらに向けながら。

「……ふうん、やっぱり効かないようね。さっきよりも強めに『視た』つもりだったけど、精神耐性もずば抜けて高い、と」

「あの、あなたは」

「アンリで構わないわ、少年。私の名前を気安く呼ぶ奴は基本等しく皆殺しだけど、君は別。だって、私のお気に入りだから」

「はぁ……」

　フードを取り、その素顔をさらけ出したアンリさんの頰がわずかに紅潮していました。視線もなんだか熱っぽい。

　僕としては別に気に入られたくはないんですけども。

「かなり強固に結界を張ったつもりだったのだけれど……単身で、しかもまさか剣でそれをズタボロにするなんてね。発動した罠も斬られちゃったし。君、何者？」

　僕がやったのは、魔法効果を打ち消すためだけに生み出された魔法剣術の一つです。これまでに読んだ魔術書などをヒントに編み出した僕のオリジナル。破魔剣、と名付けています。

　姫様から贈られた僕専用の剣が、それを振るうのに最適であることがわかったため、今回先陣を切って砦とりでに乗り込ませてもらいました。

　ただ、アンリさんの張った結界が想定外に強固だったため、それを破るのにかなりの精神力を使い。

　で、結局捕まってしまったわけですが。

「アンリさん、あきらめてください。いくらあなたが凄すごくても、近衛騎士団全員に敵かなうはずもない」

「ええ、そうね。私もそうしようと思って、たった今ずらかろうとしていたところよ。ここにいる残りの盗賊たちを隠れ蓑みのにしてね」

「え？」

　アンリさんの口から意外な答えが出、少々驚きました。普通こういう場合だと多少は抵抗したりするものですが。往生際が悪いというか。

「私だって、騎士団と正面からぶつかるなんてまっぴらごめんよ。さっさと逃げる。これが一番。お金は、まあ、もらえなくなっちゃうけど」
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　この人の素性は不明ですが、魔法の腕から考えて優秀なのは明らかです。振る舞いから見てもかなり自分本位ではありますが。

「まあ、お金なんかよりよっぽどいいモノを見つけたから……今回はそれで勘弁してあげる」

　それがこの僕ということなのでしょう。でなければ、これから逃げようという人がわざわざこんな地下の逃げ場のない牢屋に来るはずないのですから。

　アンリさんの僕を見る瞳に、禍まが々まがしいと言っていいほどの強大な魔力が宿りました。

「私とともに来なさい、少年。これから君は騎士を辞め、私の隣で、私のために尽くすの」

「っ……！」

　カッ、と瞳どう孔こうが大きく広がった瞬間、僕の視界がぐにゃりと大きく歪ゆがみました。アンリさんの瞳から目を外すこともできず、まるで体全体を支配されたような感覚に陥ります。

「抵抗できないでしょう？　私のコレは少し変わっていてね……生まれつき尋常でないほどの魔力が備わっているの。同業者からは『魔眼』とかなんとかって呼ばれているわ」

　暗示や催眠といった魔法については、日頃から耐性を付けるための鍛錬を行っていますし、元々の耐性も強い僕ですが、アンリさんが力を込めたそれは別格の威力でした。その気になれば、それだけで人を殺すことだって可能かもしれません。

「う……あ……」

「大丈夫、怖がる必要はないわ。何せ君は私のお気に入り。大事に飼ってあげる。あ、もちろん見返りもきちんと用意しているわ」

　アンリさんが魔法衣の胸元を大きくはだけさせて、僕の体にそれを押しつけてきました。

「アンリ、さん……」

　徐々に体の自由を奪われていくなか、僕は、抵抗することなく、彼女の胸に、その顔をゆっくりと埋うずめていきました。

「ふふ、いい子よ少年。家うちのベッドに戻ったら、も～っと、イイコト、してあげるからね？」

　マルベリやメイビィ、姫様といった騎士団の仲間がいるのに。

　僕にはカレンさんという心に決めた人がいるのに。

　抵抗、できない。

【堕おちろ、堕ちろ、堕ちろ。今すぐ私だけのものになれ……！】

　アンリさんの魔眼の光が、僕を完全に篭ろう絡らくすべくさらにその力を増そうとした、その時でした。




「──そこを、どけえええええええええええ!!!!」




　地下にまで響く激しい咆ほう哮こうと、そして衝撃。

　その叫び声の主は、忘れるはずもありませんでした。

「ちっ、早い……！　でも、残念。この子はもう私のもの。さ、あんな野獣は放っておいて、私のおうちに──」

　僕を連れていち早く逃げることを画策していたアンリさんは、そこで初めて気づきました。

「いったい誰が、あなたのものになるというんですか？」

「えっ……？」

　囚とらわれの身で跪ひざまずいていた僕と、それを見下ろしていたアンリさん──その構図が、いつの間にか入れ替わっていたのです。

「ふう、カレンさんのおかげでなんとか持ち直せた……」

「そんな、いつの間にッ……!?　君、いったい何を──」

「大したことはしていません。ただ、あなたからかけられた強力な暗示をそっくりそのままお返ししただけで」

　魔法反射という技能ですが、かなり高度なので、自我をしっかりと保っていないと使えなかったのです。

　それを取り戻せたのは、もちろんカレンさんのおかげ。

「へえ……少年、君は本当にいいわね。本当、すごくいいっ……！」

　ひれ伏しつつも、恍こう惚こつの表情でアンリさんが僕を見つめてきました。

　さっきよりもいっそうヤバく熱い視線。どうやら、完全に彼女のお気に入りになってしまったみたいです。

「──どこだっ！　ハル、どこにいるっ!?　返事をしろハルッ!!」

「……今回は私の完全な負けみたいね。仕方ない、今日のところはこの辺で失礼させてもらうわ」

　カレンさんの声がだんだん近づいてくると、アンリさんは降参したのか目をつぶって立ち上がりました。

　反射ですから、もちろん術者が術を解除すれば効果もなくなります。

「もう二度と来ていただかなくて結構ですけど」

「それは出来ない相談ね。だって、少年。君は私のお気に入りだから」

　くすり、と笑ったアンリさんは、魔法衣ローブのフードを目深にかぶり直し、自らの足元に魔法陣を展開しました。転移ワープという、これまた高等魔法──どうやら、アンリさんを捕まえるのは一筋縄ではいかないようです。追おうかな、とも思いましたが、アンリさんの魔眼を防ぐために、またしても力を使ってしまいました。本当、燃費の悪い体です。

「ねえ、少年。最後に君の名前を教えてもらってもいい？　私は教えたのだし、それぐらいはしてくれてもいいでしょう？」

「王都近この衛え騎士団第四騎士分隊『ブラックホーク』所属のハルといいます。忘れてくれてもいいですよ？」

「それは聞けない相談ね。ブラックホークのハル、ようく覚えておくわ。それじゃあ、近いうちにまた会いましょうね。きっとよ」

「絶対に、嫌、です」

　ベーっ、と僕は思い切り舌を出し、拒否しました。

　僕の姿を見て微笑んだアンリさんは切れ長の目でウインクすると、瞬間、あっという間にその姿を闇の中に紛れさせたのでした。

　とても美人な方ではありましたが、ああいう頭のネジが外れている系は、まっぴらごめんです。

「──ハルッ！」

　アンリさんが消え去ると同時、入れ替わるようにしてカレンさんが地ち下か牢ろうへと飛び込んできました。

　余程無む茶ちやして乗り込んできたのか、鎧よろいにはいくつもの傷がついていました。カレンさんのことですから、多分、砦内の全員を相手にして、そして全部なぎ倒してここまで来たのでしょう。

　僕を助けるために。

「ハル、無事か!?」

「はい、この通りです。ちょっと力を使い過ぎたせいでへとへとですけど……っと」

　異常ないことを僕が言い終わる前に、カレンさんが、僕よりも一回り大きな体で、全身を思い切り抱きしめてきました。

　それこそ、僕の体がぎしぎしと軋きしんでしまうほどに。

「隊長……？」

「このっ、お前はまた私に余計な心配をかけて。お前になにかあったらどうしようって……私」

　僕の耳元で、か細い弱音を漏らすカレンさん。

　体はわずかに震えていて、時々洟はなをすするような音も聞こえてきました。

「隊長、泣いているんですか？」

「っ……！　ば、馬鹿っ、そんなわけあるかっ。ただちょっと、上にいた奴ら十数人と大立ち回りをしたせいで、力が入らなくて震えているだけだ」

　相変わらず素直じゃありませんでした。

　誰が見ても泣いているのに、頑かたくなにそれを認めない。

　でも、そんなカレンさんが、今はとても愛いとおしく感じました。

　ごめんなさい、カレンさん。あなたを悲しませるようなことはしない、と心に誓ったはずなのに破ってしまって。

　次こそは、そんなことが絶対にないようにしよう。

　カレンさんの心地よくもちょっぴり痛い抱擁を受けつつ、僕は人知れずそのことを誓ったのでした。




　カレンさんとともに大立ち回りを繰り広げたその翌日、消耗した体の静養ということで、僕には休みが与えられました。

　ブラックホークではそんなこと考えられませんが、まだホワイトクロスにいる以上、そちらの決まりに従うことになりました。

　果たしてこんなことで休んでいいのか、と道行く人々を見て不安に思うようになったら、おめでとうございます。立派な社畜の出来上がりです。

　ちなみに、アンリさんとの戦闘で受けた被害の内訳は、魔眼の力に抗あらがった際の魔力回路の損傷と、あとは、主に上半身にできた軽い打撲のような跡がいくつか。

　魔力回路のほうはともかくとして、実はこの跡、カレンさんに抱きしめられた時にできたものです。診察の際、

『束縛の魔法か何かを使われたのか？』

『え？　ああ、魔法じゃないんですけど、確かに束縛はされてましたね。最近覚えたてと思おぼしき香水と、それから汗の匂いが混ざり合って……』

『いやいや！　ちょうど件くだんのはぐれ魔法使いによって操られた人間に拘束されていて!!　なあっ!!　そうだよな、ハル!!』

　と、慌てて僕を物理的に黙らせてきたカレンさんの焦った顔、とてもよかったです。

　ちょっと強く抱きしめすぎたせいで部下がこうなっちゃった、だなんて言えませんものね。ふふ。

「しかし、急に休みと言われても……」

　暇です。一応安静に、とは言われましたが外出を禁止されているわけでもありません。疲労も、一晩しっかり寝ることができましたからありません。

　休みだからとだらけすぎると翌日にそれを引きずるような気がするので、外出ぐらいしたいところ。

　といっても、一人で王都をぶらぶらなんかしても楽しくないし……と、そんな感じでベッドの上で芋虫よろしくゴロンゴロンとやっていると、

　──コンコン。

　と、ドアをノックする音が。

　おや、こんな平日の午前中に誰か来たようだ──と僕がゆっくりと外を覗のぞくと、

「あれ……？　隊長、ですか？」

「……なぜそこで疑問形になる」

「ちょっと……いや、かなり意外だったもので」

　僕がそう思ったのは、唇を少しだけちょん、ととがらせて不満げな顔をするカレンさんの格好が原因でした。

　なんとカレンさん、私服だったのです。

　服装はわりと普通で地味なのですが……その分スタイルが強調されていて、なんというか、とても色っぽい気がします。

「わ、私もちょうど休みだったからな。強制休暇ってやつだ」

「隊長であろうが強制的に休ませるっていう……それでも年に三日とかですけど」

　って、僕が言いたいのはそういうことじゃなく。

「なんで僕のところに来たんですか？」

「ぐぬぬっ……!?」

　今のくだりのどこに『ぐぬぬ』要素が。意図しないところでそんなことをされても困ってしまいます。

「ちょ、ちょっと待て！」

　──バタン！

　そうして、カレンさんはドアを閉めてしまいました。開けようとしましたが、カレンさんの腕力がそれを許してくれません。

　向こう側で『なるほどふむふむ……』と小声で言うカレンさんですが、何かメモでも読んでいるのでしょうか。

　──ガチャ！

　ああなるほど、という声の後、すぐにまたドアが開かれます。

「ふ、ふんっ、どうせお前も休みで退屈しているんだろう？　い、田舎者のお前に、都会生まれのお姉さんが、王都の休日ってやつを教えてやろうじゃないか！　……よし、ギリギリ詰まらず言えたぞ」

　最後のつぶやきは、まあ聞かなかったことにして。

「あのぅ、それはつまり、デートのお誘いってことでいいんでしょうか？」

「で、デっ……えっと、そう聞かれた場合は確か……そ、そうだ、そういうことになるな！」

　手元のアンチョコといい、その準備のよさはおそらくマドレーヌさんがおぜん立てしてくれたのかもしれません。

　どっちから企図されたのかはわかりませんが、しかし、カレンさんとのデートには変わりありません。それに、

「それとも、こんな年とし増まと出掛けるのは嫌、か……？」

　鎧を脱いでいるせいか余計にしおらしく見えるカレンさんの申し出、断るなんてありえませんので。

「わかりました。では今すぐ着替えますので、少し待っててください」

「！　ああ、わかった。……言っておくが、窓から飛び降りて逃げるのはナシだぞ？」

「あはは、そんなことしませんって」

　記念すべきカレンさんとの初の休日デート──この機会を逃さずしっかりとものにしなければ。

　私服にさっと着替え終わった僕が出ると、待ち受けていたカレンさんがおずおずと手を差し出してきました。

「ほ、ほらっ」

「……いいんですか？」

「今日は私が案内役だからな、つべこべ言わず、さっさと握れ」

　カレンさんの手。剣を握って、振りまくって、そのせいで豆だらけでごつごつした手。

「はいっ」

　でもとてもあたたかい手を、僕はとりました。




　僕の手を軽く握るカレンさんの半歩後ろにくっついて歩いていると、まず第一の目的地へと到着しました。

　職場へ向かう大きな通り、もっとも人通りの多い道に面しているカフェです。

　今日は平日ですが、お昼時ということもあり人であふれていて、店の前には待ちの列が。

　店構えも、なんとなくおしゃれ。人気店のようです。

「よぅ……予約をしていたカレンというものだが」

「はい、承っております。後ろの方はお連れ様ですか？」

「あ、あの……はいっ」

「お二人様ですね。では、こちらへどうぞ」

　カレンさんも初めての店なのでしょう、店員さんとの受け答えの時点でガチガチに緊張しています。

　こういう場でのカレンさんというと、いつぞやのお見合いの時以来かも。

　一旦店内を通って、外のテラス席へ。目立ちますが、今日は天気もいいですし、なによりこっちのがデートっぽい。

　さすがはマドレーヌさん（断定）。

「あ、そういえば僕お金……」

「今日は私のおごりだ。というか、部下に金を出させる上司がどこにいる」

　デートで女性にお金を出してもらう男……それなんてヒモ状態ですが、今日はお言葉に甘えるとしましょう。

　研修でのこと、新しくできた同僚のこと……カレンさんと軽く世間話をしつつ料理を食べ、そして最後にデザートが運ばれてきました。

「あ、これって」

「氷菓子だ。ここの料理人が元魔法使いらしくてな。魔法で凍らせているらしい」

　ミルクに砂糖と、それから果汁を混ぜて凍らせたもの。さらに上からたっぷりの琥こ珀はく色いろのシロップがかけられていました。

　冷蔵・冷凍の設備は城にしかありませんし、魔法を使える人は大抵別のところで働くので、こういうところでお目にかかるのは貴重です。

「むっ……ほわぁ、なにこれ甘いおいしい」

　とけかけのところをすくって口に入れると、罪悪感たっぷりの甘みと、ほんのわずかにミルクと果実の風味があとから口の中に広がりました。

　料理のほうもなかなかでしたが、今日の一番は多分これです。

「意外だな……甘いもの、好きなのか？」

「はい、最近は特に。頭脳労働も多いですからね」

　ブラックホークの中では唯一勉強も出来る新人ですから、いいように利用……じゃなくて、重宝されています。

　そのおかげで、カレンさんと二人きりになる機会を作りやすいのですけど。

「ふうん、そっか。なら……」

　そう言って、カレンさんが自分の皿の分をスプーンでたっぷりとすくい、そのまま僕の口の前に差し出してきました。

「その……わっ、私の分も食べるか？」

「……いいんですか？」

　差し出されたスプーンを前にして僕はカレンさんに聞きます。

　この状況、間違いなく『あ～ん』です。

　カレンさんも頰を染めているので意味はわかっているはずですが。

「じゃあ遠慮なく。あ～……」

「──っと、ちょっと待て。その前に一つ条件がある」

「んあ？」

　直前で『あ～ん』を引っ込められ、僕は餌を待つひな鳥よろしく、口を開けたままの状態で首をかしげました。

「は、ハル……私のこれ、食べたいか？」

　僕は頷うなずきました。初めてのプライベートでの食事、そして初めての『あ～ん』ですから、当然です。

「じゃ、じゃあ……もし食べたら、お前は今後、ずっと私の言いなりな。仕事でも、もちろんそれ以外でも」

「えっ？」

「ハル、お前はずっと私に逆らえない。例えばもし私が、お前に──」

「あむっ」

「ええっ……!?」

　迷わず氷菓子に飛びついた僕に驚いたのか、カレンさんがスプーンを手放してしまいました。

「もう、ダメですよ隊長。食べさせるなら、ちゃんと持ってなきゃ」

「ばかっ、お前、ちゃんと最後まで話を──」

「いいですよ、僕でよければ」

「へっ？」

「言いなりになりますよ。隊長の命令なら、仕事だろうがプライベートだろうが、どんなことでも聞いてさしあげます」

「そ、それはその、どんなことでも、か？」

「はい！」

「ばかっ、おまっ……そんな大声で、周りに聞かれたりでもしたら……」

　カレンさんは気にしていますが、近くの席もカップルが多いのか、それぞれ自分たちの世界に没頭しています。

　仕事になれば上司と部下の僕たちですが、鎧よろいを脱いだ今は、ちょっと歳の離れた男女でしかありません。

　特別な存在ではなにもなく、どこにでもいそうな（と僕は思っている）二人。

「まったく、お前といるといつも調子が狂う……今日のこれだって、本当は」

「？　隊長──もがっ」

「私はもうお腹いっぱいだから、私の分も喰くってしまえ……命令だ」

「はい、喜んで」

　残りも同じように食べさせてもらって、最近不足しがちだった甘々成分を補給することができたのでした。




　その後、早めの食事を済ませて店を出た僕とカレンさんは、お昼時の中心街をぶらぶらと見て回りました。

　服飾店、宝石店を回ってその値段の高さに目を回してみたり、武具店に入って剣の使用感をあーだこーだ言いながら確かめてみたり。仕事のことから趣味のことから、いろいろ。

　その間も、カレンさんと僕は手をつないだままです。

　まあ、これは単純に僕が頑かたくなに手を離さなかったので、カレンさんも渋々だったのですが。

　隙をみて恋人つなぎを試みましたが、こちらは許されませんでした。カレンさんのけち。

「ふう……こういうのも意外に気晴らしになるが、さすがにちょっと疲れたな」

「そうですね。でも、とても楽しいです」

　今日の『カレンさんよくばりセット』のおかげで、また明日からも頑張れそう、と広場の長椅子に腰かけて体を伸ばしていると、

「うええっ、ぐすっ、おねえちゃんどこぉ……？」

「ん？」

　視界の端で、小さな女の子がべそをかいて立ちつくしているのに気づきました。

「隊長、この子……」

「ああ、迷子みたいだな」

　カレンさんがすっと立ち上がり、女の子の目の前へ。

「ぃ……おばちゃん、だれ……？」

「お、おばっ……!?」

「ま、まあまあ……ちっちゃな子ですから」

　無邪気な言葉のボディーブローの衝撃に固まったカレンさんとスイッチして、僕がかわりに対応することに。

　王都では珍しい黒髪とつぶらな茶色の瞳ひとみ。観光客の子でしょうか。

「ねえ、キミお名前は？」

「なまえ？　わたしはリッカ。おにいちゃんは？」

「僕？　僕はハルっていうんだ。今日はお休みだけど、騎士のお仕事をしてるんだよ」

「……え、そうなの？」

　僕が騎士であることを聞くなり、リッカちゃんの顔が少しだけ明るくなりました。

「つよい？」

「う～ん、そこそこかなあ」

「そこそこなんだ。でも、おにいちゃんかっこいいね」

「そう？　ありがとう」

「うんっ」

　そう言って、警戒を解いたリッカちゃんが僕の胸に飛び込んできました。

　ひとまず泣き止んでくれたようで何よりですが、

「む、むぐぐぅ……」

「隊長……何度も言いますけど、ちっちゃな子ですから」

　今度はこちら側の状況が深刻です。

　なのでさっさと保護者の方を見つける必要があるのですが、しかし、ここは王都。

　大人も子供も多い中で、見つけるのはちょっと骨が折れます。

「──ハル、そういうことなら、私に任せておけ」

「隊長、何をするつもりですか？」

「それはお前、呼び出すんだよ。ほら、こうやって──」

　すうう、とカレンさんが大きく息を吸い込んで、




『　リッカという小さな黒髪の女の子を預かっています！　知っている方、どなたかおられないだろうか!!　』




　と、街中全体に響き渡るほどの大声で、迷子のお呼び出しをかけたのです。

　鍛えられた腹筋から絞り出されたよく通る声は、周囲の人たちの注目を集めるのには十分な威力でした。

「ど、ドラゴン……ドラゴンのさけび」

「うん、人間だよ～リッカちゃん。人間離れはしてると思うけど」

「し、失礼なっ。だが、そのおかげで……ほら」

　カレンさんが指さした先、ざわざわとしている人混みのなかから、慌てた様子でこちらへ走ってくる騎士学校の制服姿の少女が。真新しいので、僕と入れ替わりで入学した生徒でしょう。

　同じく綺き麗れいな黒髪……どうやらお姉ちゃんのようです。

「あ、レッカおねえちゃん！」

「リッカ！」

　あっさり姉妹が再会を果たしました。

　さすがカレンさんですが、リッカちゃんの耳をふさぐのに必死だったせいで、僕の中耳あたりがキーンとしたままです。

「君がこの子のお姉さんか？」

「はい。あの、すいません……妹のせいでデートのお邪魔をしてしまったようで」

「デっ……いや、気にするな。それよりもレッカ……大事な妹なら離れ離れにならないよう、今度はしっかり手を握って離さないように。わかったな？」

「は、はいっ、ありがとうございましたっ！」

　仲良く頭を下げ、寄り添ったまま歩いていく二人の背中が小さくなっていくのを、僕たちはじっと見守っていました。

「何事もなく終わってよかったですね」

「まあな。じゃあ、疲れたことだし、私たちもそろそろ帰るとするか」

「そうですね」

　個人的には延長戦といきたいところでしたが、明日はお互い通常出勤に戻るので、夜のほうはまたいつか今度ということで。

「そうか……こんな私でも……ちゃんと……」

「隊長？　何か言いました？」

「べ、別にっ……さ、さあ帰るぞっ。帰るまでが遊びなんだからな」

　遠足みたいなことを言って、カレンさんは行きと同じように僕の手をとって強引に引っ張っていったのでした。

　仕事でも一緒、そしてたまの休日でも一緒。

　もうこれはいつそういう関係になってもおかしくない、と思いたいところですが。







　盗賊団討伐の任務を全て終えた後、僕は、予定より少し早めにブラックホークへと戻りました。

　先の作戦での単独行動の責任をとり、所属元での再教育を徹底させるというのが表向きの理由──

　なのですが、実際は、もっと単純なことだったりします。

「あの、隊長？」

「なんだ？」

「注文していた備品がそろそろ届くので、受け取りにいきたいんですけど」

「ダメだ」

　二人きりとなった隊長室には、カレンさんがペンを走らせる音だけが響いていました。

　書いているのは始末書。部下である僕への監督不行き届きに対するものでした。

「お前はいつも私が目を離した隙に厄介ごとに巻き込まれて、それで自らの身を危険に晒さらす。だから、その……再教育のため、お前はしばらく私の目の届くところにいろ」

　言って、カレンさんは僕の腕を強引に摑つかまえて、僕が一人でどこかに行かないよう行動を封じました。

　今回、カレンさんが僕の研修の終了を前倒ししたのは、カレンさんの強い希望だったのです。

　理由は聞かなくてもわかります。あれだけのこともありましたし。『同じ隊の仲間なんだからそれぐらい当然だ』なんて、カレンさんは否定してましたけど。真っ赤な顔して。

　ただ、『再教育』という名目があったとしても、まさかここまで束縛が強くなるとは思いませんでした。

　特にあのデート後から、それが強まっている気が。

　朝、昼、夕、そして夜中。今、僕の行くところには、ほとんどカレンさんがいます。

　最近は、トイレに一人で行くのにも報告が必要だったり。

　カレンさんにそうさせることとなった原因は、あの事件で、僕を連れ去ろうとした女魔術師のアンリさんにありました。

　魔眼という特殊体質の持ち主であること。僕のことを『お気に入り』として目をつけ、そのことをあきらめていないこと。

　カレンさんにはすべて報告済みです。

　多分、そのことで必要以上に神経質になっているのだと思われます。神出鬼没的に僕のもとに現れ、そしてそのまま音もなく連れ去っていく。

　そんなシナリオを想定しているのでしょう。

「ん、そろそろ昼か。ハル、食事にするから、お前もついてこい」

　午前の事務仕事を終えたところで、カレンさんは僕の腕を摑んだまま部屋を出ました。

　僕が何を言おうと聞いちゃくれません。問答無用です。

　もちろん嫌ではありません。僕はカレンさんのことが好きなので、こうして常に一緒にいられるのはとても嬉うれしい。

　でも、さすがにここまで過保護にされると今度は別の問題も出てくるわけで。




『……おい、来たぞ』

『またかよ。よくもまああれだけ一緒にいて飽きないもんだ』

　カレンさんに手を引かれて昼の食堂に足を踏み入れるなり、周囲の注目が、僕やカレンさんに注がれました。

　実は今、近この衛え騎士団の間では、『ブラックホークの新入りと泣く子も黙る女隊長が付き合っているのではないか』という話題で持ち切りとなっていたのです。

　ある日を境にして急に四六時中一緒にいれば、そう思われて当然なのですが。

「隊長……さすがにこれは」

「……きっ、気にするなと言っているだろう。野や次じ馬うま共は、今もお前が狙われていることを知らないから、あんな吞のん気きに、面白おかしく噂できているのだ」

　その割りにカレンさんも羞しゆう恥ちに頰を染めている気がするのですが。

　カレンさんが言っていることもわからなくないですが、全隊員がいる騎士団のど真ん中にわざわざ乗り込むようなことを、果たして彼女がするかどうか。

　ただ、アンリさんは『魔眼』という特殊体質持ち。まだ僕達の知らない固有の魔法や異能を持ち合わせている可能性もあるので、大胆な行動をとらないとは言い切れないのですけど。

「アンリとかいう女め狐ぎつね……貴様なんかに私のハ……部下をそうやすやすと渡すものか……」

　ん、聞き間違いでしょうか。先ほどカレンさんが僕にとって嬉しいことを言いかけた気がするのですが。

　追及して困らせてやりたい欲望がむくむくと起こりますが、これだけの視線がある中でイチャコラするわけにもいきません。

「ハル、お前も私と同じものを食べろ。お前にはもっとたくさん食べて、体を強くしてもらわんとな」

　お昼は基本的に小食気味の僕ですが、カレンさんが傍にいるようになってからというもの栄養管理までされる始末です。

　そんなわけで、大皿にまるで山のようにてんこ盛りにされた料理たちを、必死に胃の中に詰め込んでいると、

「食事中にすまないが、ちょっといいか？」

　と、背後より声をかけられました。

「んぐ……あれ、総隊長？」

「久しぶりだな。といってもあの時からそれほど経っているわけでもないが」

　僕の後ろで仁王立ちしているのは、ホワイトクロスの総隊長であり、また、カレンさんの父親でもあるガーレスさんでした。

　事件以来それっきりでしたので、こうして直接話すのも久しぶりでした。

「あの……研修の際はご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

「気にするな。確かに、君の無む茶ちやのおかげで多少は隊全体が慌てた部分があったが、結局は被害なしで制圧できた」

　強引に突入したので、下手すれば減給や一時休職の可能性までありましたが、特にそういったことなくブラックホークに戻れたのは、総隊長の口利きもあったからです。

　その点については、感謝しなければなりません。

「ところで……おとう……総隊長、私たちに何か御用ですか？」

　かしこまった様子のカレンさんが、すぐさま食事を中断し、敬礼の姿勢をとります。

　カレンさんとガーレスさんは親子、父と娘ですが、ここでは上司と部下です。そこは当然のように弁わきまえています。

「いや、お前に用はない。あるのは、隣にいるハル……君だ」

　と、総隊長のぎらりとした眼光がこちらを向きました。

「僕、ですか？」

　そんな予感はしていました。

　騎士団内に一斉に広がった噂の内容を考えれば当然のことです。そりゃあ呼び出されますよ、と。

「ああ。本来ならきちんと自宅にでも招いてしなければならない話だが、なかなか忙しくてな。隊長室まで来てもらおう」

　僕は無言で頷うなずき、踵きびすを返した隊長の後をついていきます。

　周辺では、ついに父親が登場か──と、興味がすでに最大値に振り切られ、これでもかと好奇の目が僕の背中に突き刺さります。

「ハル……」

　カレンさんも、さすがに追いかけてくることはありませんでした。

　ほんの少し、不安な表情でこちらを見つめてくるだけです。

「大丈夫です、隊長。お昼休みの間だけですから、すぐ戻ってきます」

「いや、それについては心配していないが」

　言いたいことはそんなことじゃない。わかります。そんなことはもちろん。

　でも、やっぱり心配しなくてもいいです。

（僕は、今の正直な気持ちを口にするだけですから）

　普段よりも冷たい雰囲気を纏まとわせる総隊長へ向けて、僕は呟つぶやきました。




　昼休みだけあって、ホワイトクロスの詰め所には誰一人としていません。

　話によると、昼の約一時間は、完全に仕事を休ませるとのこと。いいなあ、十五分のうちとは大違いです。

　ということで、もちろんマルベリやサクミカさんといった顔なじみの方も席を外していました。

「適当にかけてくれて構わないぞ。仕事の話ではないからな」

「それでは、お言葉に甘えて」

　口ではそう言いつつも、体はガチガチに緊張しています。

　これから僕は、『カレンさんの父親』であるガーレスさんに対して、とある宣言をするつもりなのです。

　緊張しないわけがありません。

「さて、と。まあどんな話になるのかは……頭のいい君のことだ、なんとなく察しがついているだろう。ということで、単刀直入に聞こうか」

「はい、お父さん」

　僕の返事に、ガーレスさんは、ふっ、と口元にわずかに笑みを作りました。

「ハル、君はカレン……私の娘のことをどう思っている？」

「好きです。一人の女性として」

　間をあけることなく、僕はガーレスさんへまず一言。そして、さらに続けました。

「こういった状態でお伝えすることとなったことを、まずは謝罪させてください。僕のほうこそ、きちんとした形でお伝えしたかったのですが──今はただの片思いですので」

「片思い……ということは、まだ正式にカレンへ交際を申し込んだわけではないのか」

「いえ、入隊当初に一度……その時はあっさり断られました」

「そうなのか？　ちょうどその時期、妙にあの子がニヤニヤと浮ついていた気がしたから……勘違いしていたよ」

　あの時、やはりカレンさんも満更ではなかったようです。断ったのは、多分、いきなりすぎてびっくりしてしまった、とかでしょう。

　というか、カレンさんのニヤニヤ顔……見てみたかったです。

「ところでハル……口は堅いほうか？」

「え？　ええまあ……仮に話すような知り合いだと、マドレーヌさんか姫様ぐらいしかいませんので」

「ならいい。その二人は全て知っているからな」

　ふう、と一息つき、ガーレスさんが続けました。




「では、はっきり言おう……カレンから手を引け」







[image: 僕にだけ優しい女騎士が可愛い]







「……え？」

　手を引け。

　それまでの砕けた雰囲気からは一変した空気と言葉に、僕は戸惑いました。

　もちろん快く交際を了承してくれるとは思っていません。能力は認められているとはいえ、まだまだ新人な僕と、女性とはいえ隊長のカレンさん。立場的に不釣り合いなのはわかっています。

　なので、誠実に説得するつもりでした。だからこそはぐらかすことなくカレンさんへの気持ちを伝えたのですから。

　でも、これはちょっと旗色が悪すぎるかもしれません。

「……理由を聞いても構いませんか？」

「ああ。そのためにここに呼んだようなものだからな」

　椅子から立ち上がり、僕に背を向けてから、ガーレスさんは口を開きました。

「あの子……カレンと私は、本当の親子ではない」

「そう、だったんですか」

　初耳でした。親子にしては容姿に共通点が少ないぐらいで、それ以外はとくに疑いようもありませんでしたから。

「あの子が一歳になったころに引き取ってな。私も妻に早く先立たれて、子はいなかったから……我が子のようにかわいがったよ」

「あの、ちなみに本当の両親というのは」

「どちらも任務中の事故で亡くなったよ。父は騎士、母は魔導士、どちらも優秀だった。信頼できる仲間でもあった」

　マドレーヌさんと姫様も知っているというのであれば、カレンさんも幼いころに聞かされているのでしょう。

　それでも、カレンさんはガーレスさんの愛を受けて真っすぐに（ちょっと『すぎた』部分もありますけど）成長したのです。

「あの子は本当にいい子だ。目立った反抗期もなく、私の厳しい教育にも不平一つ言わなかった。私のことを今も『お父さん』と慕ってくれている……誰よりも大事な一人娘……だからこそ、あいつらのようになって欲しくないんだ」

「だから、お見合いでもなんでもいいから、早く結婚して、騎士を引退して欲しかった」

「マドレーヌが話したか……ああ。カレンには、もっと普通の人生を歩んでほしいと思っている。結婚して、子供が出来て、何不自由なく老後を過ごす……剣に生涯を捧ささげるのではなく、な」

　仲間を事故で失っている記憶もあり、ガーレスさんはカレンさんが同じような道を辿たどるのではないか、と危き惧ぐしています。

　今は特に、アンリさんのことでデリケートになっていますから、そういう心配が募るのは仕方ありません。

　僕に、それを否定する権利はありません。

「ハル、言っておくが、私は君とカレンの交際を邪魔しようとは思っていなかった。許可するつもりだった」

「えっ？」

　それも予想外でした。お見合いなんてセッティングするぐらいですから、僕みたいなどこの馬の骨ともわからない騎士と付き合うなんて認めないと。

　ガーレスさんは由緒正しい騎士家系の生まれだそうなので、家柄なんかもしっかり考慮されるはずですが。

「ハル、君は優秀な騎士だ。このままいけば、王都でも指折りの騎士になれる。姫様の信頼も厚いから、出世も確実だろう。そうなれば、誰も文句は言えない」

「でも、『だった』ということは、やっぱり認めるわけにはいかない、と」

「理解が早くて助かる……おい、入ってきてくれ」

　口元の皺しわをさらに深くしたガーレスさんがそう言った直後、ふと、隊長室のドアが開かれました。

　苦い顔で入室してきたのは、紅茶色の髪を肩で揺らすマドレーヌさんでした。

　いつもの仕事着ではなく、今はきちんとした魔法衣を着ていました。

「ごめんね、ハル。騙だまし討ちみたいな真似……でも、これも仕事だから」

　マドレーヌさんが手に持っていた分厚い資料を、ガーレスさんの前に置きました。

　ちらりと見えた書類の中には、僕の名前や、出身、それまでの経歴、騎士学校時代の成績、素行など、事細かいことが書かれています。

「ハル、君の出自について改めて聞かせてくれないか？」

「はい。生まれは王都が治める北大陸中央、平野部にある小さな村です。両親はずっとそこで酪農を営んでいます。生活はそれなりに貧しかったです」

「騎士学校を受験したのはなぜだ？」

「他の子にはない魔法の才能が判明したからです。受験もトップの成績でしたから、授業料、生活費諸もろ々もろ免除。拒否する理由はありませんでした」

　淀よどむことなく僕は答えます。形式的にあった騎士団の面接で何度も答えた内容なので、詰まることすらありません。

「では、魔法の才能があることがわかったきっかけの出来事は覚えているか？　農家の生活の中で、そんなものを自覚するような場面など、そうないように思うが」

「幼いころに、近所の幼おさな馴な染じみの子と近くの山を探検した時、運悪く魔獣に遭遇したんです。その時に、」

「覚えている範囲でいいから、もう少し詳しく教えてくれないか」

「はい、えっと……」

　と、ここで僕はあることに気づきました。

「どうした？　覚えていないのか？」

「いえ……魔獣に遭遇して、それで友達を助けようと思ってとっさに腕を出したら、魔法が」

「どんな魔法だった？　炎か、氷か、雷か？　初めて出した魔法だ、印象に残るはずだが？」

「種類は……その」

　わかりませんでした。僕は一度見たものは全て記憶し忘れることはないので、思い出せないということはありません。

　ということは、つまり、僕の記憶にあるのは、そういうことがあったという事実のみだったのでした。

　記憶とは、本来そういうものではありません。生まれたとき、両親がどういう顔をしていたか、笑っていたのか泣いていたのか、外は晴れていたか雨が降っていたか。

　そんな映像が残っているはずです。

　魔獣に襲われて魔法を放ったというのなら、もっと鮮烈にその時の出来事が脳裏に焼きつくはず。なのに、その時どんな感情だったか、目の前でどんな魔法が炸さく裂れつしたのかわかりません。

「あれ……どうして……『おれ』、なんで」

　映像がぽっかりと抜け落ちた『事実の羅列』に、僕は訳がわからなくなりました。

　これまで特に疑問を抱くことなく生きてきた僕に、一つの問いが生まれました。

　僕はいったい、どこの誰なんでしょう？

　どこで生まれて、なぜ騎士学校に入って、それで。

「！　ハルっ……おじさん、これ以上は……」

「どうやら少し追及しすぎたようだな……では、ハル、最後にもう一度だけ言っておく」

　マドレーヌさんに支えられながら部屋から退出する僕へ、ガーレスさんが言いました。

「申し訳ないが、カレンのことはあきらめてくれ」







　隊長室から出た僕は、マドレーヌさんに連れられるまま医務室へ。

　しばらく歩いて頭が冷えてきたおかげで足元はしっかりとしつつありましたが、有無を言わさずベッドに放り投げられました。

「まったくおじさんったら……娘のことになると、途端に頑固オヤジになるんだから……」

「すいません、マドレーヌさん。僕……」

「いや、こうなることは予想できてたから……私もおじさんと同類よ」

　申し訳なさそうに言って、マドレーヌさんが僕の頭をやさしく撫なでてくれます。

　これは多分、以前とは違って本心からの行動でしょう。

「マドレーヌさん……今わかっていることだけでいいので、僕のこと、全部教えてくれませんか？」

「……いいの？」

「はい。全てを知っておかないと、何もできませんし」

「わかった。でも、少しでも体調がおかしいと思ったら、ちゃんと言うこと。いいね？」

　そうして、マドレーヌさんは、総隊長の依頼で秘密裏に動いていたことについて、すべてを教えてくれました。

　僕の生まれと、両親について。

「調査のために、ハルの実家の住所を訪ねていたの。書類にあったとおり家はあったし、仕事を営む両親はいた。息子である君のことを気にする素振り、言動もあった」

「そこは間違いなかったんですね……でも、それだけだった」

「そういうこと。なんでかはわからないけど、全体的に詰めが甘いのよね」

　頷うなずいて、マドレーヌさんが続けました。

「さっきのハルと同じように厳しく追及したら、すぐにボロを出したのよ。書類上では二人の間に生まれた子なのに、実は孤児だったのを拾ったとか言い出したり、ね。調べたけど、やっぱりハルと血縁関係はなかったわ」

　僕が何も思い出せないわけです。

　もし、マドレーヌさんの言うことが本当なら、両親は、ただそういう役割を演じるためだけに設定された『何か』でしかなかったのですから。

　思い出など、あるわけがないのです。

「ハル……君は、君が自ら持つ能力に対して、出自があまりにも平凡すぎたんだよ。おかしいほどにね。おじさんは、まず初めにそこに違和感を抱いて、私に調査を依頼してきた。父と母との親子関係がしっかりしているか、魔術的な素質のつながりを含めてね。カレンがらみで君に接触していたのは、そのためでもあった」

「……なるほど。それで、やたらと僕に対して色々と協力的だったんですね」

　そして、調査の結果として、総隊長が懸念していたことが的中してしまいました。

　ハルの出自は、そのすべてが不明だと。

「そうなると、僕の処遇ってどうなるんでしょうね。まさか、このまま騎士団を追放されるとか……」

「それはないはずよ。カレンがらみで多少の問題行動はあるけれど、勤務態度は真面目だし、姫様にも慕われているから。出自についても確たる証拠があるわけでもないし」

「でも、交際となると話は別？」

　僕の問いに、マドレーヌさんが頷きました。

「ここから先は家庭の問題だから私はとやかく意見を言える立場じゃないけどね。そんなわけで、私が知りえたことはこれで全部……いいかしら？」

「はい。ありがとうございました」

「あ、この話、まだカレンには言わないでね。姫様にはおじさんから情報は上がっちゃうでしょうけど」

　そうなると、また騎士団内部で動きがあるかもしれません。

　将来有望な若者だったはずが、実はとんでもない爆弾かもしれないとなれば、当然の措置でしょう。

　もしかしたら、ブラックホークにいられなくなるかも。

「まあ、なにかあってもすぐってわけじゃないから。とりあえず、カレンに心配かけるようなことはしないこと。いい？」

「そうですね……わかりました」

　難しいかもしれませんが、こんなことで仕事に影響を及ぼしていたら、隊長以下、他の皆みんなにも迷惑をかけてしまいます。

　今まで以上に仕事を頑張って結果を残せば、いずれは考え直してくれるかもしれません。

　総隊長は、さっさとカレンさんから手を引いてほしいと思っているのでしょうが、そう簡単にあきらめられるのなら、カレンさんなんか好きになったりしません。

　大丈夫、僕ならできるはずです。それだけ恵まれた能力と才能が、僕にはあるのですから。

　頑張って、頑張って、頑張って──。

　それから数日後、僕の第四分隊から第一分隊への異動が発表されたのでした。







「フフフ──まさかこのような形であなたと再びライバル関係になるとは思いませんでしたわ、ハル！」

　元職場にあった私物をすべて回収した後（ちなみにカレンさんは会議ということで不在でした）、そのままの足で辞令通りホワイトクロスに向かった僕を、マルベリが嬉き々きとした表情で出迎えてくれました。

「そうだね、マルベリ。これからよろしく」

「こちらこそ、どうぞよろしくですわ、って……？」

　普通に挨あい拶さつしたはずなのに、なぜかマルベリは首をかしげ、不思議そうな瞳ひとみで僕の顔を覗のぞき込んできました。

「どうしたの？　僕の顔に何かついてる？」

「いえ、相変わらず整ったお顔してますけれど……そうではなくて……なんだか『らしく』ないな、と」

「そうかな？　気のせいだよきっと」

「そうですか？　ならいいのですが。いつもは私の名前を忘れておりますのに……なんだか肩透かしを食らった気分ですわ」

　まるで名前を忘れてほしい、と言わんばかりの口ぶりのマルベリ。

　あまりにぞんざいに扱いすぎたせいで、被虐の悦よろこびに目覚めてしまったのでしょうか。

「まあ、いいですわ。これから否いやが応でも仕事で顔を合わせることになるのですからね。負けませんわよ、ハル？」

　ずびしっ、と僕へ向かって指を差したマルベリが、朗らかに笑いました。

　普段はとってもうっとうしい存在ですが、今となっては、その明るさに救われている自分がいました。




　朝礼にて軽い自己紹介を終えた僕は、その後、会議終わりの総隊長に挨拶をすべく、隊長室を訪れました。

「……来たな、ハル。意外に似合っているじゃないか、ウチの鎧よろいも」

「そう、ですかね」

　今、僕が着ているのは、白を基調としたホワイトクロスの鎧でした。重厚な質感に似合わず、丈夫でありながら、全体の質量は想像していたよりもはるかに軽いです。

　鉄の鎧にただ黒を塗りたくっただけのようなブラックホークのそれとは根本的に違います。

　馴な染じんでいる感は、昔のほうが断然ありましたけど。

「──不服か？」

「……」

　それはもちろん不服です。カレンさんと離れ離れになってしまったのですから。

　僕は無言で総隊長を見つめ返すことで、その答えとしました。

「そんな顔で私を睨にらむな。調査の結果がああなった以上、私のそばに置いていたほうがいいだろうという結論だ。カレンは、どうにもハルに対してだけ甘すぎる」

「ちなみに、僕を第一分隊こつちに異動させるとなった時、カレンさんはどんな様子でしたか？」

「……聞きたいか？」

「いえ、それだけで十分です」

　多分、猛反対されたのでしょう。しかも事実を伝えず納得させなければならないので、相当に骨が折れたはず。

　実の父親に向かって猛抗議をするカレンさんの姿が容易に浮かんで、思わず僕の口から苦笑がもれました。

「ひとまずは私の傍で働いてもらうことになる。それで問題がないようなら監視を外して、それでも大丈夫なら希望の隊に帰してやる」

「その時は、カレンさんとの交際を認めてくれますか？」

「……それとこれとは話が別だ」

　総隊長の態度は相変わらずですが、徐々に認めさせていけば、いずれは軟化してくれるかもしれません。

　アンリさんのことがまだ片付いていないので、それだけが心配ではありますが……こちらは動きがあるのを待つしかありません。

「私が指揮する小隊へ、同期のマルベリと、それから副隊長のサクミカを配置した。今後のことは二人のサポートを得るようにしてくれ」

「わかりました」

　騎士として働いている、国に仕えている以上は、その命令は絶対です。

　それによって僕の上司が総隊長になったのであれば、たとえ不満があっても従わなければなりません。

　それが、仕事なのですから。

「そういうわけだ、二人とも。そこにいるのはわかっているぞ」

「「わわっ!?」」

　総隊長が声をかけると、そんな声とともに、マルベリとサクミカさんが恐る恐るドアの隙間から姿を現しました。

　こんな時期外れのタイミングでの異動は異例ですから、まあ、気になるでしょう。というか、二人とも隠おん密みつスキルを使っていました。意外に上手です。

「え、ええもちろん。ハル君が早くホワイトクロスに馴染めるよう……といっても、ウチは第四分隊よりも勤務体系ははるかにしっかりしていますから、そこは問題ないかと」

「そ、そうですわ。あのブラックホークの仕事を平然と……うっ、なんだか研修のことを思い出して寒気が……」

　ちなみにマルベリですが、必死の思いで研修から帰還した後、原因不明の体調不良で一週間ほど寝込んだそうです。

　僕には関係ないのですが、なんとなく申し訳ない気持ちでいっぱいです。

「これからお世話になりますサクミカさん、それからマルベリも」

「ええ、よろしく。といっても、優秀なあなたに逆に教えられることのほうがあるかもしれないけれど」

「ハル、どちらが先にここで偉くなるか勝負ですわ。学校の成績が、そのまま出世のスピードとはならないことを、この身をもって教えてさしあげますわ！」

　いきなりのことで不安はありますが、優しく理解のある上司と、そして、気の置けないライバル（自称）がいれば、仕事については問題ないでしょう。

　それにいざという時は、近この衛え騎士団最強の総隊長もいますし。

　しかし、これからホワイトクロスの方々に思い知っていただかなければいけないことが一つ。

　今の僕は、カレンさんがいなければ、本当にポンコツ同然と化していたのです。




　僕のダメぶりは、早速、配属されてからの最初の任務で露呈します。

「ハル、そっちに行きましたわよ！　攻撃魔法をお願いいたしますわ！」

「っ、了解……！」

　切り込み役として、魔獣の群れへと突っ込んだマルベリが、僕へ向かって魔法を放つよう言ってきました。

　小隊の構成は、前衛をマルベリ、その後ろに中衛として前衛の補助と攻撃魔法を担当する僕、その後ろに回復役として後衛でサクミカさん、最後尾に総隊長がいました。

　ブラックホークのようにソロ活動上等ではなく、きっちり役割分担されています。なので、自分の仕事をこなせば問題ありません。

　ですが──。

「っ、魔法の軌道がずれ……」

「!?　ひうっ……！」

　魔獣に狙いを定めて放ったはずの攻撃魔法が、味方のマルベリに当たってしまいました。彼女の剣技から逃れた敵を撃つため、高精度かつ高威力で相手を無力化するライトニングという魔法。

　装備していた鎧の性能がよかったのと、僕のミスをいち早く察知したマルベリが咄とつ嗟さに反応したため、直撃は避けられましたが、それでも胴体をかすっていった稲妻の影響で一時的に身動きが取れなくなりました。

「ハル君、魔法を放つときの標的の設定を間違っているわよ！　味方への誤射なんて、授業で最初にやっちゃダメって言われるところでしょう！」

「くっ、すいません！　じゃあ僕がかわりに前へ……」

　と、僕は慌てて剣を抜こうとしますが、もう時はすでに遅く。

「下がれ、ハル。後は私がやる」

　僕たちめがけて殺到しつつある魔獣たちの前に壁のように立ちはだかったのは総隊長でした。

「ふんッ──！」

　総隊長が軽く大剣を振るった瞬間、十はゆうに超えるであろう敵の群れが、一瞬のうちになぎ払われました。

　剣の一振りによって発生した旋風が、魔獣たちをはるか遠くへと吹き飛ばしたのです。

「殲せん滅めつ完了だな。サクミカ、マルベリをすぐに回復させてやれ」

「！　は、はい」

　介抱すべくマルベリのもとへ駆け寄る際のことでした。

　僕の魔法で負った負傷……横切ったサクミカさんの憐あわれむような視線が余計に辛く感じました。







「……ああもう、なにやってんだろ」

　ダメダメな状況は変わらないまま、ホワイトクロスでの数日が過ぎ去っていきました。

　もちろん、やる気がないわけではないのです。上手うまくいけばカレンさんのところに戻れるのですから。

　ですが、そうやって頑張ろう、頑張ろうと思うたびに、なぜか体がかちこちに固まって動けなくなってしまうのです。

　指示通りに魔法を、命令通りに行動を。

　そして、失敗する。

　ふと思い出すのは、ブラックホークでのこと。

「そういえば細かい指示なんてなかったな……『敵が出たから行ってこい』とか『お前一人でなんとかしろ』とかそんなんばっかりで」

　あまりにもひどすぎて、笑ってしまいます。

　たった一人で任務に駆り出されて、ひいひい言いながらこなしては、また次の場所へ。

　失敗したらもちろんカレンさんに怒られます──この役立たず、お前のかわりなんか幾らでもいるんだぞ、と。

　でも、今はそれがひどく恋しかったりします。

「あ……これやばい」

　今にも瞳にこみあげるものを感じて、僕は急いで顔に力を入れました。

　弱音を吐いたらいけない。ここで踏ん張らないと、このままずるずるといってしまう。

　今はまだ『そのうち慣れるだろう』と大目に見られていますが、これがしばらく続くようであれば、今度は騎士団にすらいられなくなってしまう。

　頑張らないと、頑張って、またいつもみたいにカレンさんを──。

　でも、なんでだろう。

　どうしても、力が入ってくれない。

　ずるずる、ずるずると壁にもたれ、膝ひざを抱えて座り込んだまま動けない状態が続いていると、

「……ハル、か？」

「え？」

　ふと、僕が見上げた先にあったのは、今、僕が一番見たかった人の顔でした。

「え、え……そんな、なんでここに」

「なんでって、それは、ここが第四分隊うちに行くための地下階段の前だから、だが……」

　どうやら、ぼうっとしすぎて自然と元の場所へと足が向いてしまっていたようです。

　これが多分、帰巣本能というやつなのでしょう。

「ハル、お前泣いて……」

「っ……や、やだなあそんなわけないじゃないですかあ。僕がいなくなって皆みんな苦労してるだろうなって心配になって、様子を──」

「ハル」

「だから、その、泣いているとか、そんなことがあるわけ──」

「ハルっ！」

　そう言って、カレンさんが僕のことを強引に引き寄せ、そして抱きしめました。

「もういい、もういいから。強がるな」

「でも……みんながこっち見て」

「気にするな。今はそんなことより、お前が一番大事だ」

「──！」

　その言葉で、それまで耐えて、我慢していたものが、ぽろりと頰をつたってこぼれ落ちました。

　それ以降は、もうどうやっても止まりませんでした。

　初めて、カレンさんの前で涙を見せてしまいました。大泣きでした。

「隊長、ごめんなさい。僕、僕っ……」

「何も言うな。話は後でちゃんと聞いてやる。だから今は我慢なんてせず、思いっきり私の胸で泣け。汚してもいいから」
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「はいっ……」

　その言葉通り、カレンさんは、部下の方から冷やかされてもからかわれても、じっと僕を胸の谷間におさめたまま、日が落ちて夜になるまでずっと、僕のことを抱きしめていてくれたのでした。







「ほら、これでも飲め。少しは落ち着く」

「はい……ありがとうございます」

　夜になって泣き止んだあと、僕はすぐにカレンさんの自宅へと連れていかれました。

　久々にお邪魔したカレンさんの自宅は、ゴミ一つなく、珍しく清潔な状態が保たれていました。ケルベロスにもきちんとしつけがされているようで、大人しくお座りをして尻尾しつぽを振っていました。

「ハル、どうした？　早くこっちに来い」

　そう言って、ベッドの上に座るカレンさんが、すぐ隣をポンポンと叩たたきました。

「……いいんですか？」

「来ないのか？　いつもなら躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでくるくせに」

「なら、遠慮なく」

「ああ。普段ならこんなこと絶対許さないが……今日は特別だ」

　そんなわけで、僕はカレンさんの隣に腰をおろしました。ふと、カレンさんと僕の小指同士が触れ合います。

「あの……手、握ってもいいですか？」

「ふふ、甘えん坊だな……だが、許可しよう」

　指を絡ませるように僕が手を重ねると、カレンさんが同じく強く握り返してくれました。

　まるで人間じゃないみたいに冷え切った僕の手に、じんわりとカレンさんのあたたかな体温がしみ込んできます。

「……お父さんから聞いたよ。ハル……お前のこと」

「……」

　僕を自宅に置いた後、部下に仕事の引き継ぎを頼むため職場に戻っていましたから、その時に総隊長とも話したのでしょう。

　おそらく、全部知られてしまったはずです。

「まったくあの人は……普段は強面こわもてで厳格なくせして、こういうところだけは親バカなんだから。そういうとこ、私が子供のころからずっと変わってない」

「そう、だったんですね」

「うん。確か、騎士学校の前、幼年学校に入るころだったかな……入学式。お父さん、急な仕事が入ってこられなくなったんだ。他の皆は親が見守る中、私は一人。寂しかったけど、その時はもう分隊長だったから、仕方ないって思ってたんだが……ふふ、この後、どうなったと思う？」

　そうやって総隊長お父さんとの思い出を、カレンさんは穏やかな笑顔で語っていました。

　その横顔だけで、もう十分でした。

「さっさと魔獣を退治してその足で即来たんだろう、鎧よろいを返り血まみれにして、大剣片手に乗り込んできて……会場中大騒ぎだったよ」

「隊長は、ガーレスさんのことが本当に好きなんですね」

「ああ。血のつながりはないが、私にとってのお父さんはあの人だけだ──ほら、これ」

「これは……」

　笑うなよ、と恥ずかしそうに僕に前置きしたうえで、カレンさんはベッドの脇にあった古い箱の中身を取り出しました。

　そこに大事そうにおさめられていたのは、まだ拙つたない字で書かれた古ぼけた紙。

　幼年学校時代のカレンさん作の『将来の夢』でした。







【わたしのしょうらいの夢は、とてもかわいいおよめさんになることです。




　本当は、おとうさんと結こんしたいんですけど、それはむりだよっていわれました。




　なので、おとうさんみたいにすきになれるひとを、みつけたいと、おもいます】







　大部分は端折はしよらせていただきましたが、他にも『こんなデートをして』とか『新婚旅行はこんなところに行って』などといった、それはそれは女の子らしい文言が並んでいました。

「……改めて思い返すと、顔から火が出るくらい恥ずかしいな。今の状況から考えると、真逆だ」

　カレンさんはそうやって自じ嘲ちようしていますが、僕はそうは思いませんでした。ほんの少し進む道が違っているだけで、カレンさんは間違いなく、この作文のときのような純粋な心を持ったままの女の子のはずです。

　そしていつでも、カレンさんは、騎士ではなく、そちらの道を選ぶことができるのです。本来は。

「全部聞いたよ、ハル。その……お前の私に抱いている気持ちのことを。一回断ってしまったのに、変わらず私のことを想ってくれた。嬉しかった。婚期を逃したこんな私でもいいんだって」

　でも、と。

　好きと言ってくれて嬉うれしい──そう言ったカレンさんの顔は、とても辛そうでした。

　カレンさんは、僕のほうをしっかりと見つめ、そして。

「……すまない、ハル。君とは付き合えない」

　僕の交際の申し込みを、正式に断ったのでした。

　この話の流れになった時点で、なんとなくそうなるだろうと予想はしていました。でも、やはりショックでした。

「……なんで、ですか？」

「私はお父さんのことが大事だ。だから、それを裏切るような真似はできなかった……それだけだ」

　交際、婚約、そして結婚。付き合いが深くなれば、当人だけよければいいとは限らなくなります。

　カレンさんだって、きっと僕のことが嫌いなわけでは……むしろ、かなりの好意を寄せてくれているはずです。

　そんなことはとっくにわかっているのに。

　じゃあ、胸に沸き起こるこの嫌な感情はなんなんでしょう。

「正直に言ってくださいよ。本当のこと、言ってくれていいんですよ？　結局は、僕のことが、嫌いだからなんでしょう？」

「そ、そんなことっ……！」

「噓です。本当は、これまでの僕のセクハラだって、ただ対応に困って我慢してただけ。嬉しかった、ってのも、どうせ噓。そっちのほうがただ突っぱねるよりもいいですもんね？　ここにいないお父さんのせいにしておけば──」

　と、相手へと早口でまくしたてていたところで、ぱしん、と乾いた音が響きました。

　瞳ひとみいっぱいに涙をためたカレンさんが、僕をビンタしていたのです。

「……お前は、私がそんな器用な人間だと思うのか」

　思いません。不器用だからこそ、カレンさんは僕に見つかるまで一人だったのですから。

　でも、それを口にすることができませんでした。

「隊長、もう一度聞かせてください。隊長は僕のこと、嫌いですか？」

「……」

　カレンさんは、その問いにただ俯うつむくだけでした。

　何の障害もなければ、カレンさんは首を横に振るでしょう。ここまで来て、カレンさんの気持ちがわからないほど、僕はバカな朴念仁ではありません。

　しかし、カレンさんにそれはできません。『好き』なら、親の反対を押し切ってでも僕と付き合って、『嫌い』なら、完全に僕のことを拒絶しないといけないと思っている。

　だからカレンさんは、沈黙することしかできないのです。なんて不器用で、なんていじらしい女性でしょうか。

　そんな人が、どうしてあきらめないといけないのでしょうか。

「ごめん、ハル。ごめん……私は、とんでもない意気地なしだ」

「……話は、これで終わりですね」

　力なく俯いてすすり泣くカレンさんの手を振りほどいて、僕は、逃げるようにしてカレンさん宅を後にしたのでした。







[image: 年下に未練たらたらの女騎士が可愛い]







　カレンさんに、振られた。

　その事実は、僕のメンタルを再起不能に陥れるだろうと思っていました。

　少なくとも、数日前にカレンさんから逃げたときは。

　未いまだにショックを引きずっているのは間違いありません。事実、もう何度もカレンさんに頰を叩かれた夜のことを、夢に見ているのですから。

　ただ、意外だったことが、一つだけ。

「ハル君、お疲れさま。今日はすごく良かったわよ。連係もばっちりだったし……そうですよね、総隊長？」

「ああ、最初はどうかと思ったが、ようやくウチのやり方に慣れてきたな」

　定時で仕事を終えて、帰宅の準備をしているところで、サクミカさんと総隊長に声をかけられました。

「そうですね……ブラックホークの時の癖がようやく抜けてきました。これからは、皆さんのお役に立てると思います」

　これまでホワイトクロスでダメダメだったはずの僕でしたが、その日を境に元通り仕事ができるようになっていったのです。

　カレンさんのもとに帰る意味がなくなってしまって、頑張る必要がなくなったからでしょうか。総隊長やサクミカさんの細かい指示にも忠実に、寸分の狂いもなく任務を遂行していました。

　前みたいに迷惑をかけることもなく、ただ、淡々と。

　仕事に関しては概おおむね順調でした。元職場とは違って勤務時間は厳しく管理されていて、隊員の健康状態には細心の注意が払われています。

　給与体系も若干変わり、手取り額も増えました。

　それだけ考えれば、幸せなのかもしれません。

「ハル……ちょっとよろしくて？」

　定時終了の鐘がなった瞬間に荷物をまとめて帰ろうとしたところに、マルベリが声をかけてきました。

　そういえば、あともう一つ変わったことがありました。

　最近、彼女が僕に話しかけてくることが極端に減ったのです。仕事中、最低限の報告や連絡はありますが、本当にそれだけ。

　いつもは、高笑いをしながら僕に勝負だなんだと突っかかってくるのに。

　顔も、なんとなく不機嫌に見えますし。

「なに？　僕、もう帰りたいんだけど」

「ハル……あなた、どうしちゃったんですの？」

「は？」

　彼女の言っている意味がわかりませんでした。

　どうしたもこうしたも、僕は普通です。少なくとも、副隊長であるサクミカさんや総隊長からはそう思われているはずです。

「どうしたって、特になにもないだろ？　むしろ、どうかしてたのは『以前の僕』……実際、君にも怪我させたり、迷惑をかけた」

「それは、そうですけど……でも、今のあなたは、前のあなたとはまるっきり違う気がして」

　こういうところだけは妙に鋭いのは、さすがに自称ライバルといったところでしょうか。思った以上に、僕のことを観ています。

「ハル……何か悩み事があるんなら聞きますわよ？　こんな状態のあなたに勝ったところで、嬉しくなんてありませんし」

「僕は最初から君と勝ち負けなんて競ってないし、勝利宣言するならご勝手にどうぞ。ってか、たとえ悩みがあっても、君には関係なんか──」

「関係ない、ですって……？」

「そうだよ。友達でも恋人でもないくせに、勝手に人のプライベートに首突っ込むな」

「っ……！」

　僕が冷たく言い放つと、マルベリはそれっきり黙って俯いてしまいました。

　言いすぎてしまったかもしれませんが、これで少しは大人しくなってくれるでしょう。

「じゃあ、お疲れ」

　小さい声でそう言って、僕は逃げるように職場を後にします。

　もう終わったことを、いつまでも考えるなんて非効率……。

「このっ、このアンポンタンッ───ですわっ!!」

「うわっ!?」

　と、急にマルベリの大きな声が響いたかと思うと、次の瞬間には僕の背中にむけてとびかかってきたのです。

　予想外の行動に回避し損ねたぼくはそのまま彼女とともに倒れ込みました。

「ハルのバカッ、おたんこなすっ、す、すっとこどっこいっ！」

「な、なすっ……ちょっ、ええっ!?」

　なんだかよくわからない罵ば倒とうですが、普段、彼女がこんな汚い言葉を並べることはありません。

「なんでっ、なんで二人とも、私には何も言ってくれませんの？　ハル、あなたも、そして、カレン隊長もっ！」

「カレン隊長、も？」

「そうですわよ！　どっちも最近人格が入れ替わったみたいに気持ち悪くなって……私だって心配なのに、それなのに『終わったことだから』とか『もう関係ない』とかって……！」

　馬乗りになって僕の体を揺さぶるマルベリの瞳にはじんわりと涙が浮かんでいました。

「確かに私はあなたたちの友達でも、ましてや恋人でもありませんっ、でも、それでも、私たちが『仲間』であることに変わりないじゃありませんのっ！」

「マルベリ……」

　僕は一つ考え違いをしていました。

　僕にはもう誰も味方なんていないと思っていました。マドレーヌさんも、総隊長も、そして多分カレンさんですら。

　でも、それは違いました。

　みんなが『正常に戻った』と口をそろえる中、唯一、僕のことを『おかしい』と気づいてくれるマルベリ。

　こんなところにまだ、ちゃんと僕の『仲間』がいてくれた。

「じゃあ、どうすりゃあいいっていうんだよ」

「ハル……？」

「教えてよ。時間の巻き戻し方を。なんでこうなっちゃうんだよ。『おれ』はただ、カレンさんと一緒にいたいだけなんだよ。それだけなのになんで、こうなっちゃうんだよ」

「……やっぱり、隊長と何かあったんですわね」

「……うん」

　僕は正直に打ち明けました。

　好きな人に振られた話を、同期の、しかも女の子にする。

　恥ずかしいですが、まあ、話の成り行き上仕方がありません。

「……意外ですわ。噂が広まった時、私、間違いなくハルとカレン隊長は……その、お付き合いしていると思いましたのに」

「できなかったから、今こうなっているんだけど」

　お互いが感情だけでどうにかなると思っているのなら、僕とカレンさんは今頃結婚までこぎつけていたかもしれません。

　しかし、マルベリが僕の話に納得することはなく、逆に『あなたいったい何を言っていますの？』という感じの顔をしていました。

「何かおかしいところでも？」

「いいえ。交際する時に家柄とか立場とか、そういうのを気にするのは当然ですわ。私はまだ未経験ですけれど、両親からは『騎士団で変なヤツに引っかかるな』とは言われておりますし」

　でも、とマルベリ。

「正直に言わせてもらいますけれど……見損ないましたわよ、ハル」

「え？」

　見損なった、ですか。彼女自身の基準と照らし合わせてみても『妥当』であると判断したにも拘かかわらず。

「……どういうこと？　それじゃあ肯定してるんだか否定してるんだかわからないんだけど」

「私が言ったのは、あくまで一般的な価値基準での話であって、今回の話とはまったく関係ありませんわ。私が訊ききたいのは、ハル……あなた自身の本当の気持ちですわ」

「僕の、本当の……」

「そうです。確かに、交際をあきらめなければならない要因はいくつもありますわね。家柄、職業や経済状態。でも、それだけで人の気持ちに蓋ふたをすることなんてできませんわ。ハル、あなたはカレン隊長とどうなりたいんですの？」

「どうなるって、そんなの」

「お付き合いしたい、そうですわよね？」

　僕は頷うなずきました。少し、目頭のあたりが熱くなっているのを同時に感じます。

「当たり前だろ、そんなの」

「ええ」

「カレンさんは僕のものだ」

「その調子ですわ」

　そうして、僕はマルベリに次々と今の正直な気持ちを吐き出しました。

　口に出して、きちんと自分の気持ちを自覚するために。




「カレンさんが好きだ」

「ただ、綺き麗れいだから、ってだけじゃない」

「いつもは偉そうで、人を寄せ付けないくせに、僕がちょっとからかうと慌てるカレンさんが」

「意外と乙女な一面を持っているカレンさんが」

「結構なむっつりスケベのカレンさんが」

「自分の知らない女の子としゃべっているときに、ちょっとだけ不機嫌になるカレンさんが」

「お見合いでめちゃくちゃに緊張するカレンさんが」

「実は結婚にあこがれているカレンさんが」

「たまにお姉さんみたいに甘えさせてくれるカレンさんが」

「僕の前でだけ、色々な顔を見せてくれるかわいいカレンさんが」

「僕がどこの馬の骨かすらわからない奴であっても」

「僕がカレンさんを幸せにしたい」

「それがたとえどんな手段だったとしても」




「言いたいことは、全部言えましたか？」

「うん」

「よろしい。それでこそハル……私の永遠のライバルにふさわしい騎士です」

　本音を初めて吐露した僕の胸を、マルベリは、拳こぶしでとんと軽く叩たたきました。

「ずっと、あなたのことを見ていましたもの。賢くて、強くて、ハンサムな顔して、たまにずる賢いこと考えていて……そして、こんなにも熱い。学生時代からずっとライバルだなんだと言い張ってましたけど、もしかしたら、私、本当は……」

「……マルベリ？」

「っと、なんでもありませんわ。忘れてくださいまし。さ、善は急げといいますから、その熱い気持ちが冷めないうちに、早いところカレン隊長にお気持ちを伝えてきてあげてください……なっ！」

　とん、としっかり背中を押された僕は、マルベリへむけて『ありがとう』と小さく口を動かして詰め所の外へと飛び出しました。別れ際、彼女の頰になぜか一筋の光るものが伝っていたような気がしましたが、その姿については真っ先に僕の記憶から消すようにしました。

（カレンさん、待っていてください。今度は僕が、カレンさんに気持ちをぶつける番です）

　そのことを決心しつつ、ブラックホークの詰め所へと続く地下階段へ早足で向かいました。

　逸はやる気持ちを抑え、ちょうど階段の入り口に差し掛かった時のこと。

「！　ハル、ちょうどいいところに来た」

　なぜか階段の前で立ち往生をしていた総隊長が、僕の姿を認めるなり、真っ先にこちらへと向かってきました。

　とても焦っているような表情を浮かべています。

「総隊長、どうしたんです？　そんなに焦った顔をして」

「……カレンが、どこからか潜入してきた件くだんの女魔術師によって人質にされた」

「アンリさんが、隊長を……？」

　突然のことで状況を把握できない僕を無視するようにして、総隊長はさらに続けました。

「カレンの命と引き換えに相手側から要求されたことはただ一つ……ハル、君自身の身柄だ」




　ブラックホークへと続く地下階段の入り口には、すでに誰一人通れないほど強力な防護結界が張られており、どんな指折りの実力者でもその解除・突破は出来ていないようでした。

　ここまでの魔法を即席で作り上げるのは難しいことを考えると、おそらく、いつからかはわかりませんが、騎士団の誰かに化けるなりして潜入をしていて、その時のために準備をしていたのかもしれません。

　どんな手を使っても、僕を自分のものとするために。

「今、マドレーヌにも連絡をとった。応援もじきに駆けつける。ハル、今は抑えろ」

　理屈ではわかっています。今、感情的になってしまったら、それこそ策を練って待ち構えているアンリさんの思うつぼだということを。

　とにかくマドレーヌさんの到着を待ち、きっちりと結界を解除してもらってから、近この衛え騎士団全員でじっくりと対処する。

　それが定石であることぐらいは理解しています。しかし、

『……ぁ、ああぁぁ……っ！』

「隊長っ！」

　時々響いてくるカレンさんの悲鳴が耳に届くたび、僕の思考からどんどん冷静さが奪われていきました。

　こうして何もできず立ちつくしている間にも、アンリさんがカレンさんに危害を加えているかもしれないのです。

　そう思うと、もういてもたってもいられないのです。

「待て！　破魔剣それは使うな！　罠わながあるかもしれん！　強引に結界を解けば、カレンに、いや、騎士団や城にいる姫様にも何が起こるのかわからんのだぞ！」

　僕が自らの剣を手に掛けようとした瞬間、すぐさま後ろから総隊長に羽交い締めにされました。

「放してください！　カレンさんを助けなきゃ、あの人を助け出すのは、ほかの誰でもない、この『おれ』だッ──！」

　カレンさんのためであれば、僕はいつだって持てる力のすべてを発揮することができる。事実、今日の任務の時よりも比べ物にならないほど体は軽いし、力はとめどなく溢あふれ出てきています。

　今の状態であれば、アンリさんの持つ『魔眼』がいくら強力だったとしても負けることなどありえないはずです。

　それはもちろん、相手がアンリさんの時だけに限りません。

「行かせてください、総隊長。さもなければたとえアナタでもっ……！」

「むぅッ……!?」

　丸ごと覆いかぶさるようにして僕を押さえつけていたはずの総隊長の拘束が、ゆっくりとこじ開けられていきます。

　極きまっていたはずの関節の拘束はいつの間にか抜けており、僕の女の子のような細腕が、その何倍もあろうかという総隊長の腕を、なんの苦労もなく押し返していきました。

　邪魔者が居なくなれば、僕を止めるものは何もなくなります。

　後はすぐさま結界を破壊して隊長室へ向かい、そして、アンリさんからカレンさんを奪還する。

　アンリさんの抵抗ももちろん入るでしょうが、それならそれで、彼女を排除すればいいだけのことです。

　生け捕りにすることなど気にする必要も──。

「……待ちなさいな、この馬鹿ガキ」

　拘束を逃れた僕が、剣を振るおうとしたところで、僕の脳天に手刀が打ち下ろされました。

　見ると、マドレーヌさんが、暴走する僕のことを怒りの表情で見つめていました。

「……マドレーヌさんも、僕を止める気ですか」

「当たり前よ。明らかに冷静さを失っている今の君を、あっちに送り出すわけにはいかないからね」

　どうして。どうしてマドレーヌさんまでそんなことを言うのでしょうか。

　僕が、どれだけカレンさんのことを好きかだなんて、マドレーヌさんが一番よくわかっているはずなのに。

「本当は行かせてやりたいと思ってる。好きな人を助けたい、その人だけの英雄になりたい。その気持ち、わからなくもないから」

「なら、どうして」

　ダメなんですか……そう言おうとしたところで、マドレーヌさんが、僕の体を包み込むように抱きしめたのでした。

　羽毛のように温かく、そしてやわらかい。

　それは、僕が今まで一度も感じたことのないものでした。

「そんなの、君のことが心配だからに決まっているじゃない。そりゃあ、君に近づいた理由は、そう胸を張れたものじゃないけど」

　でも、とマドレーヌさん。

「カレンとのことで、大人げなく君とバカやってた時が楽しかったから。私には弟もいないし、つい余計に世話を焼いちゃったりもしたしね」

「それは……」

　わかります。でなければ、僕やカレンさんに真実は伝えなかったでしょう。

「なら、私がそう思うように、カレンだって君のこと心配しているってこともわかるでしょう？」

「あ……」

「ハル、君は私たちの目から見たらものすごくかわいいの。ちょっと生意気なところがあるけど、素直で、私たちのことをいつも頼ってくれて、いつもカワイイ笑い顔を振りまいて。もし私が独身なら、カレンがのほほんとしている間に横取りしようと思うくらいには」

　それは僕にとっても意外な告白でした。僕と接しているときも、特にそういった素振りはなかったように思えますし。

「……カレンはね、ほんのちょっとだけ歪いびつに育っちゃった子なの。親の期待に応こたえようと努めて大人になろうとする自分と、心の奥にいつまでも残っている純粋な女の子の自分がせめぎあってね」

　マドレーヌさんは続けました。

「知ってると思うけど、ハルを振った夜のカレン、ひどい状態だった。『ごめん、ごめん』って、顔ぐしゃぐしゃにして泣きついて」

　親のこと、出自のこと、年齢差や立場。

　子供のようなわがままを言いたいけれど、それを言ってしまうには、歳も、キャリアも重ねすぎてしまった。

　だからこそ、カレンさんは少女の部分を切り捨てて、無む理り矢や理りにでも大人になろうとした。

　そして、精神状態がそれほどまでに最悪だった時を狙われて、やられてしまった。

「ハル、確かに君は強い。それこそ、数十年は騎士団は安泰だと言われるぐらいにね。でも、それは君がきちんと成長したときだけ。今のままじゃ、君はいつか壊れてしまう。自分を、自分だけを犠牲にしてね。それを大人の私たちが見過ごすことなんて出来やしないんだよ」

「マドレーヌさん……」

　マドレーヌさんに、まるで母親のように優しく諭されるうち、僕の体から少しづつ興奮が納まっていくのがわかりました。

　気づくと、いつの間にか僕の頰を大粒の涙が伝っています。張りつめていた緊張が解きほぐされ、僕は、マドレーヌさんのあたたかな胸の中で嗚お咽えつをもらしていました。

「……どうやら落ち着いてくれたみたいね。それじゃあハル、もう一度聞こう。君は、これからどうしたい？」

　問いかけられた質問。

　マドレーヌさんやカレンさんの、噓偽りのない気持ちに触れた僕の答え。

「マドレーヌさん、僕に力を貸してください。カレンさんを、助けたいんです」

「……その答えを待ってた」

　僕の頭をくしゃくしゃと撫なでながら、マドレーヌさんは言いました。

「マドレーヌ正気か？　なぜハルを行かせる？　このままでは犯人の目もく論ろ見み通りに……」

「大丈夫ですよ、総隊長。犯人の思い通りにならないように、今から私たちが協力するんですから。ねえ、あなたもそうは思わない？」

「そうですわ！　乗り掛かった船ですから、私もとことんお付き合いしますわよ、ハル！」

　僕の後ろを追いかけてきていたマルベリが輪の中に入り込んできました。

　マドレーヌさん、そして今はとても頼もしく見えるマルベリ。

　二人がいれば、何とかなるかもしれません。

「……策はあるんだろうな？」

　決まりの悪い顔をしている総隊長がそう尋ねると、マドレーヌさんが頷うなずきました。

「ええ。犯人の『魔眼』の特徴を考えれば。まあ、賭かけは賭けですが」

「ふむ……」

　口元に手を当てた総隊長がほんのわずかな間の後、

「いいだろう。やって見せろ。もし何かあっても、責任は私がとる」

「総隊長」

　否定されるかと思いましたが、即決でした。

「意外か？」

「そんなことは……その、先ほどは出過ぎた真似をして申し訳ありませんでした」

「いや、謝るのはこちらのほうだ。私としても、まだ学校を卒業したての、十六の少年に大人げなかった。娘のことで余計に気を回しすぎてな」

　感情をあらわにして泣いたのは僕としても恥ずかしいことでしたが、それで総隊長の首を縦に振らせることができたので良しとしておきましょう。

「……よし、それじゃあ助けにいくとしますか。親友のよしみで、カレンにはせいぜいお姫様気分を味わってもらおうじゃないの」

　マドレーヌさんの呼びかけに、僕とマルベリは力強い頷きを返したのでした。







「隊長!!」

　結界を破壊し、僕が隊長室へ乗り込むと、荒らされた室内の壁際でカレンさんが磔はりつけの状態にされていました。

　鎧よろいは外され、肌着だけの状態です。

「う……ハ、ル……？　ハルなのか？」

　意識が朦もう朧ろうとしているようでした。外傷などはなさそうですが、毒などにやられている可能性もありますし、簡単に判断はできません。

　魔眼にやられていることは間違いないでしょう。

「やあ、少年……いや、ハル。会えてうれしい。要求通り一人で来てくれたようだし……私のモノになる決心はついた？」

　カレンさんの隣に立つ騎士の男が徐々に変わっていき、本来の姿へと戻りました。

　妖あやしい紫の瞳ひとみ。アンリさんの『魔眼』は、相変わらずの威圧感を僕に与えてくれました。

「約束なんか滅めつ多たにしない主義だけど、今回は特別。だって君は私のお気に入りだから」

「そんな約束さっさと忘れてくれてよかったんですよ？　というか、そんな約束なんか忘れて自分の家でのんびり暮らしていればいいのに」

「それは出来ない相談。何せ、君を私だけのモノにすることはすでに決定済みだからね」

「それがたとえ、どんな手段を使ったとしても──ですか？」

「当たり前」

「奇遇ですね、僕も同じですよ」

「そう、気が合うわね。やっぱり、私たちいいパートナーになれると思うわ」

　そう言って、アンリさんは、手に持っていた剣を、カレンさんの首元へと持っていきました。

「私も初めのうちは苦労したよ？　私のことをぜ～んぶ話してくれたおかげで、ここにお邪魔してしばらくは容易に手出しができなかった。特に、君の隣にダニみたいにくっついてた女騎士のせいで、ね！」

「うぐっ……!?」

　柄つかでカレンさんの顔を打ち据えると、カレンさんの肌が真っ赤に変色していきました。

「隊長!?　このッ……！」

「おっと、勝手に動くのは、良くないと思うけど？」

　僕がアンリさんに飛びかかろうとした次の瞬間、アンリさんの持っていた剣の切っ先が、カレンさんの喉のど元もとに突き付けられました。

「いくつもの毒草や毒虫の体液を抽出して作った神経毒が塗ってある。これならどんな筋肉達磨だるまの大男でも、ものの数秒で全身がマヒして、そしてそのまま死ぬ」

　人質をとって、半強制的に自分の要求を突き通す。自分のことしか考えていない、身勝手な所業です。

　これでは僕も迂う闊かつに動くことはできません。

「武器を捨てて、私の近くに来なさい」

「ハ、ル……私のことは構わないから早くその女を……がっ?!」

「あなたは少し黙っていてもらえるかしら？　今、ものすごく大事なところなんだから」

　身をよじって必死に抵抗を見せるカレンさんに、アンリさんは更なる打撃を与えました。

　このままではカレンさんも無事では済みません。

「……僕がそっちに行けば、隊長を解放してくれるんですね？」

「もちろん。そもそも私の目的はハル、君一人。君をモノにしたら、こんな息苦しい場所なんてとっととおさらばよ」

「聞くなハルっ……！　そんなことしたらお前が」

「いいんですよ隊長。振り回されるのは、もう慣れっこですから」

　言って、僕は足元にゆっくりと武器を置いてから、アンリさんのもとへ。

「ふふ、よく来たわ。いい子ね」

　丸腰状態の僕へ、アンリさんは舌した舐なめずりしながら手を伸ばしてきました。

　まるで血が通っていないかと錯覚するほどの冷たい手が、僕の頰や唇、そして顎あごを丁寧に、その質感を堪能するかのようにじっくりと撫なでていきました。

「ふうん、初めて見た時から思ってたけど、綺き麗れいな肌をしてるわね。まるで女の子みたい」

「……よく言われます」

「褒め言葉よ？　私の傍に置くんだから綺麗でないと。さ、無駄話はここまで。私、これでも忙しいから」

　会話を打ち切ったアンリさんの目が、瞬間、魔力の秘められた自身の『魔眼』を発動させました。

「あの時、し損なった命令をもう一度するわ──【ハル、今こそ、私のモノに、私だけのお人形になんなさい!!】」

　呪じゆ詛そのように、僕に対してそう念じてきました。ただの暗示魔法のはずなのに、魔力の波動が部屋中を細かく震えさせるほどです。

　武器を持たず、体の状態も本調子とは程遠い──普段の僕とはあまりにもかけ離れたポンコツの僕ですから、ただその波動を受けるだけでも、どうにかなってしまいそうでした。

　しかし、『今のハル』に、それはすべて意味のないものでした。

「ふふっ」

「なにっ……？」

　抵抗できないはずの『ハル』が笑うのを見たアンリさんの表情が歪ゆがみました。

　入念に下準備をし、戦況を丸ごとひっくり返されることないよう人質までとった。無力化したはずでした。

　それなのに、効いていない。

「なぜ効かないのかわからない……そういう顔を、して……いらっしゃいますわね？」

「え──？」

　突如少女の声に変調した『ハル』に、アンリさんは一瞬思考が止まりました。

　目の前にいるハルは本人ではなく、変化の魔法でハルに変わっていただけのマルベリ。

　そして、床に置かれた剣こそが、本当の。

「これで、終わりですっ！」

　そして、すべてに気づいた瞬間、僕の拳こぶしが、アンリさんの急所を的確に──

「──なあんて」

「!?　そっ……！」

　捉とらえた、と思ったところで、まるで予測していたかのように、アンリさんが体を捻ひねって攻撃を回避したのです。

　反撃とばかりに閃ひらめいた短剣（おそらくこれも毒込み）は、アンリさんの動きが拙つたない分、なんとか回避したものの、

【動　く　な　！】

「うくっ……！」

　続けて襲った魔眼の牙きばには、僕もマルベリも対応しきれませんでした。とっさのことでしたので、防御するための時間はありません。

「対象を勘違いさせることで魔眼による精神操作の効果を弱化させて、その隙を突いて一撃必殺を狙う……惜しかったわね。でも、そう来ることを想定できないほど、私は馬鹿じゃないの」

「くそっ……いい線いってたと思ったのに」

　いくら魔法の扱いに長たけている僕とはいえ、アンリさんの魔眼を完全に防ぐことはできない……ということは、何らかの小細工をしかける可能性が高いとアンリさんは踏んでいたのです。

　変化の魔法自体はさほど難しくありませんが、人間[image: →]別の物質、と姿形を変えるのは大変です。

　簡単に見破られないよう隠おん密みつや幻惑の魔法も複合させていますし、とにかく多くの魔力が必要になるのです。

　そして、僕への変化です。これは、僕とほぼ同じ体格で、話し方、素振りなどをよく観察していたマルベリの担当でした。カレンさんすら気づかない完かん璧ぺきな振る舞いは、僕自身ですら驚くほど。

　そうやって作り上げた隙をついて、僕が一撃で仕留める。それが、マドレーヌさんの考えた賭けの正体。

「ハル、なんて小こ賢ざかしい子……でも、このぐらい生意気なほうが、調教のしがいがあるってものね」

「誰があなたのものなんかに……僕はいつだって、隊長のものだ」

「いいえ、ハル。君はこれから私のものになるの」

「嫌だっ、あなたのものになるぐらいなら、一生カレン隊長に会えなくなるんなら、死んだほうがマシだっ！」

「私のもの、私のもの、そう、私のものに……！」

　アンリさんが懐から小さな薬瓶を取り出して、中身を一息に飲み干すと、次の瞬間、魔眼の中を揺らめく妖よう光こうが、一気に禍まが々まがしいものへ。

　一時的に魔力を高める薬でしょうか。体に相当な負担を強いるはずなのに、それほどまでに僕にこだわるか。

「んンっ、ふうっ……んふふっ。チャージ完了……さあ、ハル、こっちにおいで。大丈夫、すぐに他の女のことなんか忘れさせてあげるから」




【ハル、ワタシのモノに、なれ】




　魔眼が力いっぱいに剝むかれた瞬間、それまで抵抗していた全身の力が、あっという間にしぼんでいくのを感じていました。

　そのまま力なく倒れ込みながらも、アンリさんから瞳をそらすことは許されません。

　どうやら、ここが僕の限界のようでした。

「すいません、隊長……」

「さあ、行きましょうか？　誰にも邪魔されない、私だけのお部屋に──」




「ああ、後は私に任せろ──ハル」




「は──？」

　なので、後はカレンさんに任せようと思います。

「私の大切な部下に……いや、」

「この脳筋猿、どうして……っ!?　ま、まさかハル、君……！」

「へへっ……ようやく、かかった」

　変化の魔法で隙をついて一撃を入れるのが、マドレーヌさんが考えた作戦。

　でも、この作戦には続きがあります。

　もしそれを見破られて、僕もマルベリも攻撃できなかったときは。
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「僕は一度見た魔法なら絶対に忘れない……それは、魔眼だって例外なんかじゃない」

　カレンさんにかかった魔眼を僕の魔眼で解除し、そして拘束を解いた人質のカレンさんが、アンリさんを倒す。

　初めにアンリさんの魔眼を受けたとき、自分の魔眼でそれを防御しなかったのは、それが理由でした。

「はやっ……!?　んぐっ、このッ──！」

「私の大事なハルにっ、触るなあああああっ!!」

　そんな叫びとともに放たれたカレンさんの一撃が、ついにアンリさんを完全に撃ち抜きました。

　魔法衣には物理攻撃の威力を軽減する加護が幾重にもかかっていましたが、それは、アンリさんと僕が最初に打ち合ったときに破魔の魔法を使って破壊していました。

「か、はっ……なん、て、バケモノ……」

「ふんっ……そのぐらいでなきゃ、ここの隊長は務まらんさ」

　そのままずるずると膝ひざから頽くずおれたアンリさんの瞳ひとみから光が消え失うせたと同時に、僕にかかっていた精神操作もその効力を失いました。

　とりあえず、これにて決着です。

「……終わりましたの？」

　まだ体力に余裕のあるマルベリが、気絶したアンリさんに手を伸ばして頰を恐る恐るつんつんと指でつついていました。

　とりあえず死んではいないようですが、カレンさんの渾こん身しんの拳を食らっていますので、かなりの重傷を負っていることには違いありません。

「とりあえず、このヒトの身柄はすぐに総隊長へ持っていきますわね」

「一人で大丈夫？　僕も手伝おうか？」

「いえ、ハルはカレン隊長のほうを。こちらは引き渡しに時間がかかりそうですから……」

　言って、マルベリは僕へウインクを投げました。こんな時でも、彼女は僕に気をつかってくれたようです。

　せっかく仲間がつくってくれた二人きりの時間──ここでしっかりと決めなければいけません。

「隊長……いえ、カレンさん」

　僕は、カレンさんの前で、初めてそう口にしました。

　こんな場面で、僕はまたとんでもない行為に及ぼうとしています。

　どちらも消耗し、今すぐにでも治療が必要な状況。

　それでも、僕は今、カレンさんに伝えたかったのです。

「──好きです、カレンさん。僕の恋人になってください」

　意を決して発した僕の二度目の告白に、カレンさんの瞳が揺れ動きました。

　ですが、すぐに目を伏せて、小さく首を振ってしまいます。

「……懲りないな、お前も。なら、何度でも言ってやる。……私はお前とは付き合えない。一度した決断を覆すなど騎士としてあってはならないこと──」

「嫌です」

「え？」

　僕の言葉に、カレンさんと僕との間に流れる空気が固まりました。

　僕があまりにも子供みたいな駄だ々だをこねたのが、意外だったようです。

「……ハル、あのな」

「だから、嫌です。僕はカレンさんのことを忘れるなんて無理だし、言い訳だって聞きたくないです」

「言い訳って……意味がわからないぞ。私はちゃんと考えた上でハルに返事をしたじゃないか」

「そうじゃありませんよ。僕が聞きたいのは、カレンさんが僕のことを本当はどう思っているかです」

　ずい、と僕はカレンさんの眼前に顔を近づけます。

「カレンさんは、僕のこと好きですか？」

「す、すっ……お、おま、こんな状況で何を──」

　カレンさんが反射的に避よけようとしますが、僕はそんなことお構いなしに、さらにカレンさんのほうへ体を寄せました。

「この間から聞いてたら、カレンさんはずっと『お父さんを裏切れない』とかそんなことばっかり言って、ちっとも僕のこと『好き』か『嫌い』か、言ってくれていないじゃないですか」

「あぅ……そ、それは、だって」

「だって、じゃありません。そうやって、いつもカレンさんは逃げてばっかり。今回ばかりは、ちゃんと言ってくれるまで逃がしませんから」

「ひぅ!?」

　後ずさるカレンさんを部屋の隅にまで追い込んだ僕は、そのままカレンさんが逃げないよう、両腕で壁に手をついて囲みました。

「それで、どうなんですか？　僕のこと好きなんですか？　嫌いなんですか？　どうなんですか??」

　僕は一切視線を外さず、カレンさんの顔を見つめます。

　すでに目の焦点が微妙に合わないほど慌てていて、顔も、耳どころか、首元ぐらいまで真っ赤に染まっています。

「あの、えっと、その……」

「さあ、カレンさん。さあ！」

　きちんと答えるまで逃げられないことを肌で感じたのか、カレンさんは、しどろもどろになりながらも、少しずつ僕の方へ目線をあわせていき、そして、

「……き、です」

　ぼそり、と。

「え？　なんですって？　聞こえなかったので、もう一度言ってください」

「だ、だからっ、す……だって」

「今度は尻しりつぼみでした。ほら、たった二文字なんですから、きっちり答えて──」

「好きだよっ！　私は、カレンは、自分より十三歳も年下の男の子のことが大好きになってしまいましたあああっ！」

　カレンさんがやけっぱちになって、叫びました。

　地下全体が揺れようかと思うほどの『好き』。

「このっ、ばかっ！　そりゃ……そりゃあ気になるに決まってるじゃないかっ！　出会った端から告白してきたり、その後だって……あんなっ……あれだけわかりやすい好意を寄せられたら、だんだん気になって、そのうちお前のことばかり考えて、って、自然とそうなるじゃないか！　こちとら二十九年モノの、色恋なんて何も知らない純潔なんだぞっ、お前みたいにかわいい顔した奴に迫られたら、そりゃ本気にもなるよっ！」

　僕がそうだったように、感情が溢あふれてしまえば、すべてを出し切ってしまうまでは止まりません。

　だからこそ、僕は、カレンさんの本当の気持ちに、じっと耳を傾けました。

　仲間が僕にやってくれたことと同じように。

「嬉うれしかった……確かに、その、ショタコンだなんだって言われるのは気にしたけど……些さ細さいなことだった。他の女なんかにやるもんか、ハルは私の、私だけのハルなんだって」

　僕との関係が噂になった頃の話です。僕がアンリさんに攫さらわれそうになった時は、それはもう気が気でなかったのでしょう。

　好きな人ともっとイチャイチャしたい気持ち、とても分かります。僕がそうですから。

「二回目に断った時は、もう自分の中ぐちゃぐちゃだった……お父さんのこともあったし、色々と理由を並べてお前を振ったけど……でも、結局は未練たらたらで。……どうだ、幻滅しただろう？　近この衛え騎士団のエリート女騎士隊長なのに、新人との初めての恋が上手うまくいかなかっただけで、すぐにボロボロになった私に」

　僕は、無言で首を横に振りました。

　そんなカレンさんだからこそ、僕はかわいいと思ったし、これほどまでに好きになったのですから。

「ハル、もう一度聞かせてくれ。……私のこと、好きか？」

「はい」

　僕は答えました。もう迷うことなど、何一つありません。

「お前なら、三十という大台に片足を突っ込んでいる私なんかより、姫様でも、マルベリでも、ずっと若くて、ずっと可愛かわいげのある子と付き合えるんだぞ。それでも私を選ぶのか？」

「ええ」

「大人なのに、全然大人げないぞ？　お前が他の女の子と仲良くしてるだけで、私はすぐに不機嫌になるぞ？　すぐに死ねとかいっちゃうぞ？」

「いいですよ？」

「私と付き合うって事は、結婚を前提に付き合うってことだぞ？　いいか、結婚だぞ？　家庭をもつんだぞ？　これから遊びたい盛りを迎えるお前を『家庭』という鎖で縛るんだぞ？　それでもいいのか？」

「もちろん」

「これだけあれやこれやと質問して、予防線を張って。……わかっただろう？　私は、本当に面倒くさい女なんだぞ？　それでも──それでもお前は、私と恋人になりたい、って、そう──思うか？」

「はい。カレンさん、大好きです」

　何度聞かれても同じです。でも、僕は何度だって同じように答えてあげます。

　カレンさんが満足するまで、何度でも。

　そして、その時はついにやってきました。

「な、なら、それだったら……その、よろしく、します……」

「え？」

　一瞬何のことかわからず、僕は思わずカレンさんにそう訊きき返しました。

「えうっ……だから、あのその……不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いしますというかなんというか……」

「つまり、それは『ＯＫ』ってこと……？」

「う、うんっ……」

　羞しゆう恥ちで僕の顔を見られないのでしょう──カレンさんは、緊張と興奮で体を震わせながら、ゆっくりと、でもしっかりと首を縦に振ったのでした。

「……ひとまずみんなのところへ行きましょうか？　みんな、カレンさんのこと、心配していますから」

「……ん」

　僕が手を差し伸べると、カレンさんは迷うことなく指をからめて来ました。

　ブラックホーク隊長を務める『難攻不落』のエリート女騎士。

　そんな異名も持っているカレンさんが、新人の僕の攻めに、ついに陥落した瞬間でした。

　かわいい。
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「はあ……」

　二人手をつないだままゆっくりと階段を上っていると、僕の耳元に、そんなカレンさんの溜ため息いきが聞こえてきました。

「どうしたんですか、カレンさん？　さっきまで気持ち悪いぐらいに幸せ顔だったのに」

「気持ち悪いって……いやその、ちょっと現実に引き戻されてな……これからどうしたもんかな、と思ってさ。生活のこととか」

　さすがカレンさん、すでにこれからの日常に思いを馳はせているようです。

　浮かない顔をしていますし……いったい何を懸念しているのでしょう。

「だって……お前の告白を受け入れる、ということはつまり、お父さんとの約束を反ほ故ごにするということじゃないか。そうなれば騎士団には居られない……でも、まあ、お前とだったらいいかな？　とも思うが」

「ん？　カレンさん何を言っているんですか？　騎士団を辞める？　そんなのダメに決まっているじゃないですか」

「え？」

「え？」

　どうやら、お互いの考えに齟そ齬ごがあるようです。しかも、カレンさん、とんでもないことを想像しているようで。

「ちが、うのか？　その、私……てっきりこのまま、その……お前と」

「駆け落ち、ですか？」

「……うん」

「ああ……」

　やはりそう来ましたか。いや、そう考える気持ちもわかります。ここまで盛り上がってしまったら、周囲の影響とか反対とか、そんなの全部振り切って世界の果てまで逃避行！　な気分になるのも。

　でも、僕はちょっと違うことを考えていました。

「ち、ちがうの、か……？」

「えっと、そうですね。違います」

「…………」




　ボカッ！




　殴られました。

「痛い!?　ちょ、いきなり拳げん骨こつはやめてくれませんか？　これでも消耗してフラフラなんですよ!?」

「う、うるさい馬鹿っ！　わ、私はてっきりそうなるもんだと……仕事を辞めた後、当面は私の貯金でなんとかなるかな、とか、この国を出て、誰も知らないところで小さなパン屋さんを夫婦で営むのもいいな、とか。……かっ、返せ！　そんなありきたりな恋愛小説のエンディングを、本当に実行しようとした私の純情を返せ！」

　すっかり現実に引き戻されたカレンさんが、僕の頭をぽかぽか、いや、ボカボカドスドスとやってきます。

　あの、これ以上は本当にやめてください。頭の形が変わってしまいます。

「じゃあ聞きますけど、お義父とうさんと本当に喧けん嘩か別れしてもいいんですか？　駆け落ちしたら、多分二人の性格的に一生会う事はなくなっちゃいますよ？」

「う……それは、確かに嫌だが……じゃあどうすればいいんだ？　お前と、お父さんと、私はどちらを──」

「両方選べばいいんじゃないですか？」

「えっ？」

　僕の言葉に、カレンさんはきょとん、とした顔になりました。

　わかりにくかったみたいなので、もう少し詳しく説明します。

「あきらめる必要なんかないんですよ。今の地位も、仕事も、そして恋も。全部選んじゃえばいいんです」

「か、簡単に言うな！　お父さんの頑固ぶり、お前も十分知っているだろう。ハンマーを振り下ろしても絶対かち割れないぞ、あの人の石頭は」

　カレンさんの言う通りです。カレンさんですら、たった一言の『好き』を引き出すのに苦労したのです。その親であるガーレスさんを翻意させるのは、相当難しいに決まっています。

　実は本当は血がつながってたりして……と思いたくなります。

「あの、カレンさん。ちょっと僕の考えを聞いてもらっていいですか？」

「！　お前、それ──」

　僕が懐よりのぞかせた一通の書面。そこに書かれている内容。

「隊長……僕、騎士を辞めようと思います」







　カレンさん人質事件が終息を迎えてから、およそ一週間後のこと。

　カレンさんへ『騎士を辞めます』と、退団願を手に堂々と宣言したはずの僕でしたが、相も変わらず騎士を続けていました。

　もちろん、ブラックホークの新人騎士として。

「お帰り、ハル。午前の任務お疲れさま。そろそろお昼にする？　作ってきたから、一緒に食べようか」

　任務終わりの僕を詰め所で出迎えてくれたのは、なんとマドレーヌさんでした。

　着ているのは、魔術研究所の魔法衣ではなく、黒地に灰色の鷹たかの刺し繡しゆうが入った、ブラックホーク所属の魔術師を示すもの。

　マドレーヌさんですが、なんと自ら志願してブラックホークへ中途配属となったのです。階級は副隊長。カレンさんの下です。

　元々ブラックホークは万年人手不足ですので、有能な魔術師であるマドレーヌさんが加入してくるのは大変有り難いです。

　カレンさんの補佐役、というのが表向きの理由。裏向きの理由は、もちろん僕です。

「ありがとうございます、いただきます。って、あれ？　隊長は、どこいったんですか？」

「ああ、カレン？　アレなら、早朝から遠いところに行かせたよ。隊長のくせして最近弛たるんでたからね。鍛え直さなきゃ」

　現在、事務方の仕事は全部マドレーヌさんが一手に引き受けているため、ブラックホークの実権を握っているのは、実はこの人だったりします。

　適切な人員配置、適切な任務選定……彼女のおかげで、ちょっとですが労働環境すら改善しつつあるその手腕に、異を唱える人は誰一人いませんでした。

　その分、ここぞとばかりにカレンさんへしわ寄せがきているのですが。

「ということで、邪魔者も排除したことだし、あとは二人きりでゆっくり」

「……おい、こら」

　マドレーヌさんが、ちょっといやらしい手つきで僕の肩へゆっくりと手を回してきたその瞬間、カレンさんが入り口の側に立っていました。瞬息で任務を終わらせ、そして全速力で帰還してきた──そんな感じです。

「なぁにが『二人きりでゆっくり』だ、この浮気妻！　ショタコン！」

「は？　どっちが。私は栄養が偏りがちな独身のハルの体調を考えて、バランスのいい食事を作ってきてあげただけよ。勘違いするのはやめてほしいわね──ちっ」

「おいお前今舌打ちしたか？　おい……ってこっち見ろマドレーヌ！　お前の旦那に『おたくの奥さんやってますよ』って差出人不明の手紙を送りつけるぞ」

「まあまあ、お二人ともちょっと落ち着いて……」

「「ハ　ル　は　ち　ょ　っ　と　黙　っ　て　て　？」」

「はい……」

　ということで、お姉さま二人に囲まれて、若干やかましい日常となったわけですが。

　なぜそうなったのか、ほんの少しだけ日をさかのぼることとしましょう。




　　　　＊　　＊　　＊




　騎士を辞める宣言をした、次の日のこと。

　僕は一人、姫様の私室へと向かっていました。

　学生時代に何度かお邪魔しましたが、騎士になってからはもちろん初めてです。

「ハル様、お待ちしておりましたわ」

　私室なので、もちろん鎧よろいのほうは来ていません。綺き麗れいな、薄い桃色のドレス。

　いつもは僕を見るなりかわいらしい笑顔を向けてくださるのですが、さすがに今日はその顔にも翳かげりが見えていました。

「申し訳ありません。今日は、お忙しいところ時間を作っていただいて」

「気にしないでください。滅めつ多たにないハル様からのお願いなら、大したことはありません。ガーレスも、そうは思いませんか？」

「……私に話を振られましても」

　部屋には、もちろん総隊長もいました。僕が、姫様に総隊長も呼んでいただくようお願いをしたのです。

　僕がお願いして無理でも、騎士団の頂点である姫様のお願いなら、その部下である総隊長も従わざるを得ません。

　もちろん、姫様は全てを知っています。

　そのうえで、僕と総隊長が一対一となる場を作ってもらったのです。

「総隊長……いえ、ガーレスさん。今日は、上司部下ではなく、一人の男としてお願いに来ました」

『カレンから手を引け』と言われた一度目。ですが、それであきらめるほど、僕はできた人間ではありません。

　それに、カレンさんにはもう『どっちも選んでいい』なんて格好つけてしまいましたし。

　だから、頑張らないと。

「ガーレスさん、僕とカレンさんの交際を認めてくれませんか？」

　意を決した僕の一言に、場の空気が静まり返りました。

　僕と、そして姫様の視線がガーレスさんへ。

「……結婚を前提に、ということか？」

「カレンさんの年齢を考えれば、そうです。覚悟は出来ています」

「それで、これか」

　ガーレスさんの手にあるのは、騎士団を辞める意志を示した退団願。

　直属の上司であるカレンさんから、総隊長であるガーレスさんの手に届けられたものです。

「今すぐ辞める、というわけではもちろんありません。もし僕に何か問題があれば、すぐにでも追い出してもらっていいと」

「決意表明ということか……カレンのほうはどうする？」

「その時は、僕のほうから去ります。騎士団を辞めるようなことがある時点で、カレンさんを幸せにする資格なんて、僕にはありませんから」

「あの子から逃げるのは大変だと思うが、それでもか？」

「ええ。幸い、逃げ足には自信がありますから。……地の果てまで来られたら、ちょっと対応できないかもしれませんけど」

「だろうな。……あれをそういうふうに育てたのは、私だ」

　ふっ、とあきらめたように笑ってガーレスさんが椅子に座りました。

　今までじっと見つめる機会はありませんでしたが、こうして見ると、肉体のほうはともかく、重ねた歳が皺しわとなって顔に刻まれていました。

　これが、僕の知らない父親の顔というやつなのかも。

「……まったく、とんでもない物好きもいたものだ。いくつになっても私の背中を追いかけてくる頑固な娘と、それ以上に頭の固い父親がいる家庭に積極的に首を突っ込んでくるとは」

「そうですね、自覚はしています。でも、」

　だからこそ、かけがえのないものに出会えた気がします。

　好きな人、友人、好敵手、そして仲間。ブラックホークでなければ、多分得られなかったものです。

　色々なことを経験しました。辛いこと、悲しいこと。情けなく泣いたりもしました。

「──今は、楽しいです。とても。だから、」

　僕は笑いました。自分の顔がどうなっているかはわからないので、ちゃんと笑えているかは心配ですけど。

「もう一度僕を、ブラックホークに、カレンさんの側に置いてください。お願いします」

　言いたいことは伝えました。僕のターンは終わりです。

　あとは、相手がどう出るか。

「……」

「ハル様はこう言っていますが……ガーレス？」

「……姫様は、どう思われているのですか？」

「あなたの判断は妥当、だとは思います。さらに言えば、即座に軟禁させてもいい。このまま放り出して野盗化するのもまずいですから。ハル様に限ってそれはないでしょうけど」

「しかし、姫様は、そうするつもりはないと」

「ええ。だって、私はハル様の味方ですもの。大人だらけの城の中で唯一といっていい同年代のお友だちであり、そ、そして、もっともおし、お慕い……ああもう、ガーレスったら、私になにを言わせる気!?」

　急に『キャー！』っと一人盛り上がって、ガーレスさんの腕を叩たたく姫様。

　軽く拳こぶしで叩いたような動作でしたが、ものすごく鈍い音をさせていました。ガーレスさん、何気に痛そうです。

「おほんっ、ま、まあそれは置いておくとしても、ハル様は信用していい方だと思います。何があっても、この国を、あなたを、カレンを、仲間たちを絶対に裏切らない……そんな予感がするんです」

「それは、ただ単に姫様がハルのことを贔屓ひいきしているからそう思うだけでは……」

「そうですね。でも、それが惚ほれたものの弱み……ってもう！　またあなたって人は！」

「んごほっ……！」

　今度は正せい拳けん突きが腹部に。いくらガーレスさんが無抵抗だとはいえ、もしかして、姫様って実はものすごくお強いのでは。無自覚のようですけど。

「わ、わかりました……姫様がそこまでおっしゃるのであれば……」

「えっ、それじゃあ……！」

「か……勘違いはするな。君の最後の願い通り、いったん全てを初めに戻すだけだ。もしその先を望むのなら、これからの働きで証明してみせろ。それが、私からの条件だ」

「っ……は、はい！」

「はぁ……あの子といい、姫様といい、ハルといい……これだから若い者は……」

　結局は姫様の後押し（物理）のおかげかもしれませんが、最終的には丸く収まったのではないでしょうか。雨降って地固まるというか。

　姫様にはいつかお礼をしなければなりませんが、

『まあ、私は第二夫人にばんめでも全然……』

　という問題発言だけはスルーしておこうと思います。




　　　　＊　　＊　　＊




　そして、再び現在に戻り。

「ハル？　おい、ハル？」

「あ、すいませんカレンさん。ちょっとボーッとしてて」

「まったく……今日の主賓なんだから、しっかりしてくれよ？」

　今日開かれるのは、マドレーヌさんの歓迎会と、そして僕のブラックホーク復帰を祝うものでした。マルベリも、もちろん参加しています。

「さてと、ではそろそろ乾杯といきたいが、今日は特別にその役割をハルにまかせようと思う。みんな、それでいいな？」

　異論なーし！　という言葉がどこからか響き、会場はより一層和やかな雰囲気につつまれました。

　カレンさん、マドレーヌさん、マルベリ他全員の目がこちらへ向く中、僕は『こほん』と一つ咳せき払ばらい。

「え～っと、そうですね……みなさん仕事終わりで、喉のどもカラカラでしょうから、一言だけ、みなさんが知りたくてしょうがないことを発表しようと思います──」

　結局、僕が一体何者なのか、それはまだわからずじまいです。

　そんな自分自身を、たまに不安に思う時があります。恐ろしくなるときもあります。

　でも、今は隣にカレンさんがいます。新しくできた仲間もいます。なので、何かあったら助けてもらおうと思います。

「みなさん！　ベッドの上のカレンさんは、これでもかってぐらいめちゃくちゃかわいかったです！　乾杯[image: !!!]」

『『『かんぱ～い[image: !!!]』』』

「ぶっ……!?　こ、こらハルっ!!　なんで今そんなこと言った!?　ちょっとこっちに来て……ってこら逃げるな～ッ！」

　初めて結ばれた時のことを暴露され、慌てふためきながら僕を追いかけるカレンさんを見て、改めて思いました。

　ああ、やっぱりカレンさんはかわいいなあ、と。
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「えへへ、カレンさん」

「……なんだ」

「カレンさん」

「だからなんだよ」

「えへへ」

「……気持ち悪い奴だな。あと、職場では変わらず『隊長』呼びだって、二人で決めたはずだ」

「え～、今日はもう仕事終わりじゃないですか。隊の皆みんなもいませんし」

「それでもだ。家に帰るまでが仕事」

「カレンさんのけち」

「隊長、だ！」

　その後も、僕たちの交際は、順調そのものでした。

　別々の場所での勤めだと、時間によってはすれ違うこともありますが、僕たちは常に一緒です。

　常に僕はカレンさんを見て、逆にカレンさんは僕のことを見ています。

　窮屈だと思ったことは一度もありません。むしろ、もっと二人で過ごしたい気分です。

　そんな僕の気持ちを、カレンさんは知ってか知らずか。

「なあ、ハル。その、さ……」

「はい？」

「ここに、名前を書いてほしいんだ。その、私の部屋の同居人の欄にさ」

　頰をぽりぽりとかくカレンさんがとある書類を差し出してきました。

「一人で住む契約を、二人へ変更する……まさか、これって」

　カレンさんが頰を赤らめて小さく頷うなずきました。

「うん……その、そろそろ一緒に住んでもいいかな、と」

　願ってもない同どう棲せいの申し出でした。

　僕は騎士団の寮に一人で入っている状態ですが、所属先の上司が許可を出せば退去が可能です。

　僕の上司はカレンさんなので、準備が整えば、いつでも転がり込むことができると。

「お父さんからは、勝手にしろって。だからその、お前がもしよければ──」

　言い終わる前に、僕は光の速さで紙にサインをしました。

「どうぞ！　荷造りはもう終わってますので！」

「そ、そうか。なら、よかった……えへへ」

　同棲の申し出も成功し照れ笑いのカレンさん。なんだかんだ、笑い方も僕に似てきた気がします。

　全てが順風満帆の、僕とカレンさんの船出、

　と思われたのですが。




「……二人とも、ちょっと盛り上がってるところ申し訳ないんだけど」

「？　あれ、副隊長」

　先ほど仕事を上がったはずのマドレーヌさんが、苦い顔をして立っていました。

　手に、白い封書を持っています。

「どうした、マドレーヌ？　緊急の任務か？」

「そっちじゃないのよ。あ、いや、ある意味そうか……」

　そう言って、マドレーヌさんが、申し訳なさそうに僕のほうを見ました。

「ハル……言いにくいんだけど、あなた」




「お、いたいた。おーい、ゼナ！　見つけたよ、こいつだこいつ！　間違いない」

「……勝手に走ったら、迷惑」




　マドレーヌさんが重要なことを言いかけたところで、二人の少女が、マドレーヌさんの脇をひょいっとすり抜け、部屋の中に入ってきたのです。

「え、なにアンタたち、ちょっ……」

　おそらく僕とそう変わらない年代の子たち。

　騎士団の誰かとも思いましたが、褐色肌と、それから王都では見かけない変わった戦闘衣を身に着けています。

「……あの、君たちはどちら様で？」

「え、なに、アンタ聞いてないの？　これから私たちのモンになるってのに……なあ？」

「……そうだね」

　何を言っているのか僕にはよく理解できませんでした。

　カレンさんを見ますが、やはり同じく意味がわからないようでふるふると首を振っています。

「……やっぱり先に行ってしまってたのですね。もう、あの子ったら……側近にどういう教育をして」

「？　姫様まで」

「……こんにちは、ハル様。お元気そうでなによりですわ」

　僕を前にすると大抵笑顔になる姫様ですが、今は少し浮かない様子です。

「……マドレーヌからはまだのようですね。では私のほうからお話しいたしましょう。ハル様、それから……カレン」

　マドレーヌさんから紙を受け取り、姫様が僕たちへ向けて言いました。

「ハル様……申し訳ありませんが、来週からしばらくの間、この子たち二人のいる国の騎士団、その指揮官になっていただけないでしょうか？」

　二人のいる『国』……ということは他国への赴任です。そして、さらに。

「騎士団、っていうか戦士団かな。女だけの」

「お、女だけ……!?」

　女だけ、という言葉に過剰に反応するカレンさん。




　順調かと思われた僕とカレンさんの船出でしたが、どうやら穏やかにはいってくれないようです。







[image: あとがき]




　さて、『年上エリート女騎士が僕の前でだけ可愛い』をお手に取ってくださいました読者の皆様、はじめまして。たかたと申します（※ジャ〇ネットとは特に関係ありません）。

　今回、あとがきのスペースをほんの少しばかり頂ちよう戴だいいたしましたので、ちょっとした裏話などをさせていただき、４Ｐという意外に広い空間を埋める口実にしたく思います（あ、本当は嬉うれしいんですよ！　本当ですよ！　担当さん！）。




　本作は、去年の12月に開催された『第四回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト』のラブコメ部門にて大賞を受賞した作品となります（旧題は、『すべてをあきらめた女騎士がかわいすぎる件』です）。

　今回、こちらの作品で受賞し、スニーカー文庫という歴史あるレーベルでデビューまでさせていただいた訳ですが、実はこちらの作品、応募はさせていただいたものの、正直なところ、受賞を狙っていたわけではありませんでした。

　旧題にて連載を始めたのが、一昨年おととしの十一月。

　本作のヒロインであるカレンが生まれた時点で、わりとすんなりと書きあがり、さて投稿して書籍化うへへ、となりましたが、案の定、初めのうちはそれほど読まれることなく、ネットの川底でひっそりと揺蕩たゆたっておりました。

　途中、水面に浮かび上がる機会を奇跡的に得、多少は人の目につくようになったものの、だからといって、お声がかかるほどでもありません。




　同時期に始まった作品が次々と書籍化し、後から始まった作品にはあっという間に追い抜かれる。

　そんな中、再び自分の作品は澱おりとなって底に沈んでいくわけですから、まあ、多少腐っていたわけです。

　本作の旧題どおり、私も『あきらめて』しまっていました。

　今回の応募限りで、この作品でどうこうするのは終わりにするつもりだったのです。

　しかし、ここからが違いました。




　実際に応募し、運よく中間選考に残ったと思ったら、最終的に受賞、しかも各部門で一人しか出ない大賞ですから、それはそれは驚いたものです。

　ちなみに、その連絡を受けた私の第一声は『え？　そっち？』でした（もう一作出していたものがあったので、最初はそちらが受賞したものとばかり思っていたのです）。

　作者自身ですら投げ出してしまった中、ただ一人、この作品の主役であるカレンだけは『あきらめていなかった』のだと、この時、ふと思ったものです。

　アラサーのエリート女騎士という初めて書いたキャラが、まさかここまでの力をもっていようとは……すごいぞ、カレンさん。

　今でも自分に受賞できるだけの実力があるとは思いません。すべてはカレンさんが引っ張ってくれたおかげです。

　一度は底に沈みかけた自分を引っ張り上げ、そして、水面の外へ連れ出してくれた彼女が、ここからどんな景色を見せてくれるのか。

　それを、ハルやカレンたちから離れたところで見届けさせていただこうと思います。




　さて、柄にもなく真面目な話を終え、ちょうどいい塩あん梅ばいで行の調整ができたところで、以降は出版にあたりお世話になった方々への謝辞を。




　まずは、こちらの作品を大賞に推していただき、書籍化の手を挙げていただいたスニーカー文庫編集部および、担当編集宮川様。

　書籍化にあたり、一から十までしっかりとアドバイスをいただいたことで、初めての改稿作業も問題なくこなすことができました。最初の打ち合わせで『文字数をコンパクトにしましょう』と決めたのに、いざ終わってみれば削るどころかページ数が増大していたという謎現象を起こしてしまい申し訳ありません。今後もお目こぼししてもらえると助かります。

　あとは、なんといってもイラスト担当のあるぷ先生。ちょうどお忙しい時期であったにもかかわらず、快く引き受けてくださり感謝しかありません。改稿の際、先生からいただいたカレンのラフに大きな力をもらった気がします。

　絵に関しては素人で、今後もふわっとしたデザイン指定でご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお願いいたします。

　そのほか、今回、本作の正式タイトルの決定に関しては、担当のほか、スニーカー文庫編集部すべての皆様にご意見をいただきました。ご迷惑をおかけしました。この場を借りて、作者である私からもお詫わびと、それから御礼を申し上げます。

　そして最後に、詳しいことは何一つ言えないのに、ただただ自分の話に黙って耳を傾けてくれた友人であり聖人でもあるＫ氏。あとがき出演ＯＫありがとうございます。おかげで三行埋まりました。

　さて、本編の最後があのような引きとなっておりますので、しっかりと続きをお届けできるよう、担当とともにこれからも頑張ってまいります。

　ありがとうございました。
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